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一章　ご主人様にするからねっ！





　さわやかな春風が、広い川かわ面もを吹きぬけていく。うららかな四月の終わり、日差しは暖かく、川は光の板がくだけるようにきらきらと輝きながら流れている。

　土手には、緑の草がやわらかくそよいでいた。その上の道を、高級感あふれるオープンカーが、ピカピカ光りながらすべるように走っていく。

　オープンカーの後部座席に座っているのは、私立春はる紗しや学園高等部の制服に身をつつんだ、一年二組の座ざ堂どうシエラである。サラサラした長い髪を春風になびかせ、ガラス細工のように繊細な両手をひざの上にそっと重ねている座り姿は、深窓の令嬢らしくつつましやかだ。大きな目をふちどる長いまつげを半なかば伏せて、夢見るような微笑を静かにうかべている。

　運転手は黒い上着を着、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっていた。シエラの隣には中等部の女生徒が、緊張した表情で座っている。

「シ……シエラ様のお車に、乗せていただいちゃったりして、良かったんでしょうか」

「もちろんよ。足のケガは、もう大丈夫？」

　にこり、とシエラはほほえんだ。花がほころんだような笑顔には、親しみやすい中にも、かくしきれない優雅さと気品がにじみ出ている。

「えっええ……っていうか、ちょっとコケただけですし……」

　ひざこぞうにペタンと貼はったばんそうこうに、女生徒は申し訳なさそうな視線を落とす。

「油断は禁物よ。ちょっとしたケガだと思って無理をして、悪化したら大変だもの」

「でっでも、シエラ様に送っていただくなんて申し訳ないし、クラスのみんなに悪いし」

「クラスのみんな？」

「だって、シエラ様はみんなの憧あこがれだから……」

「ね、お願い。上級生のワガママだと思って、送らせてちょうだい？」

　シエラは両手を組んで、うかがうように女生徒をじっと見つめる。女生徒の顔が、ポンッと赤くなった。

「あっ、あのあのあの……あの」

　女生徒はしどろもどろになりながら、恥ずかしそうに肩をすくめ、小さな声で答えた。

「は、はい……お願いします」

「良かった。じゃ、くつろいでね。お菓子でもいかがかしら？」

　シエラはビロードの箱に入った、高級チョコレート菓子・トリュフを差しだした。女生徒は逆にもっと緊張してしまい、顔を真っ赤にし、ドキドキする胸を押さえていた。



　シエラの車が走っていく土手道の下……たけ高い草がさわさわ揺れる土手の斜面に、新あら木き陣じんは学生服のまま、寝転がっていた。くっきりと強い目力と、よく日焼けして引きしまった肌は、砂漠の風のように熱く乾いた印象を与えている。

　陣は学生カバンを枕まくらにし、唇をへの字に結んで、楔くさび形がた文字の刻まれた粘土板の写真が載った、考古学の本を読んでいた。

　陣の隣には、クラスメイトの宇う多た田だ夕ゆう也やが座っている。肌も髪も色素が薄く、背が高いのに線が細くてヒョロヒョロしている。ヘッドフォンを耳に当て、細い目をもっと細めて、うっとりと音楽を聴いている。

「あ……座ざ堂どうの車だ」

　シエラの車がゆっくりと走っていったとき、夕也は、開いているのか閉じているのかわからない目を向けて、幸せそうにつぶやいた。

「深窓の令嬢、かあ……。なんか住む世界が違うし、競争率も高いけど、高たか嶺ねの花ってのも、いいもんだよね」

「ああ。高山植物って、けっこうきれいな花咲くよな」

　陣は本をながめながら、てきとうに返事をした。夕也は眉まゆをハの字にし、ヘッドフォンを耳から外して首にかける。

「高たか嶺ねの花って、そういう意味ではじゃなくて！　座ざ堂どうシエラのことだよ」

「人間みたいな名前の花だな」

「おまえって、ゆるい角度で浅く入ってくるねえ。座堂は、美人でセレブで優しくて、完全無欠のお嬢様だよ。学園じゅうの男子が毎日、告白したくてもおそれおおくて告白できないって、遠目に見ながらあんなに大騒ぎしてるってのに、マジで全然知らないってのもある意味偉大だよな？」

「きのうから肩が痛いな。どうしたんだろ」

　と、陣じんは気になるようすで、左の鎖さ骨こつをさする。まるで話を聞いていない陣に、夕ゆう也やはガクっとこけた。

「人の話聞けよっ！　本ばっか読んでるから、肩コリだろ。オヤジくさいの」

「鎖骨のあたりに、栗くりぐらいの大きさのグリグリしたものができてるみたいなんだ」

「それリンパが腫はれてんだよ……って、なんで花の男子高校生が、デキモノの話だよ！」

「きのう、肩のあたりで何かがムズムズしてたんだよな。皮ひ膚ふの下に潜もぐって肉を食う寄生虫って、いるらしいな」

「どうして、そんな話を無表情で言えるんだよ。きっと、おまえが部屋の中に積んでる本の中からわいたんだ。冗談抜きで、ゆうべ俺おれもカサカサいう音、聞いたし。病院に行ったほうがいいんじゃないか？」

「んー……この楔くさび形がた文字は、どうやらシュメール文字の特徴を残してるな」

「また聞いてねーのかよ！」

「だとしたら、ここの文字はＳ・Ｌ・Ｍ・Ｎ……ソロモン！　もしかして、この粘土板に『ソロモンの秘宝』の手がかりが何か？」

「何だよ、ソロモンの秘宝って」

「部屋に戻って、たしかめてみるか」

　陣は夕也のことばがまったく耳に入っていないようすで立ちあがり、本を手に土手道を走りだした。夕也は慌あわてて、陣のカバンを拾いあげる。

「おいっ、待てよ！　カバン忘れてるし！」

　陣はとことん、人の話を聞いていない。夕也は半分あきらめかけて、ため息をつきながら二人ぶんの学生カバンを胸にかかえ、重い足どりで陣を追いかけていった。



　陣が帰ってきたのは、学園から一キロほど離れたところにある春はる紗しや学園男子寮、「橘たちばな寮」だった。古い歴史を感じさせる二階建ての寮は、木造瓦かわらぶきで、どっしりといかめしい。部屋は、同学年の寮生が二人で使用する。陣と夕也もルームメイトだ。

　二人の部屋は、二段ベッドと机以外の全すべての場所が古めかしい本の山と段ボール箱で埋めつくされて、足の踏み場もない。段ボール箱を乗りこえながら、陣は本の山をあさる。

「さて……どのへんに埋まってたかな」

「まるで、地層の発掘だな」

　夕ゆう也やはあきらめのため息をつきながら、本をかきわけ、二段ベッドの下の段に潜もぐりこむ。

「まったく……部屋の中で、憩いこえる場所がここだけだなんて」

「ああ、あった。シュメール文字の文献……」

　陣じんは本の山の下のほうから、一冊の本を引っこぬく。本の山がぐらぐらっと揺れて倒れ、夕也の上になだれこんだ。

「ぎゃあああ！　本の雪崩なだれーっ！」

　二段ベッドの下の段が本で完全に埋まってしまった。陣は「ああ」と言って、特にあわてるでもなく、無表情のまま、本をベッドの中からかき出す。

「おい、生きてるか？」

　本をかき出すたびに、モワモワッとホコリが立つ。ホコリの中から夕也が、ゲホゲホと咳せきこみながら這はいだしてきた。

「もっと焦れ！　それより、この大量の荷物をどこかにやれよ！　寮に入ってきたと思ったら、つぎつぎ運びこんできやがって！」

　夕也は、ホコリにまみれた体をはたいた。夕也がぷんすか怒っていても、陣はあくまでマイペースに、淡々とした表情で部屋の中を見まわす。

「そうは言われても……どれも、大事な文献だし」

「それじゃ、せめて整理しろ！」

「わからないやつだな。整理できたら、こんなに散らかしてないだろ？」

「片づけが悪いのを、いばるな！」

　夕也は怒りながら、本の束を陣の顔に押しつけた。

「もうガマンの限界だ！　こんな部屋で暮らせるか！」

　夕也は机の上に置いてあった、手のひらに乗るほどの小さな機械……ＭＰ３プレーヤーをひっつかむと、ヘッドフォンを首にかけ、ドスドスと乱暴な足音を立てて廊下に出た。いつもおだやかでのんびりした彼だが、どうやら本気で怒っている。

「俺おれは談話室に行ってるから、一時間で片づけろよ。でないと、私物の大量持ち込みの寮則違反だって、寮長に言いつけるからな！　寮長は最近機嫌が悪いから、覚悟しとけよ」

「機嫌が悪いって、なんでだよ」

「そんなこと、俺が知るか！　いいから、とっとと片づけろ！」

　バターン！　と、夕也は叩たたきつけるように扉を閉めた。鈍感な陣は、首をかしげる。

「変なやつだな。何怒ってんだ？」

　陣は、本の山を見上げる。とうてい、一時間では片づきそうもない。

「ま……とりあえず努力してみるか。ここを追いだされたら、行くところ無いからなぁ」

　陣じんはのろのろと、段ボール箱を開く。中にはアラビア語の新聞紙にくるまれた粘土板や壷つぼの破片が、どっさりと入っていた。それを見るだけで、陣はどっと疲れを感じた。

「はぁ。やっぱり父さんたち、全然整理してねえ……。とりあえず、要いるものと要らないものに分けてゴミを減らすか……」

　陣は、段ボール箱の中から新聞紙を取りだし、広げて積みあげ、荷造り紐ひもで束ねていく。束ねられた新聞紙はどんどん増えていったが、段ボール箱の量はいっこうに減らない。陣は、果てしない作業を前にして、疲れきってしまった。

「……たく、どうして俺おれがこんなことしなくちゃいけないんだ」

　陣は、目の前にある段ボール箱を蹴けっ飛とばす。と、段ボール箱が倒れて、中身がドバッと部屋の中にぶちまけられた。割れた土器やレンガの破片などのガラクタの中に、鈍い金色の輝きが混じっていた。脚のついた水さしのような、奇妙な金属製の器だ。

「ん……？」

　陣は、それを拾いあげてみた。



　同じころ、シエラも中等部の女生徒を女子寮「桜さくら寮」に送り届けたあと、自宅に帰りついていた。

　シエラの家は、高級住宅地の中でもひときわ大きな豪邸だ。一万坪はあろうかという敷地に、巨大な洋館が建っている。敷地の裏手にはテニスコートとプールが造られ、バラ園には花もちらほらと咲きはじめていた。

　いかめしい門に自動車が近づくと、自動的に門が開いた。とたんに、屋敷の中からメイドが十名ほど、あたふたと飛びだしてきて、門と屋敷のあいだに赤い絨じゆう毯たんをしく。

「お帰りなさいませ、お嬢様！」

　この屋敷の使用人たちは、全員住み込みで働いている。メイドたちは、丈の長い紺のエプロンドレスに黒タイツ、靴はローファー、髪にはヘッドドレス……という、古式ゆかしく清せい楚そで地味なメイド服に身をつつんでいた。自動車から降りてきたシエラをわらわらと取りかこみ、カバンを受け取る。

「では、わたくしは車を車庫に入れてまいります。また、のちほど」

　運転手が、深々と頭を下げる。シエラは優雅にほほえんで、ちょっと頭を下げかえした。

「ええ、ニコライ。毎日、ご苦労様」

「いえ。お嬢様のためでしたら」

　運転手は車を、屋敷の隣にある広い車庫へ走らせた。車庫には、何十台もの高級外車が並んでいる。シエラは赤い絨毯の上を歩きながら、メイドたちを引きつれて歩いていく。

　メイドたちは、口々にシエラに語りかけた。

「お疲れでしたでしょう。おやつになさいますか？」

「ありがとう。まだいいわ」

「宿題のほうは、いかがでございましょう？」

「家庭科で、ハンカチに刺し繍しゆうをする宿題が出ているの」

「かしこまりました。すぐ、パリから一流デザイナーを呼びよせます」

「パリ……といえば、ママは？」

　シエラは屋敷の玄関をくぐる。広い玄関ホールにも赤い絨じゆう毯たんがしかれ、正面に大きな階段がある。二十名ほどのメイドや使用人が、赤い絨毯の両側にずらっと並んでいた。

「お帰りなさいませ、お嬢様！」

　〇・一秒のズレも無いほど正確に、二十名が声をそろえて頭を下げる。居並ぶ人々の中に母親の姿が無いのを確かめて、シエラは尋ねた。

「メアリー。ママは、またパリでお買い物？」

「いえ。今日はオペラを見られると……先ほど、自家用ジェットで出かけられました」

　メイド長のメアリー・サバントが、うやうやしく頭を下げる。他ほかのメイドたちより年かさとはいえ、まだ二十代なかばの若さに似あわず、立ち居振る舞いにはイギリス人らしい節度と気品があって、一分の隙すきもないほど完かん璧ぺきだ。

「パパは？」

「お部屋ですが」

「そう。また『おカネ』をかせぐのに忙しいのね」

　ふっ、とシエラがため息をつく。何不自由なく恵まれて、幸せに満ちているはずの彼女の表情が、一瞬かげった。その変化を、メアリーは見逃さなかったが……気づいた、ということを気づかれないように、ポーカーフェイスで声をかける。

「お嬢様。アフタヌーンティーをお持ちいたしましょうか」

「え？　……いえ、要いらないわ？」

　なぜメアリーにお茶をすすめられたのかわからなくて、シエラは首をかしげる。

　メイドたちに見送られて、シエラは大階段をのぼっていく。大階段の上では先ほどの運転手が、黒い上着と帽ぼう子しを脱ぎ、燕えん尾び服ふくに着替えて待っていた。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　彼……ニコライ・パブロフは、座ざ堂どう家の執事である。執事といってもまだ二十歳そこそこの若者で、長身なので痩やせて見えるが、肩幅などはガッシリとしている。片眼鏡モノクルをつけた青い目は眼光鋭く、プラチナブロンドの髪がさらに冷たい雰囲気を強調している。

　階段の上に人がいると思っていなかったシエラは、あわてて笑顔を作りなおす。ニコライはそれを見逃さなかった。

「お嬢様。お疲れではありませんか？」

「いいえ、ニコライこそ……。今日は寄り道をしてもらって、ごめんなさいね。パパの身のまわりのお世話で、忙しいのに」

「いえ。運転手は、わたくしの勝手でやらせていただいているのですから」

　自分の部屋に向かうシエラのあとから、ニコライはゆっくりとした歩調でついてくる。シエラは気になって、振りかえった。

「なぜついてくるの、ニコライ？」

「わたくしはどこまでも、お嬢様についてまいる所存ですが」

「そういう意味じゃなくて……」

「あっ……ど、どうも失礼いたしました。ぶしつけな事を」

　ニコライは、少し動揺したようすで、あたふたと頭を下げた。

「ところで、お嬢様……ロシアンティーをお入れしましょうか？」

「メアリーにもお茶をすすめられたわ。そんなにわたしにお茶を飲ませたいの？」

「四月の風は、まだ寒かったのではと存じます」

　ニコライはつつしみ深く、その表情を隠して表に見せなかった。だが、彼が自分をいたわろうとしていることに、シエラは気づいた。

「そうね。それじゃ……いただこうかしら」

　シエラの表情がゆるんだ。それを確認して、ニコライはふかぶかと頭を下げる。

「では、湯沸かし器サモワールに木炭を入れてまいります」

　シエラは、自分の部屋に向かった。

　部屋は、超高級ホテルのスイートルームのように豪華だ。寝室とリビングが別になっていて、寝室には天てん蓋がいつきのクイーンサイズのベッドがあり、リビングには百インチの巨大プラズマテレビが三台並んでいる。テレビ用と、ゲーム用と、ビデオ用だ。

　シエラは、テレビの前のソファに体を投げだし、ぼんやりと天井を見あげる。退屈で、何もやる気が起きない。そう言えば、両親の顔をここ数週間、見ていない……と思った。

「パパ、ママ……」

　上を向いていると、涙がこぼれそうになった。シエラはあわててソファの上で身を起こし、ゴシゴシッと手の甲で目をこする。

　ふと、妙な違和感があった。見ると、手に、見慣れない白手袋が。

「あら？　わたし……いつ、手袋なんかはめたのかしら？」

　その瞬間、シエラの全身がパアアッと黄金の光につつまれた。

　ニコライは、壷つぼのような銀製のサモワールとロマノフ王朝時代の陶磁器のティーセットをワゴンに乗せて廊下を運んでいた。

「お嬢様。失礼いたします」

　ニコライは、シエラの部屋の扉をノックする。だが、返事は無い。

「……お嬢様。シエラお嬢様？」

　呼んでも、やはり返事は無い。押すと、扉は開いていた。部屋の中をのぞくと、ソファの上に制服や靴が脱ぎ散らかされている。脱いだというよりは、服の中身が溶けて消えてしまったかのように、人が寝ている形にきれいに並んでいる。

「制服を脱いでいらっしゃる。と、いうことは……」

　ニコライはハッとして、部屋の中に造られたシャワールームのほうに目を向ける。真っ白い顔が、カッと赤くなった。

「もっ、申し訳ございません！」

　ニコライは、焦って廊下に飛びだした。シエラがシャワーを浴びている、と思ったのだ。あわてすぎたせいで、ワゴンに足を引っかけ、ビターンと顔から倒れてしまう。

「……ミスター・パブロフ。何をなさっているのですか？」

　メイドたちの仕事を監督するために、屋敷の中を見まわっていたメアリーが、車にひかれたカエルのようにペタンコになっているニコライを、訝いぶかしげな目で見下ろし、尋ねた。



　シエラは、見なれない部屋の中にいた。

　ホコリっぽい古い本がうず高く積まれ、段ボール箱と新聞紙の束が山になっている。

「な、何ここ……何かの倉庫？　どうしてわたし、こんなところに？」

「お……おまえ、誰だれだっ？」

　とまどう声に、シエラはびっくりして目を向ける。目をチカチカさせながら、陣じんが座りこんでいる。彼の前には、水さしのような形をした鈍い黄金色の器が転がっていた。

「あ、あなた、新あら木き陣！　なぜ、ここにいるのっ？」

「どうしてって、ここは俺おれの部屋だろ！」

「えっ……あなたの部屋？　ど、どうして……？」

「それより、なんで俺の名前を知ってるんだ？」

「何言ってるわけ？　同じクラスなんだから、当然でしょ？」

「えっ……同じクラス？」

「嘘うそでしょ、わたしを知らないのっ？　このわたしを？」

「俺、高等部からの編入だから」

「そういう問題じゃないでしょ！　四月も終わりなのに、同じクラスの女子の名前も覚えてないわけ？　っていうか、学園じゅうでわたしを知らない人間なんていないはずよ？」

　シエラは腰に手を当てて怒るが、ふと、ははーんと目を細めた。

「……あ、そっか。さては、あなた目が悪いのね？　おかしいと思ったのよ。わたしのことが見えてないから、だから一人だけ騒いでなかったわけね。それで納得だわ」

「いや。視力は両方、一・五だけど」

「はぁ？　何よそれ、ありえない！」

「なんで視力がいいと、怒られるんだ。っていうか、ほんとにおまえ何者なんだよ」

「私服ならまだしも、この制服姿を見ても、わからないわけっ？」

「制服？　いいのか、うちの学校バイト禁止だぞ」

「バイト？　あなた、さっきから何わけのわからないことばかり言ってるの？」

「それ、秋ア葉キ原バのメイドの制服だろ？」

「メイドですってっ？　メイドを使う立場であるわたしに対して、最大の侮ぶ辱じよくだわ！　謝りなさいっ！」

　怒って陣じんを指さした自分の手を見て、シエラは驚く。その手にはやはり、見たこともない白手袋がはめられている。また、髪がつれるような違和感に気づいて、シエラは頭に手をやった。レースのような素材のヘッドドレスが、ピンでとめつけられている。

「な……何これ？」

　シエラは、うろたえながら、自分の体を見下ろした。ふんわりしたミニのエプロンドレスにニーソックス。スカート丈が短くて、白い太ももがあらわになっている。ふだんのシエラは、お嬢様らしくつつましい服装である。丈の短いスカートが恥ずかしくて真っ赤になり、スカートのすそを両手でぎゅうぎゅうと引っぱって、少しでも太ももを隠そうとした。

「な……っ、何この服！　なんでわたしがメイド服なんてっ？」

「ばか、大声出すなっ！　ここに来るとき、誰だれにも見つからなかっただろうな？」



    

  
    
      



    

  
    
      「見つからなかったっていうか、どうしてここにいるのか、自分でもわからないわよ！」

「大声出すなってば！　寮則で、女子と動物は禁止なんだ。見つかったら追いだされちまうだろ」

「こっ……このわたしと動物を横並びにしたわね！　わたしに気づいていなかっただけでは飽き足らず、なんて失礼な男！」

「だから大声出すなって！」

「それが人にものを頼む態度っ？」

「頼むから、大声出さないでください」

「何でもする？」

「できる範囲で」

「じゃ、死んで詫わびなさい！」

「悪いけど、できる範囲をちょっと超えてるみたいだから」

　陣じんは、硬い声でうんざり気味につぶやいた。

「とにかく、誰だれかに見つかるまえに、早く出ていってくれって」

「死んで詫びるまで、テコでも動かない」

　シエラはその場に正座して座りこみ、つーんとそっぽを向く。

「もう、マジでかんべんしてくれよ」

　陣は振り回される一方でわけがわからず、肩を落とす。シエラは、陣にビシッと指を突きつけた。

「百歩ゆずって、切腹したら許してあげるわ」

「それ全然ゆずってないかもな。ワガママにもほどがあるぞ、何様のつもりだ？」

「座ざ堂どうシエラ様よ！」

「ずいぶんストレートに答えてくれたな。……って、座堂？　もしかして、同じクラスとかいう？」

　夕ゆう也やがさっき、土手で言っていたことを陣は思いだす。何となく聞いていたので、あまりよく覚えてはいなかったが、たしかお嬢様だとか言っていた。

「さっき、そう言ったばかりでしょ！　その頭の中、脳ミソちゃんと入ってるの？」

「いや。お嬢様ってのは、俺おれの記憶違いだったかな」

「何かおっしゃいました？」

「こんな口汚いお嬢様、いるわけないから」

「大きなお世話よ！　猫をかぶるのだって、しんどいのよ！」

「着ぐるみも着るのか……俺にははかりしれない世界だ」

「バカね、猫をかぶるっていうのは比ひ喩ゆよ。庶民は、そんなこともわからないのっ？」

「だって、その秋ア葉キ原バ系のカッコ、コスプレってやつだろ？」

　シエラは、ハッとして自分の服に目を落とし、隠すように両腕で自分を抱く。

「忘れてた……今、メイド服だったんだわ」

　急にあわてて立ちあがったシエラは、焦ったようすで部屋の中を見まわした。

「出口はどこっ？　このわたしがメイド服なんか着て、あなたみたいな庶民の部屋にいたなんて人に知れたら、一生の恥だわ！」

「庶民で悪かったな」

「みんなショックを受けて、ショック死するかも！」

「じゃあ俺おれが栄はえある第一号だな。今もう、じゅうぶん死にそうな気分だから」

「しのごの言わずに、早く出口を教えなさいよ！」

「誰だれにも見つからないように出るには、窓から出るしかねえぜ」

　陣じんは窓を指さす。本などの整理でホコリが立つため、窓は大きく開けられていた。

「ここ何階？」

「二階だけど」

「……しかたないわね」

　シエラはぎゅっと唇をむすんで、窓わくに片足をかけた。陣は驚き、シエラを羽は交がい絞じめにして止める。

「おい、本気かよ？　二階っていっても、けっこう高いぜ」

「恥をかくよりは、ましだわ！」

「まあ価値感は人それぞれだが」

「っていうか、この手は何っ？」

　シエラは、胸の前で交差している陣の手をにらんだ。陣は、あわてて手を引っこめる。

　夢中で気づかなかったが……女の子の体は信じられないほど、細くて柔らかかった。その隙すきに、シエラは窓を乗りこえて外に出ようとしたが、目に見えない壁にぶち当たり、バチッと、静電気で感電したような痛みを感じた。

「きゃっ！」

　シエラは弾はじきとばされ、床の上に尻しりもちをついた。短いスカートがめくれ上がって中身が見えそうになり、シエラは慌あわてて、あたふたとスカートを押さえながら正座する。陣はシエラの横にひざまずいて、怪け訝げんそうに尋ねた。

「一人で遊ぶの、楽しいか？」

「ど、どうして外に出られないの？」

　シエラはうろたえ、部屋の中を見まわした。扉を見つけると、そちらに走っていく。陣は慌てて、止めようとした。

「おい待て、廊下に出たら人に見つかるだろ！」

　シエラは、ドアノブに手をかけた。が、やはりバチッと電撃のようなショックが手に走り、顔をしかめて手をすっこめた。どうしても、ドアを開けることができない。

「なぜ……？」

　そのとき、床に転がっていた水さしの注ぎ口から、ボワンと紫色の煙が立ちのぼった。

「きゃあ、毒ガス！」

　シエラは怯おびえて、思わず陣じんにしがみつく。陣は苦しくて、顔をしかめた。

　紫色の煙は、人の形に変わる。絹の赤いガウンに身を包んだ男が、片手にブランデーグラスを持ってクルクル回しながら立っていた。指にはつけきれないほどの指ゆび環わをはめ、ネックレスやイヤリングなど、あまりにキラキラまぶしくて、陣は目がチカチカした。

「な……なんだ、このどハデなオッサンは」

　陣にしがみついたまま、シエラは信じられないように声を上ずらせる。

「パ……パパっ？」

「えっ、おまえの親父おやじ？」

　陣は、ますますわけがわからなくなって、目をこすった。

「服装のセンスが変なのは、遺伝か？」

「わたしはべつに、好きでメイド服を着てるわけじゃないわよ！　それと、庶民のぶんざいで、なれなれしくわたしにさわらないで！」

　シエラは真っ赤になって、陣を突きとばす。あまりにも一方的で、陣は眉まゆをひそめる。

「明らかに、俺おれがさわったわけじゃないよな？」

　シエラの父は水さしを拾い、フレンドリーな笑顔をたたえつつ陣に握手を求めてきた。

「きみが、新しいご主人様か。よろしく頼むよ」

「は……？　あの、全然話が見えないのは、俺の読解力不足？」

　陣は思いっきり不審そうに、シエラの父をねめつける。シエラも、父にかみついた。

「よろしく頼むって何よ、パパ！　こんな庶民に頭を下げるなんて、ありえない！」

　シエラの父は、チチチッと人差し指を左右に振って、水さしをシエラに見せる。

「シエラ。これは何だか、わかるかね？」

「カレー用ソースポットでしょ」

「ああ。あのカレーを入れるやつは、そんな名前だったのか」

　陣が後ろで、ポンと手を打つ。シエラは振りかえって、軽けい蔑べつの目を向けた。

「庶民の家には無いから、正式名称がわからないのね」

「庶民はよけいだ！　俺だって、氷みつをすくうあの小さいおたまじゃくしが『甘かん露ろじゃくし』だってことぐらいなら、知ってるんだ」

「氷みつですって？　ああ、貧乏臭くさい。セレブなら、フラッペと言うものよ」

「っていうか、なんで親子そろって人の寮に入りこんできてんだよ？」

「カレー用ソースポットじゃない。これは、ランプだ」

　と、シエラの父が言った。陣じんは、あまり興味がなさそうに、ああと言った。

「なるほど、火をつけるランプか」

「火はつかない」

「不良品だな」

「火はつかないが、ランプの魔神はついているのだ」

　陣に、シエラの父は顔を超接近させて、恐ろしいほど真剣な表情で言った。そのことばが陣の脳みそにしみこむまで、しばらくの時間を必要とした。

「……今、妙なことを聞いたような」

　と、陣は耳を指でほじくる。シエラも、不安そうな目を父に向けた。

「パパ……株で大損でもして、どうにかなっちゃったの？」

「シエラ。今まで、全然働きに行かなくてもお金をかせげるのはどうしてか……。パパは株で大儲もうけしてるからだと説明してきたが、実は違うんだ」

「えっ？　パパって、インターネットで株の売買をしてるんじゃなかったのっ？」

「我が家の調度品も自家用ジェット機も、全すべてわしが魔法で出していたのだ！」

　シエラの父は、自分の胸を叩たたいた。陣とシエラは数秒間、黙りこむ。

「……それにしても、あれの正式名称が『カレー用ソースポット』だったとはなぁ」

「『甘かん露ろじゃくし』は知らなかったわ……」

「おいおいおい！　わしは置いてけぼりか！」

　シエラの父は、背中を向けたシエラの肩をつかむ。

「アラビアン・ナイトに、ランプの魔神が出てくるだろう。わが座ざ堂どう家は、あのランプの魔神の血を受けつぐ由緒正しき家系なのだ！」

「へー」

「本気にしてないな！　ランプの魔神は、魔法でどんなものでも出せるんだぞ！」

「うん、そうね。パパの言うとおり」

「哀れみをこめた瞳ひとみで、わしを見つめてほほえむな！」

「だって、ありえないもの」

「だが本当だ！　ランプの魔神の能力は子供に伝わる。そして子供が新しい『ご主人様』を見つけたとき、親は魔力を失ってしまうのだ」

「ご主人様？」

　シエラは顔をこわばらせて、陣に目を向ける。陣はハッとして、シエラの父が持っている水さしを指さした。

「もしかして……それって魔法のランプかよっ？」

「理解が遅いなぁ」

「俺おれはただ、部屋の掃除をしてただけだが」

「そのときにランプをこすっただろう？」

「汚かったからな」

「じゃあやっぱり、きみが正式にシエラのご主人様だ」

「ありえない！　どうしてわたしが、こんな庶民の召使いにならなきゃいけないのよ！」

　激怒するシエラを、シエラの父は手のひらを向けて押しとどめ、

「シエラ。エプロンのポケットに手を入れてみろ」

　と、彼女のポケットを指さした。シエラが手をつっこんでみると、手のひらに載るぐらいの薄い本が出てくる。シエラは、目をぱちくりとする。

「この本、何？」

「我が家に代々伝わる一子相伝の魔法書だ。言わばおまえは、魔法のメイドさんなのだ」

　表紙はアラビア風のアラベスク模様、中身は真っ白だ。シエラはページをぱらぱらとめくりながら、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「何も書いてないじゃない」

「ランプの魔神の能力がおまえに引きつがれ、わしが持っていた魔法書がおまえの労働着のポケットに移動した瞬間に、全部消えてしまったのだ。レベルが上がればまた、使える魔法が増えていく。そして一人前のランプの魔神になれば、ご主人様から解放され、労働着を着る必要がなくなるので、魔法書もずっと手元に残るというわけだ」

「レベルを上げるって？」

「この少年に誠心誠意仕えて、満足していただくのだ」

「ど……どうして、このわたしがそんなことっ！」

「俺おれだってお断りだぜ、勝手に押しかけてきて召使いだとか言われても。ここの寮則は厳しいんだ、私物の大量持込み不可、女人禁制ペット禁制なんだからな」

　必死にうったえる陣じんを、シエラはぎらりとにらみつけた。

「だから失礼よっ、このわたしを動物と同列視するなんて！」

「寮則違反したら、放ほうりだされちまうんだよ！」

「パパ、こんな失礼な庶民に仕えるなんてありえないわ！」

「魔法のメイドさんになりたくないのかね？」

「メイドになるぐらいなら、魔法なんか使えなくていいわ！　帰りましょ！」

　ドカドカと足を踏み鳴らしながら、シエラは部屋から出ていこうとする。が、シエラの父がその襟えり首くびを、ぐいっとつかんで引っぱり戻した。

「待て待て待て、お待ちなさい！　魔法を使えなかったら、困るんだよ！」

「どうしてよ。魔法なんか無くても、お金さえあれば何でも買えるじゃない」

「だーかーらー！　そのお金を、全すべてわしが魔法で出していたんだ！」

「えっ」

　ずっと怒っていたシエラの顔が、素になった。呆ぼう然ぜんとしている彼女に、父はうなずく。

「やっとわかったようだな」

「じゃ……パパがもう魔法が使えないってことは、うちにはもうお金が無いの？」

「今ある分だけで終わりだ」

「そんな！　こ……このわたしが、庶民の仲間入りをするなんて！」

　シエラは激しいショックを受けて、床に崩れこむ。陣じんが、アクセサリーをジャラジャラつけたシエラの父に、あきれたような目を向ける。

「別にいいじゃん。親父おやじさんのアクセサリーとかが消えてないってことは、魔法は消えても魔法で出した物は消えないってことだろ？」

「でも、お金は使うと消えちゃうわ！　使用人たちが雇やとえなくなったら、どうやって毎朝髪を梳とけばいいのっ？」

「ブラシを使って、手で梳くんだよ」

「あなたの答えって、何だかいっつもトンテンカンね！」

「おまえのトンチンカンさには負ける自信があるが……」

　陣は、パニクっているシエラを前に、うんざりして逆にテンションが低くなる。

「とにかく、その指ゆび環わを質屋に持っていけば金になるし、あとは節約すればいいだろ」

「質屋！　節約！」

　シエラは頭をかかえて、甲かん高だかい声で叫さけんだ。

「そんな庶民の代名詞、セレブの誇ほこりにかけてお断りよ！」

「そのとおりだ、今までどおり湯水のように金を使いたかったらレベルを上げるのだ！」

「やっぱ、金は人を狂わせるよな」

　陣は、ふうっとため息をつく。シエラは、そんな陣に嫌そうな視線を向けた。

「で、でも……何もこいつじゃなくても」

「こいつとか言うなよ」

「ランプの魔神はランプの持ち主を選べないのだ。まあ、そうがっかりするな」

　シエラの父は、ぷうっと頬ほおをふくらませているシエラをなだめて、肩を叩たたいた。

「言ったろう、一人前のランプの魔神になれば召使いは卒業、ご主人様に仕える必要もなくなる。それまでの辛抱さ」

「一人前になるのに、どれぐらいかかるの？」

　シエラは、父にすがりつくようにして尋ねた。シエラの父は、肩をすくめる。

「さあ？」

「なんでそんな軽いのっ？」

「わしもわしの父も、ここ何百年かランプの魔神として呼びだされることはなかったんだ」

「ええっ？」

「多分、ランプがどっかに埋まってたんだろう。今回、おまえがご主人様に呼びだされたことで、数百年ぶりに魔法書にリセットがかかったというわけだ」

　その話を聞いて、陣じんはどうもふに落ちないようすで、あごに手をあてた。

「……でも。魔法のランプの魔神が日本にいるなんて、おかしくねーか？」

「ふん。勉強の足りない庶民だな」

「娘はともかく、大人としてその物言いはどうかと思うぞ」

「八世紀に造られた正しよう倉そう院いんがシルクロードの終着点というのは学校で習っただろう？　日本とペルシャは昔、貿易していたのだ。ペルシャからシルクロードを通って、魔法のランプが日本にやってきた、というわけだ」

「ありえない！　どうしてわたしばかり、貧乏くじを引かなくちゃいけないのっ？」

　シエラは両手をぎゅっとこぶしにして、父にかみついた。父は開き直って、逆ギレする。

「自分だけが被害者だと思うな！　魔法が使えなくなって、わしも焦っているんだぞ！」

「それなら、パパが召使いになれば？」

「身代わりにはなれん。あくまで、おまえがこの少年の召使いとして、がんばるしかないのだ。座ざ堂どう家の金銭状況はおまえの双肩にかかっているんだぞ、シエラ」

「だけど……どうしてわたしが……」

　シエラはまだ、ためらっている。陣は、シエラの父にうったえた。

「おい、俺おれの意見を無視して話を進めるなよ！　人の話を聞いてたか？　寮則があるから、だめなんだって！」

「きみは若いんだ。大人が決めた規則なんかふっとばせ！」

「ちょっとカッコよさげなこと言ってみてるようだが、ここを追いだされたら、行くところが無いって言ってるだろ」

「自分の都合ばかり押しつけるな。協調性の無い少年だ」

「何で俺が問題児？」

「いいか、少年！」

　シエラの父は陣の胸ぐらをつかんで顔を近づけ、ぎょろっとした目でにらみつけた。

「わしは結婚するとき、一生金に不自由させんと妻に約束したのだ。金が無くなったら、離婚されてしまう」

「愛は金じゃ買えないんじゃ？」

「いや、けっこう買えるぞ」

「たぶんそれ、ニセモノだな」

「しのごの言うな！　離婚されたらおまえのせいだからな、一生恨んでやるからな！」

「そんな勝手な……」

　押しの強いシエラの父に、陣は呆あきれ果てる。シエラは、必死の形ぎよう相そうで父の肩をつかんだ。

「ほんとなの、パパっ？　離婚しちゃうの？　そんなの嫌よっ！」

「じゃあ、このことはわしら三人だけの秘密だ。決して、妻に知られるわけにはいかん」

　シエラは、陣じんをキッとにらんで、ビシッと指を突きつけた。

「庶民！　今日からあなたを、わたしのご主人様にするからねっ！　とっととレベルを上げて、元どおりのセレブな生活に戻ってみせるわ！」

「か、勝手に決めるなよ！　女子禁制だって言ってるだろ、でなくても、誰だれがおまえみたいな得手勝手なやつを……！」

「さあ、何でも望みを言いなさい！　チャキチャキ吐くのよ！」

　陣の反論を許さず、シエラは彼の両肩をつかんで、本の山の上に押し倒した。長い髪が陣の顔にかかって、くすぐったい。同時に、本がゴツゴツして背中がすごく痛い。

「そ、それがご主人様に対する態度かよ！」

「うるさいわねっ、庶民のぶんざいで！」

「待て待て、シエラ。ご主人様の満足度にしたがって満足ゲージが上がるんだから、そうツンケンしない」

「満足ゲージって何っ？」

「こういうことだ」

　と、シエラの父は陣の腕をつかんで立たせた。

「少年少年。『ちちんぷいぷい♪』と言ってみろ」

「悪いが、俺おれはそういう愉快なオッチョコチョイさんになる趣味はない」

「どうしてそんなにプライド高いかなー」

「プライド低くても、ふつう嫌だろっ？」

「いいから言うのだ！」

「死んでも言うか！」

「きかんヤツだ！　カナッペの具にして食ってやろうか！」

「ちょっとセレブでオシャレなパーティ料理だな」

「言えったら言え！」

　シエラの父がどアップでせまる。もうあと二センチほど近づかれたら、耐えられる範囲を超えてしまうだろう。陣は、たまらず折れてしまった。

「……しかたねーな。ちちんぷい……ぷぃ……」

　さすがに羞しゆう恥ち心しんは捨てきれず、陣の語尾は小さくなっていく。するとシエラの父は、陣の手をつかんでシエラの頭にポンと置き、なでなでとなでさせた。

「……え」

　シエラは一瞬、何が起こったのか理解できなかった。次の瞬間、甲かん高だかい悲鳴を上げて、陣の手を振りはらった。

「きゃあああ！　庶民の汚い手がわたしの頭に！　誰だれかっ、シャンプー、消毒薬っ！」

「たしかに掃除してて手は汚れてるけど、そこまで言うか……」

　陣じんは硬い声でつぶやく。シエラがかぶっているヘッドドレスが、ごく微妙にチカリと光った。シエラの父は、ため息をつく。

「ほら。ご主人様がものすごく不満だから、満足ゲージが全然上がらないじゃないか」

「どうして、どうして光ってるのっ？」

「満足ゲージがたくさん上がると、もっとずっと明るく光るぞ」

「パパ、人の話聞いてるっ？」

「いいか、ご主人様に機嫌よくなってもらうにはまずキチンと『ご主人様』と呼ぶのだ」

「うっ……」

　シエラは、迷うような目を陣に向けた。

「こ……こんな庶民を、このわたしが……」

「ほらほら、嫌な顔をしたら、またご主人様の好感度が下がってしまうぞ。練習してみろ、サンハイ、『お呼びですか、ご主人様』」

　シエラの父は、音楽の指揮をするように両手の指を立てて振る。陣は、とんでもないと言わんばかりに叫さけんだ。

「別に、そんなふうに呼んでもらわなくていいから！　っていうか帰れ！」

「お……お呼び、ですか……」

　シエラは顔を真っ赤にし、片手をこぶしにして胸に当ててこらえながらも、プルプルと震えている。シエラの父は満足そうに笑って、うなずいた。

「よし、もう一息。あとは『ご主人様』だ！」

「ご……ごしゅ……ごしゅじん……」

　シエラは、壊れたＣＤのようにぎこちなく繰りかえしていたが、我慢の限界がきて頭を抱え、大声で叫んだ。

「あーもー！　どうしてわたしが、こんなことを！」

　ドンドンッ、と壁が鳴った。陣は、ギョッとしてそちらに顔を向ける。隣の部屋から、間の壁をたたかれたのだ。

「おい、新あら木き、宇う多た田だ！　うるさいぞ！」

「あっ……す、すまん」

　陣はあわてて謝ると、唇に指を当てて、シーッと声を出した。

「騒ぐなってば！　女子が部屋にいるのがバレたらヤバいんだよ、もう出てけ！」

「そうはいかん。いったん呼びだされたら、ご主人様のために何かするまで帰れないのだ」

　父のことばを聞いて、シエラはさっき、部屋から出ようとしても目に見えないバリヤーのようなものに阻はばまれて、どうしても出ていけなかったことを思いだした。

「わたし……帰れないわけ……？」

「そんなっ……！　夕ゆう也やがもうすぐ帰ってきちまうのに、どうすんだよ！」

「それはわたしのセリフよ！　こんな恥ずかしい服装であなたみたいな庶民の召使いになって、こんな薄汚い部屋にいるのを誰だれかに見られたら恥ずかしくて学校に行けないわ！」

「わしだって困る！　ランプの魔神の秘密がバレてしまったら、妻に……妻に……！」

　シエラは激怒し、シエラの父は不安そうにおろおろする。陣じんは呆あきれて額を押さえた。

「おまえら親子、ほんとに我がことばっかだな」

「と、とりあえず、何かてきとうに仕事を済ませれば帰れるのよね！」

　シエラはあたふたしながらそう言って、床に山積みになっていた本を持ちあげ、ゴミ箱にドサドサッと捨てた。とんでもないことをしでかすシエラに、陣はびっくりする。

「こらーっ！　何するんだっ！」

「薄汚いゴミだから、捨ててあげたのよ」

「薄汚いことは大いに認めるが、ゴミじゃなくて父さんたちの発掘品だ」

「発掘品？」

「父さんたちは中近東でソロモンの……いや、そんなことどうでもいいだろ！」

「どう見てもゴミじゃない。庶民って、物を捨てられないものなのよね」

「俺おれのせいじゃない！　とにかく、さわるな！」

「だって、何か仕事をしなくちゃ、ランプの魔神レベルが上がらないのよ！　あなたが何も願いごとをしないんだから、しかたないじゃない！」

「じゃ、鎖さ骨こつにできたグリグリ治してくれ」

「病院行けば？」

「役に立たねーな」

「うるさいわねっ、庶民は黙ってなさい！」

　シエラは一方的に言いはなち、段ボール箱を持ちあげた。そのとき、段ボール箱の陰から、手のひらぐらいの大きさで全身に毛が生えた、紅あかと黒のまだら模様の生き物が、カサカサカサッと音を立てて素早く走りだしてきた。

「きゃああああ！」

　シエラは絶ぜつ叫きようし、積まれた本の上に飛びあがる。半分超音波領域に入ったすさまじい声に、陣は思わず耳をふさいだ。シエラは、本の上から陣を見おろして叫さけぶ。

「クモ！　やっつけて！」

「っていうか、自分でやったら仕事ひとつこなせるじゃん」

「嫌よっ、クモなんか見るのも嫌！　いいから、早く退治しなさいよっ！」

「なんでご主人様に命令してんだよ！」

　陣はシエラにどなる。ふたたび壁がドンドンと叩たたかれた。

「新あら木き！　うるせーって言ってるだろ！　何だよ、今の女みたいな声！」

「あ、ああ、クモが出たんだ」

　陣じんは慌あわてて、大声で返事をする。軽けい蔑べつしたような声が、返ってきた。

「クモであんな声出してんなよ、軟弱者！」

「なんで俺おれが、軟弱者呼ばわりされなくちゃいけないんだ」

　陣はムッとした顔を、シエラの父に向ける。シエラの父はギョッとして、積みあげられた本の後ろに隠れると、首をブルブルッと横に振った。

「わ、わしが手伝っても、シエラのレベルは上がらないから！」

「……ったく。親子そろって、何しにきたんだよ」

　陣は疲れて肩を落としながら、走っているクモをつまみ上げる。シエラは全身に鳥肌を立て、両手で顔をはさんで、絶ぜつ叫きようした。

「キャーッ！　何さわってんのよ、信じられない！」

「クモは害虫を食ってくれる益虫だから、むやみに殺せつ生しようしたらバチが当たるんだぜ」

　陣は、窓を開けてクモを外に出す。クモは二階の窓から糸を伸ばし、スーッと水滴が垂れるように、庭のほうへ落ちていった。窓をぱたりと閉めて、陣はシエラに声をかける。

「ほら、追いだしたぜ」

「ちょ、ちょっと、その手はどうする気よ！」

「爪つめのお手入れでもするか？」

「クモをさわった手でウロウロしないで！　石せつ鹸けんできれいに洗いなさいよね！」

　シエラは、本の山の上で縮こまりながら吠ほえたてる。陣は、注文ばかりつける口うるさいシエラに「やれやれ」と思いながら、部屋のすみにある洗面台で手を洗った。

「ほら、洗ったぜ。いいかげん降りてこいよ」

　手を振って水気を飛ばしながら、陣は面倒くさそうに言った。だが、シエラはまだ、ぶんぶんっと激しく首を横に振る。

「嫌よっ、クモの通ったところなんか歩けない！　雑ぞう巾きんでふきなさいよ！」

「そうだ、きちんと二度ぶきするのだ、少年！」

「おまえら、命令するばっかか！　どっちが召使いかわからねーよ、もう帰れ！」

　陣は頭痛がして、本の上に居座っているシエラを見あげる。シエラは叫さけんだ。

「だ……だから、何か仕事しなくちゃ帰れないんじゃないのよ！」

「ちなみにわしは、シエラが帰らないかぎり帰れないのだ」

「聞いてねーし！　……っていうか、えっ？　なんで親父おやじまで帰れないんだよ」

「シエラがランプを通じてご主人様のいる所と行き来するとき、つながった空間がしばらくのあいだ取りのこされるのだ。このゲートを通ってついてきたのだが、ゲートは数分で閉じてしまうのだ」

「ゲートが閉じてても、歩いて帰れるだろ」

「靴が無いのだよ」

　そう言われてシエラの父の足もとを見ると、スリッパをはいている。家の中から、そのまま陣じんの部屋に移動してきたせいだ。陣はイラッとして、どなった。

「スリッパで帰れ！」

「ちょっと、パパは帰れてもわたしはどうするのよ！」

　シエラは、置いていかれるのではないかと不安になって、怒りながらも、半分泣きそうな顔をしている。唇がへの字にゆがんで、ふるふる震えていた。

「床ふいたら？」

「死んでも嫌！」

「どうしろってんだよ」

　陣は、壁にかけてある時計に目を向けた。針は、五時半を示していた。談話室に行った夕ゆう也やは、一時間で帰ってくると言っていた……もうすぐ、その一時間が来てしまう。

「しかたねーな……おまえ、何できるんだよ？」

「歌がとくいよ。わたしのオペラを聞かせてあげましょうか」

「でかい声上げられたらバレるって言ってるのが、まだ解ってないようだな」

「じゃ、この薄汚い部屋を、フラワーアレンジメントで飾ってあげましょうか？」

「ありがとう。すごく迷惑だ」

「ワガママな庶民ね！」

「どっちがだよ！　とにかく降りてこい、本がいたむだろ！」

　陣は本の山の上のシエラを見上げてどなったが、その瞬間、ぴくっと動きが止まった。下から見ているので、スカートの下の、フリルで縁取られたペチコートがちらちらと見えている。陣が固まったのに気づいた瞬間、シエラはあわてて本の山の上から降りてきた。

「なっ、何を見ているのよ、庶民のくせに！」

「不可抗力だろ！　それに、俺おれは降りてこいって言っただろうが」

　シエラと陣はにらみあう。そのとき、扉がトントンとノックされた。陣はギョッとする。

「おーい、陣。片づいたか？」

「くそっ……夕也が帰ってきたじゃねーか」

　陣は、片手で額を押さえてため息をつく。シエラが、不安そうに陣を見あげる。

「夕也って……クラスの、宇う多た田だ夕也？　この部屋に入ってくるわけ？」

「ルームメイトだからな。やばいな……」

「や、やばいどころじゃないわよ！　どうするのっ？」

　シエラは真っ青になって、あたふたする。寮の扉には、カギがついていない。陣はふと思いついて、段ボール箱を抱えると、扉の前に大急ぎでドカドカと積みあげた。

「ちょっと待ってくれ、夕ゆう也や！　今、扉の前、いっぱいだから！」

「えー？」

　不服そうな声を出しながら、夕也は扉のノブを回した。だが、内開きの扉は段ボールのバリケードのせいで、びくともしない。陣じんはひとまず、ホッと胸をなでおろした。

「何だよ、まだ片づいてないのかよ？　やっぱ寮長に言いつけますか？」

「待てって！　もうほとんど終わりだから、ほんとだから！」

「ほんとー？」

　と、シエラの父は部屋の中を見まわす。片づけている最中で邪魔が入ったので、むしろ片づける前よりすさまじい状態になっている。陣は振りかえって、シエラの父をにらんだ。

「誰だれのせいだ！」

「ちょっと、もうほとんど終わりなら入れてくれよ。ラジオ始まるんだからさ」

　夕也は焦じれたようすで、扉をドンドンとたたく。陣は夕也の机の上に、目を向けた。教科書が並ぶブックスタンドの横に、ＣＤラジカセが置かれている。

「聞いてるのか、陣っ？　開けろったら開けろよ！」

　夕也が扉をたたく音がうるさくて、周りの部屋からわらわらと寮生たちが出てきた。

「宇う多た田だ。何さわいでんだよ？」

「陣に閉めだされたんだ」

「おい、新あら木き！　さっきから何してんだよっ？」

　廊下がざわざわしている。シエラは両手の指をわちゃわちゃ動かし、右往左往する。

「ど、どうしよう！　衆人環視の中で、こんな……！」

「どっちにしても、片づいてないから寮を追いだされるのは確実だな。もういいや……」

　陣はやる気をなくして、その場に座りこむ。シエラは必死の形ぎよう相そうで、その胸ぐらをつかみあげて顔を近づける。シエラが近寄るたびに、石せつ鹸けんのいい香りがした。

「あなたはもう良くても、わたしはそういうわけにはいかないの！　ほらっ、早く何か仕事を言いつけてよ！　ご主人様でしょっ！」

「どうせ、また嫌って言うだろ」

「だから、わたしが嫌って言わない仕事を考えなさいよ！」

「それが召使いの態度かよ！」

「陣、入れてもらうからな！」

　夕也が体当たりをしたのか、扉がドーンと鳴った。

「よし、手伝うぜ！」

「せーのーせ！」

　寮生たちがそう言って、いっしょに扉にぶつかった。古い木造の寮全体がきしみ、窓ガラスがビリビリと鳴る。シエラはビクッとして、泣きそうな顔になった。

「も……もうだめだわ。もうだめだわ」

　さっきまでの居い丈たけ高だかな威勢はどこへやら、シエラは絶望してへなへなと座りこんだ。プライドの高い彼女にとって、今まで屈辱にさらされた経験など一度も無いのだろう。怯おびえて小鳥のように震えている彼女を見て、陣じんはちょっと可哀かわい想そうになった。

「……しかたねーな。大丈夫、何か考えるから」

「ほんとに？」

　陣を見あげたシエラの目が、涙でうるんでいる。すがるような目だ。プレッシャーが、陣の胸に重くのしかかった。適当なことを言ってしまって後悔したが、シエラは期待して両手を胸の前で組み、祈るように陣を見つめている。裏切るわけにはいかない。

　扉に体当たりが繰りかえされ、ドーンドーンと重い音が鳴るたび、焦る心を必死に落ちつかせながら、陣は考えぬく。ふと、頭のすみっこのほうで何かがピカッと光った。「ラジオ始まるんだからさ」と言った、夕ゆう也やのことばが頭の中で何度もフラッシュバックする。

「そうだ！　何も、おまえに難しいことを頼まなくてもいいんだよな」

　陣は、夕也の机の上のＣＤラジカセを指さした。

「座ざ堂どう。そのラジカセ、つけてくれ」

「ラジカセ？」

　シエラは困って手を口に当て、頼りなさそうにきょろきょろする。

「ラジカセって何？」

「そこからかよ！」

　陣は額を押さえ、ズルズルッと床に崩れていく。

「その、机の上の機械だ！　青いスイッチを押すんだ！」

「青いスイッチ？　こ、これかしら」

「ランプの魔神なら、そこは『お任せください、ご主人様』だぞ、シエラ！」

　シエラの父が、後ろからシエラに言った。陣は慌あわてて、彼の口を後ろからふさぐ。

「今でも迷ってるのに、これ以上ややこしいこと言うな！」

「えっと……青いご主人様を……」

「ほら、さっそく混じってるし」

　陣はシエラの父を羽は交がい絞じめにして、彼女に言った。

「青いスイッチ！　本体の一番右のほうだ！」

「あっ、こ、これ？」

　シエラは、細い指でポチッとスイッチを入れる。ラジカセの電源を示す赤いＬＥＤライトが光り、ＤＪの声が勢いよく飛びだしてきた。

『ヘイ、メ～ン！　チェキラ！　Ｙｏ、リスナーのみんな、元気かＹｏ！　今日も九時まで、チェキラ～ウト！』

「あっ、鳴ったわ！」

　シエラは思わず手をたたく。陣じんも、ホッと胸をなでおろした。そのとき、シエラの父がシエラに安あん堵どのいとまも与えず、陣の前に押しやった。

「今だ、シエラ！　ぐずぐずしない！　ご主人様の心から満足感が薄れる前に、満足ゲージをはかるのだ！」

「あっ、そ、そうね。ちょっと、早くわたしの頭をなでなさい！」

　シエラは一転して強気になり、陣につめよった。いきなり強要されて、陣はとまどう。

「だから、そいつは少々、人に物を頼む態度じゃないんじゃありませんか？」

「いいから早く！　彼らが部屋に入ってきてしまうじゃないの！」

　シエラは傲ごう慢まんではあったが、やっぱりかなり焦っているし不安そうだ。陣は仕方なく、シエラの頭に手をのばし、さっき「庶民の汚い手」と嫌がられたのでなるべくさわらないようにしながら、シエラの頭をゆるゆるとなでた。シエラの父がどなる。

「少年、そこで『ちちんぷいぷい♪』だ！」

「わ、わかってるって！　ちちんぷいぷい！」

　ヤケクソになって、陣は大声で呪じゆ文もんをとなえる。すると、シエラのヘッドドレスと頭のてっぺんが、ぼやぁんと光った。シエラは目をぱちくりして、ヘッドドレスをさわる。

「……ちょっと。これだけ？」

「レベルアップに必要な満足ゲージの、十パーセント未満といったところだな」

　ふう、とシエラの父はため息をつく。シエラは怒って、陣の胸ぐらをつかんでどなった。

「ちょっと！　何なのよ、これはっ！　もうちょっと感謝しなさいよっ！」

「ラジカセのスイッチを入れたぐらいで激しく感謝できるやつがいたら、爪つめのアカを煎じて飲んでみたいもんだ」

「ただスイッチを入れたんじゃないわよ！　このわたしが入れてあげたのよっ、あなたみたいな庶民に、このわたしがよっ！」

「あーもー、うるせえ！　帰れ！」

「うるさいのはそっちよ、庶民のくせに生意気！　いいわよ、帰るわよ！　こんなクモくさいところに長居したくないものね！」

　シエラが叫さけんだ瞬間、ランプがピカッと光った。シエラの姿が煙に包まれて、スイッとランプの中に吸いこまれた。光っているランプの周りに、まるで幻げん日じつのような、ぼんやりと明るくかがやく虹にじの輪ができている。シエラの父は喜んで、その輪の中に飛びこんだ。

「やった、これで帰れるぞ！　少年、今度はもっとシエラに感謝するのだぞ！」

「絶対無理に百万ペソ賭けてもいいな」

　消えていくシエラの父に、陣はつぶやいた。

「入れろったら、陣！　もうラジオ始まっちゃってるだろ！」

　夕ゆう也やが扉の外で、声をはりあげた。寮生たちは、扉がなかなか開かないのでだんだんムキになってきているのか、力任せに扉を押すので、バリケードにしている段ボール箱が今にも崩れ落ちそうだ。

　間もなく突破されてしまうだろう、そうなったら……シエラは何とか間にあったが、掃除は間にあわなかった。夕也が寮長に言いつけるまでもなく、バリケードを崩そうとしている寮生たちに部屋の中を見られてしまったら、きっと誰だれかの口からもれてしまうだろう。どっちにしても、もうこの寮にいられなくなってしまうことは確かだ。

「さて……明日から、どこで寝りゃいいのかな」

　あきらめて座りこみ、すねたように手近にあった本を放ほうりなげた。と、その本が虹にじの輪の中に入って、スイッと消える。陣じんはハッと大きく、目を見開いた。「シエラがランプを通じて行き来するとき、つながった空間がしばらくのあいだ、取りのこされるのだ」……と言った、シエラの父のことばがよみがえる。

「そうだ！」

　陣は跳ねかえるように立ちあがると、段ボール箱を持ちあげて虹の輪の中に放りこんだ。段ボール箱は、きれいにスイッと消えてしまう。

「よし、これで出ていかずにすむぜ！」

　そうとわかれば元気百倍、陣は驚くほどの馬力を出して、そのあたりの本や段ボール箱を次々に虹の輪の中に放りこんだ。今までわずらわされていた大量の荷物がスイスイと消えていくのが小気味よく、陣は勢いづいて一気に片づけてしまう。

　廊下から、寮生たちの声が聞こえてきた。かなり熱くなっているようすだ。

「今度は全員で一気に体当たりするからな！」

「おう！　いち、にーの、さん！」

　寮生たちが、思いっきり体当たりしてきた。だが、もう彼らをはばむバリケードは無い。

「ぎゃあああ！」

　パカーンと扉があっけなく開き、十人ほどの寮生たちがドサドサッと将しよう棋ぎ倒だおしになった。ピカピカにきれいになった部屋の中で、陣はしれっとした顔をしている。

「だから言っただろ。もうほとんど終わりだって」

「あいたたた、骨が折れたかも」

　一番下になっていた夕也は、弱々しくうめきながら顔を上げる。

「……わ。ほんとにきれいに片づいてる」

　糸のように細い目が、心もち見開かれた。

『Ｙｏ、メ～ン！　次のリクウェ～ストはＹｏ、ラジオネーム会あい津づ若わか松まつのお花はなちゃんからだＹｏ！　チェキラ！』

　ガランとした部屋の中で、ラジオだけがにぎやかに鳴っていた。



    

  
    
      




二章　ソロモンの秘宝





　翌朝、寮の部屋で陣じんは、さわやかな気持ちで制服に着替えていた。

　ガラーンとした部屋の中を見まわすたびに、うれしくなる。何せ、入寮してからこのかた、大量の荷物に辟へき易えきしていたのが、一気に解決してしまったのだ。

「うーん。すがすがしい天気だな」

　窓の外を見て、ぐーんとのびをする。今朝の朝食も、とりわけおいしかったような気がする。朝っぱらからヘッドフォンで音楽を聴いている夕ゆう也やも、機嫌がいい。

「よく、あんな短時間で片づいたな。きのうはごめん、つい頭に血がのぼっちゃってさ」

　夕也は、シャカシャカと音がもれているヘッドフォンを首にかけながら、陣に言った。

「人間誰だれでも失敗はある。気にするな」

「っていうか、なにスゲー上の立場から言ってくれてんですか？」

　シエラにはさんざん振り回されて迷惑した陣だが、あの大量の荷物が無くなったのはシエラのおかげである。ランプの魔神というのも、役に立つもんだな……と、思った。

（きのう、もうちょっと感謝してやればよかったな。もう呼びだすこともないだろうが）

　ランプは、箱に入れて机の引き出しの奥深くに封印した。これでもう安全だ。まちがってランプをこすり、シエラを呼びだしてしまうこともない。全すべて解決である。

　登校時間になったので、二人は部屋を出た。と、汗っぽさとカビっぽさの混じった、男子寮独特のすえた臭においの中に、異質な香りがただよった。夕也は、くんくんと鼻を動かす。

「この匂におい……どっかで嗅かいだような」

「お香じゃねーかな」

　陣も鼻をくんくんさせながら、答えた。夕也は納得できずに、首を横に振る。

「線香は、こんな匂いじゃないよ」

「じゃなくて、ほら。ばあちゃんの扇子とかの、あの匂いだよ」

「あそっか。ばあちゃんの匂いかぁ」

　あはは、と笑った夕也の背後に、長身の夕也よりさらに背の高い人影が立った。

「この香りは橘きつ香こうだ。上級生をばあちゃん呼ばわりとは、今年の一年はいい度胸だな」

　ギクッとして、二人は振りかえる。

　細身の長身に剣けん道どう衣ぎと剣けん道どう袴ばかまをまとい、右手に竹刀しないを持った、長い垂らし髪の男子生徒が、涼しく厳しい目で見下ろしている。彼の後ろには、学生服をきっちりと着たスキンヘッド集団が四人。寮長の近衛このえ右う京きようと、彼の直属の部下である幹部寮生たち、全員三年生だ。

　香りは、右う京きようの剣けん道どう衣ぎから発せられていた。平安時代など、着物に良い香りをつけるために香を焚たきこんでいたが、どうやら右京にも古風な趣味があるらしい。

「いやあの寮長、その……いえ」

　夕ゆう也やは顔を青くし、しどろもどろになる。右京は、夕也が首にかけてシャカシャカ音がもれていたヘッドフォンをむしり取り、壁に叩たたきつけた。

「日本男子たるもの、西洋かぶれの歌舞音曲に耽たん溺できするとは、軟弱にもほどがある！」

　右京は、剣道部主将でもある。ふだん室内での練習になるので色が白く、その白さが冷ややかな容よう貌ぼうをますます際立てていて、夕也は怖くてたまらない。ぶるぶる震えている。

「す、すみません、許してください」

「きさま、たしか軽音楽部だったな。女子の気を引くためにチャラチャラと軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな雑音をタレ流す、くだらん虫ケラめ！　その軟派な性根、叩きなおしてやろうか！」

　右京は、夕也の肩を竹刀しないで突いた。夕也は恐怖と緊張でアワアワしてしまって、足がもつれ、よろよろと尻しりもちをつく。見かねて、陣じんが立ちはだかった。

「待てよ！　最初にばあちゃんの匂においって言ったのは、俺おれだぜ」

　右京は、細い眉まゆをピクリと吊つりあげる。右京の周りの幹部寮生たちが、陣の前に出た。

「一年坊主！　寮長どのに、何という口のききかただ！」

「まだ、この橘たちばな寮の厳しさがわかっておらぬようだな！　懲罰房を味わってみるか！」

「じ、陣。謝れ、早く！」

　夕也は幹部寮生たちに囲まれ、完全に尻尾しつぽを巻いてしまっている。だが陣は押さえつけられるほど強く跳ねかえるバネのように、なおさら反発してにらみかえした。

「謝る必要なんかないと思うが。思ったことを言っただけだからな」

「何だと、この一年坊主！」

「まあ待て」

　と、右京がスッと手を横に上げて、幹部寮生たちを制止した。幹部寮生たちに比べると、氷のように冷静だ。恐ろしいほどである。

「きさまはたしか、新あら木き陣といったな。わたしの幹部たちにすごまれて怯おびえもしないとは、なかなか肝のすわったやつだ。だが、威勢がいいだけでは、この寮ではやっていけぬぞ」

　右京は、ぐいっと陣の胸ぐらをつかみあげる。またあの、橘きつ香こうの香りがふわっとした。

「寮の秩序と規律を守るため、上級生には敬意をもって接するのだ。ここでは上級生の命令が法律だ、反抗的な口をきくことは決して許されぬ。新木陣、本来なら懲罰房行きのところだが……新入りということで、今回だけは大目に見て、食事抜きだけで許してやる」

「しょ、食事抜き？」

　陣はすっとんきょうな声を上げた。

「そうだ。今日の昼食と夕食抜きだ」

　右う京きようの冷たいことばに、陣じんは愕がく然ぜんとする。幹部寮生が、右京に声をかけた。

「寮長、そろそろ登校のお時間です。朝の巡回は、このあたりに……」

「よし。着替えるか」

　右京は幹部寮生たちを引きつれ、肩で風を切って立ち去る。夕ゆう也やはホッとして、陣にすがりついた。

「口ごたえなんかするから、ヒヤヒヤしたよ！　おとがめ無しで良かったなぁ」

「どこがおとがめ無しだ、メシ抜きなんだぞ？」

　寮の夕食は六時で、全員が食堂に集まらなければ食べ始められない。なので、その時間が寮の門限ということになり、それ以降の外出は許されていない。規律正しい食生活を守らせるため、食料の持ちこみも認められていない。食事抜きということは、事実上、明日の朝まで何も食べられないのだ。夕也は、呆あきれて額を押さえる。

「この状況で食の心配かよ！　なんであの寮長相手にタメ張れるくせに、メシ抜きぐらいで心が折れちゃうわけ？」

「食は人生の基本だろう」

「今は人生を語ってる時じゃないんですけどっ!?　……ったく、おまえは高等部からだから、まだまだ寮長の怖さをわかってないんだなあ。寮長の機嫌が悪いときに、メシ抜きで済んでるなら、むしろラッキーなんだよ？」

「きのうそう言ってたけど、まだ機嫌悪いのかよ。男のくせにしつこいやつだぜ」

「シーッ！　そういうことを平気で言うから、メシ抜きにされるんだ！　俺おれが中等部のころ、寮長の影を踏んだだけで懲罰房行きをくらったんだよ？」

「時代錯誤だな」

「実家がすごい旧家らしいよ、もと華族だとか。でなくても、中等部生は立場弱いしね」

　寮の玄関の手前に台が出してあって、おにぎりの包みが積みあげられている。寮生たちの弁当だ。中等部の寮生が五人、頭を下げながら包みを配っている。

　下級生ほど立場の弱い橘たちばな寮では、寮生の食事の準備は中等部の寮生の役目だ。買い物のほか、朝食、昼食または弁当、夕食の三食を当番制で作る。皿洗いも当番制だ。寮生は一学年あたり十人前後なので、中等部の三十人は常に何かの当番をしていることになる。

　夕也は包みを受け取ったが、陣が手を出すと、当番の少年が首を横に振った。小柄な一年生で、しっかりした、賢そうな顔つきである。

「すみません。新あら木き先輩には渡さないよう、寮長に言われてるんです」

「そんな堅いこと言うなよ。どうせ余るんだろ？」

「大丈夫です。おかわりが欲しい人は、いくらでもいますから」

「ここでは、上級生の命令は絶対だと聞いたが」

「寮長の命令は天命です」

　少年は、凛りんとして言い切る。子供っぽい見かけのわりに気丈で、ついこの間まで小学生だったとは思えない。これは、取りつく島もなさそうだ……と、陣じんは肩を落とす。

「行こう、陣。寮長に見つかって懲罰房に放ほうりこまれたら、明日の朝メシも無しだよ」

　と、夕ゆう也やが陣の襟えり首くびをつかんで引っぱった。陣は玄関を出てもなお、未練たらしく何度もおにぎりを振りかえっていた。



　学校に向かう長い土手道を歩きながら、陣は夕也に頼みこむ。

「なあ夕也。昼飯、分けてくれねーか？」

「ご冗談でしょ。俺おれ、腹減ると、低血糖起こして動けなくなるんだよ」

「あっ。図書館で借りた本、忘れてきた」

「だからっ、たまには人の話を聞けよっ！　飯、コンビニで買って行けば？」

「もう月末で、金が無いんだ。貸してくれ」

「当然のように言うなよ。俺も金欠。三十八円でいいなら貸すけど」

「二人合わせても六十五円か……パンも買えないな」

「『アルフライラ』なら、ツケがきくじゃん」

「『アルフライラ』？」

　千の夜……という意味の、アラビア語だ。アラビアン・ナイトのことを、アラビア語で「千夜一夜アルフライラ・ワライラ」という。

「学校の裏の食堂だよ。安いしうまいしたらふく食えるし。行ったことないの？」

「いや。そんなのがあったことも……」

　陣は首を横に振る。夕也は笑った。

「じゃ、連れてってやるよ。一いち見げんさんじゃツケもきかないもんね。看板娘が、めっぽう可愛かわいいんだよ。ま、座ざ堂どうほどじゃないけど。座堂は一ランク上っていうか、次元がちがってるからなぁ」

　夢見るように話す夕也のことばを聞きながら、陣はきのうのシエラを思いだし、あんなワガママ女の、どこがいいんだろう……と、怪け訝げんに思った。もちろん、シエラのことを、好きというよりむしろ崇拝している域に入っているらしい夕也にそんなことを言って、わざわざケンカを売る気もなかったので、あくまで心の中でつぶやいただけだったが。



　土手道を歩いていると、後ろからパタパタパタッと、小こ鹿じかのように軽い足音が近づいてきた。

「お兄ちゃーん！」

　はっ、と陣は振りかえる。ショートボブヘアのちびっこい女の子が、頬ほおを真っ赤にして走ってくる。動作は何だか小ネズミみたいにちょこまかしていて、大きな目が今にもこぼれそうだ。夕ゆう也やが、首をかしげた。

「陣じん、知り合いか？　どこの幼稚園生？」

「……あ、愛あい花かっ？」

　陣が目を見張った瞬間、少女……香か住すみ愛花は、ずでっと顔からすっ転んだ。両手を前に出してヘッドスライディング状態の、思いっきりの良い、すっ転びっぷりだ。陣は焦って、愛花に駆け寄る。

「愛花っ！　だ、大丈夫か！」

「今……何も無いところで転んだよな」

　夕也は硬い目をして、つぶやく。愛花は身を起こして、陣を見あげた。

「お兄ちゃん、やっと会えた！」

　陣の体に、ぎゅっとしがみついてくる。きゃしゃな体は、折れそうに細い。そのマッチ棒のような体が着ているのは、春はる紗しや学園中等部の制服だ。陣は驚いて、愛花に尋ねた。

「おまえ、何でその制服着てるんだ？」

「あれっ。その娘こ、きのうの……」

　夕也は愛花を指さす。きのう、土手でシエラの車を見かけたとき、隣に乗っていたのが彼女だった。陣は有也に怪け訝げんそうな目を向ける。

「どうして、おまえが愛花を知ってるんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「きのう座ざ堂どうシエラの車に乗ってたろ？　幼稚園にしか見えないけど、まさか中学生？」

　夕ゆう也やに聞かれて、愛あい花かは恥ずかしそうに陣じんの肩をつかみ、彼の背中にちょこんと隠れる。

「ちょ、ちょっと。なんで隠れるわけ？」

「あんまり近づくなよ。男に免疫ないんだから」

「免疫って、俺おれはバイキンあつかいか？」

　陣は怒る夕也を無視して、というか聞いてなくて、愛花に尋ねた。

「あいつの車に乗ってたって？」

「うん。帰り道で足をケガしたところを助けてもらって、寮まで送ってもらったの」

「……多分、今みたいに、平地ですっ転んだんだな」

「憧あこがれのシエラ様の車に乗せてもらえたなんて、夢みたい。愛花が緊張してたから、気をつかっていろいろ話してくれたの」

「ふーん……。ワガママ女だと思ってたけど、けっこういいとこあるんだな」

　おや、と陣は眉まゆをひそめて、人差し指を額に当てる。

「寮？」

「うん。桜さくら寮」

「ちょっと待てよ。なんで、小学校が女子校だったおまえが共学のウチにいるんだ？　で、なんで何も無いところですっ転べるおまえが、寮に入るの親にＯＫしてもらえたんだ？」

「だって、お兄ちゃんが急に引っこしちゃうんだもん」

　愛花はぷうっと頬ほおをふくらませる。

「おばさまに聞いたら、この学校に転校したって言うから、補欠入学の試験を受けたの」

「そうだ……おまえ、ドンくさいのに成績はいいんだよな」

「もうっ、お兄ちゃんったら！　愛花、ドンくさくなんかないもん！」

　愛花は両手をこぶしに握り、じだんだふんで怒る。陣のわき腹を、夕也がひじでつついた。

「ちょっと可愛かわいいじゃん。おまえの妹とは思えない」

「ほんとの妹じゃねーよ。近所の子」

「あの、お兄ちゃん。愛花、お兄ちゃんと学校行きたい」

　愛花は夕也を警戒し、夕也が近づくぶん離れて、陣のまわりをクルクル回る。

「悪い、夕也。教室で会おうぜ」

「あっさり薄情に人払いですか？　これはこれは気づきませんで」

　夕也は嫌味ったらしくそう言って少し早足になったが、一度足を止めて、陣を振りかえる。

「そうだ。今、座堂のこと、ワガママ女とか言ってたよね」

「もっと相応ふさわしい形容詞があるといいんだけどな。邪悪とか凶悪とか」

「知りもしないくせに、そういうこと言うなよ。俺おれだからいいけど、あいつのこといいなと思ってる男子は山ほどいるんだからね。後頭部にケリかまされるよ」

　そう釘くぎをさして、夕ゆう也やは先に歩いていく。愛あい花かは、陣じんの肩をつんつんとつついた。

「あの人の言うとおりだと思うよ、お兄ちゃん。シエラ様、美人だし優しいし、中等部でも、女子でもみんな憧あこがれてるんだから」

「……同一人物のこととは思えないけどな」

　きのう、ランプから現れたシエラのことを考えて、陣は腕組みをする。

（あれは、同姓同名の別人ってわけじゃないよなぁ……？）

「きのう送ってもらったでしょ。シエラ様ってほんと、美人でお金持ちなのに、全然お高くとまってなくて親切で、ますますファンになっちゃった」

「まあ……夕也によれば、座ざ堂どうに憧れてない男子なんていないらしいからな」

　陣には、よくわからないが。すると愛花は、口を押さえてぷぷっと笑った。

「そうなの。みんなそう思ってるのよね、みんながシエラ様のこと大好きだって。でもシエラ様、あたしだけに打ち明けてくれたんだもん」

「何のことだ？」

「シエラ様、誰だれかに嫌われてるみたいなんだって。このあいだ、靴箱に芋いも虫むしがついた木の枝が放ほうりこまれてたんだって」

「そうなのか？」

　シエラのことはたしかにワガママだと思うのだが……そういう話を聞くと、ひどいことをするやつがいるな、と少し腹が立つような気もした。

「どこのバカだ、そんなことするやつは」

「わかんないけど……そばにいた男子に頼んで、捨ててもらったけど、すごく落ちこんだって言ってらっしゃったの。だからあたし、シエラ様のこと励ましたら、すごく感謝されちゃって、いろんなこと相談していただいたの。こんなことクラスのみんなには内緒にしないと、焼きもち焼かれちゃうかもね。えへへ」。

「あいつも、目立つだけあって、けっこう苦労もしてるんだな」

「あっ、そうだ。お兄ちゃん、今日の昼休み、ひま？」

　愛花が首をかしげて聞いてきた。ちょっと動くたびに、細くてサラサラした髪が揺れる。陣は、そう聞かれた瞬間、弁当が無いことを思いだして腹がグーッと鳴る。

「あ、ああ。何の予定も無い……弁当食う予定も……」

　すると愛花は、嬉うれしそうにポンと両手を叩たたいて、陣の腕をつかんできた。

「良かった！　今日、三、四時間目家庭科なの。カップケーキを作るんだけど、よぶんに作って職員室とかに持っていくの。お兄ちゃん、食べてくれる？」

　愛花は、紅潮した顔で陣を見あげた。地獄に仏とはこのことだ……が、腕をつかむ愛花の指がばんそうこうだらけなのを見て、陣じんは不安になり、眉まゆをひそめた。

「あ、いや……おまえ、料理とかしないほうがいいって。小学生のときも、自分の指とか切って、生傷だらけだったじゃねーか。今も何か、あちこちすごいケガしてるし」

「もう大丈夫。入学してから今までお兄ちゃんを探しに行けなかったのは、ずっと寮で料理当番だったからだけど……それでケガもしたけど、おかげでけっこう上じよう手ずになったよ」

「へえ。おまえに寮生活なんてぜったい無理だと思ってたけど、なかなかやるんだな」

「愛あい花かだって、もう中学生だよ。いつまでも、子供じゃないもん」

　愛花は腰にこぶしを当て、べーっと舌を出して小憎らしい顔をする。

「うん、よその子が育つのは早いってほんとだな。ついこの間まで、おむつしてたのに」

「お、おむつなんかしてないよ！」

「パンパースはいてたじゃないか」

「もう！　お兄ちゃん、嫌い！　ケーキあげないもん！」

　愛花はぷいっと顔をそむける。このままでは、せっかくの食料にありつけない。

「悪かった。謝るから、ケーキくれ」

「ケーキ目当て？」

「そうだ。ケーキ目当て」

「……もう！」

　愛花は呆あきれたように、笑いだした。明るく、コロコロ笑う。近所に住んでいたから、それこそおむつをはいていたころから、陣は彼女のことを知っている。温かい家族につつまれ、愛されてすくすくと素直に育ってきた愛花。その名のとおり、愛にはぐくまれた彼女自身が、今、愛という花を無数にほころばせている。その笑顔は、底抜けに明るい。

「許してほしかったら、ちちんぷいぷいしてくれる？」

「ちちんぷいぷい？」

　嫌な記憶を思いだし、陣は顔をしかめた。愛花は、ひざこぞうのばんそうこうを指さす。

「これが、きのうのケガ。お兄ちゃん、いつも愛花がケガしたとき、ちちんぷいぷいしてくれたでしょ？」

　愛花は、小こ鹿じかのようなまつげの長い目で陣を見あげる。ああ、と言って陣は中腰になり、愛花のひざに向かって、トンボをつかまえるときのように人差し指をくるくるする。

「ちちんぷいぷい、痛いの痛いの、遠くのお山に飛んでいけー」

　愛花には小さいころからいつもやっていたので、同じ呪じゆ文もんでも、そんなにこっ恥ずかしくは感じない。陣は淡々と、呪文を唱え終える。

「えへ。お兄ちゃんのこれ、効くんだよね」

「そんな気がするだけだろ。迷信だ」

「ね。まだ、ナントカの秘宝っていうやつ、探してるの？」

「ん……まあな」

　陣じんは頭をかく。愛あい花かは、ニコッと笑った。

「愛花は難しいこと、よくわからないけど……お兄ちゃんなら、きっと見つけられるよ。見つけたら、愛花にも見せてね」

　そのとき、シエラのことが陣の頭をよぎった。こんな屈託のない笑顔を、彼女は浮かべていただろうか。美人で金持ちで成績優秀、ゆくゆくは魔法も使える……どんな願いもかなえられるというのに、なぜ、ときどき彼女は悲しげに見えるのだろう。

　愛花といっしょにいて楽しいはずなのに、陣は気分が重かった。それがどうしてなのか、自分でもよくわからなかった。



　愛花と別れて一年二組の教室に入ると、真っ先にシエラの姿が目に飛びこんできた。

　今まで、陣は一度も彼女の存在に気がついていなかった。いつも、考古学の本を読んだり考えこんだりしていて、クラスに誰だれがいるのか、気にしたこともなかった。

　だが、いったん知ると、彼女の姿がクラスの中でものすごく目立つことに気がついた。とにかく、いつも何人もの女子に囲まれている。明るくほほえみ、優雅に話す。まるで侍女に囲まれたお姫様のようだ。シエラは誰に対しても優しく、しとやかで、たしかに愛花や夕ゆう也やが言ったとおりの少女である。

（おかしいな……きのう俺おれが見た、あのワガママ娘は何かの間違いだったのか？）

　シエラの周りを見まわすと、男子が全員、遠くから熱い目で注目している。

　シエラは、陣が教室に入ってきたのに気づいて、視線を向けた。陣はギクッとする。きのうのように、またかみつかれるのでは……と身構えたのだが、それにはおよばず、シエラは何事も無かったかのように視線をそらして、また女子たちと話しはじめた。

（おや？）

　肩すかしをくらって、陣は目をぱちくりする。席についていた夕也が、糸のように細い目を陣に向けて笑った。

「何だかんだ言いながら、座ざ堂どうに見とれてるんじゃん」

「いや、見とれてるわけじゃないんだが」

「見とれてるね、みんなそうさ」

「そのわりに、誰も彼女に声をかけたりしてないぞ」

「そりゃ、みんな自分なんかじゃつりあわないのはわかってるんだから、近くに寄るのも恐れ多くて見てるだけさ。彼女に声をかけられるようなやつ、いないんじゃないの？」

　きのうのシエラを思いだすかぎり、そんなごたいそうなものだとは思えない。でも、今のシエラを見るとたしかに、近寄りがたいものを感じる夕也の気持ちもわかる。

（教室では、あんなやつだったのか）

　陣じんは、いろいろと複雑な思いを胸に抱いていた。シエラが無視しているので、陣は声をかけてほしくないのだと思って黙っていたが、ひとつだけ聞いておかなくてはならないことがある。シエラが部屋から去ったとき、いっしょに放ほうりこんだ段ボール箱などのことだ。

（電話番号も知らないし……呼びだす気なんかサラサラ無いしな）

　シエラも、きのうのことは秘密にしておいてほしいようだから、人前でその話はされたくないだろう。ころあいを見て話そうと思って、陣はじっとシエラのようすをうかがう。

　シエラは、たしかに陣の視線を感じていて、何度か気になるようすでチラチラと目を向けていたが、気づかないふりをして、ずっと無視しつづけていた。



　だが、昼休み……中一女子たちがカップケーキを持って一年二組に押しかけてきたとき、状況が変化した。

「お兄ちゃん、持ってきたよ！」

　愛あい花かが、紙のケーキ箱に山盛りのカップケーキを陣に渡す。すでにおなかがペコペコだった陣は、ホッとして受け取った。

「サンキュ。助かった」

　愛花の後から、ケーキ箱を持った中一女子たちが、次々に十数人入ってくる。彼女らは、シエラのもとにやってきた。シエラはほかの女子たちと机をくっつけて、手の平に乗るほど小さな弁当箱で弁当を食べているところだった。

「シエラ様、家庭科でカップケーキ作ったんです。食べてください！」

「わたしのも、もらってください！」

　中一女子はキャピキャピとハイテンションで、シエラを囲む。シエラは「ええ、ありがとう」「では、みんなでいただきましょう」などと、優しい笑顔をうかべながら愛あい想そ良よく対応しながらも、陣と愛花が気になるようで、ちらちらと視線を向けている。

　愛花が持ってきたカップケーキは、ふんわりとキツネ色に焼きあがり、甘いバニラの香りがただよっていた。さわってみると、まだホカホカと温かい。陣はちょっと感心して、カップケーキをためつすがめつする。

「これ、ほんとにおまえが作ったの？」

「へへ。すごいでしょ」

　愛花は、陣の机の横にちょこんと立ち、両手を背中で組んで、得意げに薄い胸をそらす。

「ああ、すごいじゃねーか。店で売ってるみたいだ」

「見てばっかいないで、味も誉ほめてよ」

　愛花は机の上に手をついて、いたずらっぽく笑いながら陣に顔を近づけてくる。

「おまえ、食わないのか？」

「自分たちの分は、家庭科の時間中に食べたもん。ほらほら遠慮せず食べてみて！」

　愛あい花かはわくわくして、陣じんをうながした。陣はためしにひとつ食べてみたが、ふんわりと甘く、卵と牛乳の香りが口の中にふわあっと広がって、軽い生地がほろほろと溶けていく。

「ほう。これは、けっこううまいかも」

「ほんと？　やった！」

　愛花は小さくガッツポーズをした。空腹だったこともあり、陣は二つ三つと口の中に放ほうりこんで、モゴモゴと頬ほおを動かす。

「うん……。なかなかうまい」

「見直した？」

「ああ。俺おれに泥団子を食わせようとした愛花とは思えない」

「そっ……それは幼稚園のときのことでしょー！」

　愛花は、真っ赤になって怒った。くるくると素直に表情を変化させる愛花とは、おたがいの呼吸もわかりあえていて、くったくなくしゃべれる。きのうのシエラとのストレスてんこ盛りな時間に比べて、陣はずいぶんとくつろいだ気持ちになった。

　愛花に見守られながら、ぱくぱくとカップケーキを腹におさめていく陣に、夕ゆう也やや他ほかの男子たちが声をかけてきた。

「おい。俺たちが何ももらえないのは当然として、なんでおまえだけカップケーキもらってるんだよ！」

「だから、近所の子なんだよ」

　陣はケーキをほおばりながら、そっけなく答える。高校生男子が何人もやってきたので、愛花は陣の後ろにパッと隠れてしまった。陣に対しては明るくて元気なのに、他の男子に対しては、まるで別人のように内気でおとなしい。シエラも、教室と陣の部屋では態度がまるで違うし、女の子というものはよくわからない……と、陣は複雑な気持ちになる。

「陣くん。だからって、独り占めは良くないなぁ。ぼくたち、親友じゃないかぁ」

　夕也が陣に抱きつきながら、猫なで声を出した。陣はケーキの箱を、夕也から離す。

「愛花が怖がるから、近づくなって」

「ケーキくれたら、どっか行くからさぁ」

「誰だれがやるか。今朝、おにぎりくれなかったくせに」

「そんな昔のことは忘れたよ」

「なんてうまいカップケーキだろう」

「陣くぅん、お願い。ケーキおくれよぅ」

　他の男子たちも、次々に陣に抱きついてきて、団子状態になる。陣は悲鳴を上げた。

「苦しい苦しい！　つぶれる！　ケーキより俺がつぶれる！」

　愛花は、おろおろしている。ふと、シエラが陣たちのほうにやってきた。

「ちょっと、いいかしら」

「ざ……座ざ堂どう！」

　もみくちゃになっていた男子たちは、はたと動きを止める。いつも女子に取り巻かれているシエラが、そこから離れて男子に声をかけてくるなど、今まで一度もなかったことだ。高たか嶺ねの花のシエラを、ふだん遠くから見ていた男子たちのすぐそばにいきなり本人がやってくるというのは、赤ちゃんに焼肉を食べさせるようなものだ。男子たちはどう対応すればいいのかすらわからず、混乱して、固まってしまった。

「ケーキをもらいすぎて、とてもわたしたちだけでは食べられなくて……。中等部の子たちに頼んだら、分けてもいいって言ってくれたから、良かったら食べてくれないかしら」

　シエラが浮かべる親しみやすいほほえみに、男子たちは、ほわ～としてしまう。

「い、いただきます、いただきます！」

　男子たちはパッと陣じんからはなれ、カップケーキが積みあげられたシエラの席に、ハイエナのように取りついた。彼らがいなくなり、愛あい花かはホッとして陣の背中から出てくる。

「シエラ様、きのうはありがとうございました。ペコリですぅ」

　愛花は、両手を太ももの前でそろえて、深くおじぎした。シエラはほほえんだが、陣はその笑顔に違和感をおぼえた。他ほかの誰だれも気づいていないようだが、何やら裏でたくらんでいそうな笑顔だ。

「もうケガは大丈夫？」

「はい！　あっ、すみません。シエラ様の分のカップケーキも、作れば良かった」

「ううん。お友達にいっぱいもらったから、いいのよ」

「でも、お兄ちゃんと同じクラスだって、きのう聞いてたのに……」

　申し訳なさそうに、愛花は肩を落とす。陣は、おやっと思った。

（きのう、愛花に俺おれの話をしたってことか？　帰り道で送ってもらったんだから、俺の部屋に来る前のことだよな？）

　シエラはポーカーフェイスの笑顔を浮かべたまま、陣に声をかける。

「知らなかったわ。二人が知り合いだったなんて」

「近所だったんです。とっても優しいお兄ちゃんで、いつもお勉強教えてもらってて！」

　愛花は目をキラキラさせながら、自慢する。シエラは陣に視線を向ける。彼女の仮面のようにはりついたほほえみの裏に、トゲのような殺気を陣は感じた。

「まあ。新あら木きくんって、優秀なのね」

「お兄ちゃん、歴史のことなら何でも知ってるんですよ。おじさんとおばさんが、有名な考古学者なんです」

「そうなの。うちの家にも、えたいの知れない石版や土器のかけらが山盛りあるんだけど、あれが何なのか、ちょっとそこまで来て、説明してみてほしいわ」

　シエラは廊下を指さす。陣はギクッとした。きのう、ゲートに放ほうりこんだ段ボール箱の中身のことを言っているのは明らかだ。完かん璧ぺきに、シエラの目が怒っている。

「お兄ちゃん、すごい！　シエラ様に頼みごとされるなんて！」

　愛あい花かは両手を胸の前に組んで、誇ほこらしげに陣じんを見あげる。シエラは、トゲをかくしながらニコニコニコニコと、顔の筋肉の力だけで笑っている。

「あの、愛花もいっしょに聞いていいですか？」

「いえ。話が難しそうだから、集中して一人で話を聞きたいの。ごめんね」

　愛花の頼みを、シエラはやんわりと断る。陣は、ズーンと胃が重くなった。二人っきりということは、きのうと同じ状況が繰りかえされる……ということだ。

「あっいえ、愛花平気です！　みんなとここで待ってます！」

　愛花は素直に引きさがった。陣は、二人きりにされたくなくて、愛花に目を向ける。だが、「助けてくれ」とことばに出すわけにはいかない……シエラは、あくまでも公には、優しくおだやかなお嬢様なのだ。

「じゃ、ちょっとそこまで……」

　笑顔の裏に「嫌と言ったら食い殺す」と言わんばかりの迫力をひそめて、彼女は陣を廊下へいざなった。カップケーキにむらがっていた男子たちが気づいて、不満の声をあげる。

「あっ、座ざ堂どうが新あら木きなんかに声をかけた！」

「生意気だぞ、新木のくせに！」

　やいやいわめく彼らに、愛花はムッとして、

「お兄ちゃんの悪口言わないでよっ！」

　と、思わず大声でどなった。さっきまで内気でおとなしかった愛花がいきなりキレたので、男子たちはびっくりして、固まってしまう。愛花もハッと我にかえって、ばつが悪そうに真っ赤になり、あわてて口を押さえた。



　ちょっとそこまで……と、シエラが陣を連れてきたのは、体育館の裏だった。窓は無く、塀に囲まれ、運動場からも死角になっていて、まったく人の目が無い。

「さて、ここまで来れば大丈夫」

　先にたって歩いていたシエラが、くるりと振りかえる。その顔は、さっきまでの笑顔の仮面を脱ぎすてて、ストレートな怒りをあらわしている。予想通りだ……と、陣は思わず、ガックリと肩を落とした。

「よくもわたしの部屋をゴミ屋敷にしたわね、庶民！」

　シエラは、陣の胸に人差し指をつきつけた。ぷんぷん怒っているシエラの変へん貌ぼうぶりに、陣は両手のひらを彼女に向けて押しとどめる。

「おまえ、さっきと全然態度違うじゃねーか！」

「あなたの前で猫をかぶってもしかたがないでしょっ？　わたしの屈辱的な秘密を知ってるんだもの、今さらだわ」

「猫をかぶっても、猫の爪つめで攻撃力がアップしそうでもあるが」

「人の家をゴミ屋敷にするようなやつ相手にかぶる猫なんか無いわよ！」

「仕方なかったんだ。でも、おかげで寮を出て行かずにすんで、感謝してるんだぜ」

「わたしが帰ってから感謝したって、満足ゲージは上がらないわよ！　役立たず」

「だから、俺おれにももうちょっと猫をかぶれよな」

　陣じんはため息をついて、ふと、荷物が心配になった。シエラがこれだけ怒っているということは、荷物をおとなしくそのままにしておいてくれたとは思えない。

「で……あの荷物、どうなったんだ？」

　尋ねた陣に、シエラは、つんとそっぽを向く。

「さあね」

「まさか捨ててないだろうな？」

「捨ててたら、どうするっていうの？」

「捨てたのかっ？」

　陣は頭をかかえる。シエラは、不機嫌そうに腕組みをする。

「あんなクモが走ったような薄汚いゴミ、わたしの美しい部屋に一秒でも置いておけるわけないでしょ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「おいおいおい……何してくれてるんだよ」

「あんなゴミ、要いらないでしょ」

「あれは、父さんたちの本なんだぜ！」

　陣じんはどなった。シエラは、ちらりと流し目をくれる。

「きのう、発掘品とか言ってたわよね。あなたの両親って、何してるの？」

「なんでそんなこと、おまえに言わなきゃいけないんだよ」

「あなたはわたしがランプの魔神だっていう恥ずかしい秘密を知ってるわけでしょ？　わたしのパパとママのことも知ってる。なのに、わたしがあなたのことを何も知らないなんて、平等じゃないもの」

「平等とか、そういう問題かよ！　どこに捨てたんだ？」

「言わなきゃ教えない」

「全然面おも白しろい話じゃねえって」

「なんで隠すのよ」

「隠してなんか……っ！」

　陣はカッとして声を荒らげる。思わず感情をむき出しにしてしまって、ハッと口を押さえた。シエラは、ニヤッと笑う。

「よっぽど触れられたくなさそうね。ますます聞きたいわ」

「べ、別に親の話なんてウザいだけだろ。ただの大学教授さ。二人とも、考古学の……」

「あら。庶民のぶんざいで生意気に、エリート一家じゃない」

「エリートかも知れねえけど、子供の俺おれは悲ひ惨さんな人生さ。国からの研究補助金だけじゃ金が足りないから、自腹で研究してる。ソロモンの秘宝を探してるんだ」

「ソロモンの秘宝？」

　きらっ、とシエラの目が光る。

「去年、手がかりを見つけたとか言って、その発掘資金にあてるために、今まで住んでた家を売り払っちまったんだ。自分達たちはそのまま発掘に向かって、住むところを失なくした俺は、寮のあるこの学校を受験したんだ。そしたらあいつら、出発のとき家の中のゴミをまとめて寮に送りつけてきやがって……ったく！　トランクルーム借りる金もねえのかよ」

　陣は、吐き捨てるように言った。シエラはそんな話はまるで聞かず、目をキラキラさせながら陣にくっついてくる。

「あなたの愚ぐ痴ちなんてどうでもいいわ。で、そのソロモンの秘宝の話なんだけど」

「自分が無理矢理聞いといて、どうでもいいわでサラッと流すか」

「それ、ひょっとしてすごいお宝なの？　時価総額に換算して、何兆円ぐらい？」

「なんで目の中に星が飛んでんだよ」

「のんびりランプの魔神レベルを上げるより、手っ取り早くお金がほしいのよ」

「金ってのは、額に汗して手に入れるから価値があるんじゃ？」

「庶民の論理ね」

「カネカネカネじゃ心が貧しいと思うがどうか」

「ちょっといいこと言ってみたりしてるけど、わたしはそういう精神論には興味ないの。で、ソロモンの秘宝ってどこにあるの？」

「それがわからないから、探してんだよ」

　陣じんは、貪どん欲よくに尋ねてくるシエラにうんざりしながら答えた。シエラは、陣の真意をさぐるように、じぃっと彼の顔を見つめる。メイド服のミニスカートもよく似合っていたが、制服の長めのスカートも、つつましやかで彼女によく似合っていることに、陣は気づいた。外見はこんなにしとやかそうなのに、中身はどうして……と、天をうらむ気持ちになる。

「ほんとに？　わたしに分け前をかすめ取られたくなくて、ごまかしたりしてない？」

「すでに、かすめ取る気なのか……」

「いつも考古学の本を読んでるってことは、あなたもそれを探してるわけでしょ？」

「どうして、俺おれが考古学の本をいつも読んでること知ってるんだよ」

　驚いて尋ねる陣に、シエラはハッと口を押さえ、赤くなって、ぷいっと横を向く。

「だ、だからその、いろんな人から噂うわさを聞くでしょ。一日中、ほとんど誰だれともしゃべらずに本ばっかり読んでる変人だって」

「変人で悪かったな」

　陣は腕組みをしてムスッとむくれ、面倒くさそうに話しはじめた。

「ソロモンは、紀元前千年ごろにいたイスラエルの三代目の王様だ。その父親が二代目の、ダビデ王」

「ダビデって、ダビデ像のダビデ？」

　シエラが、教科書などによく載っている、ミケランジェロのダビデ像のポーズをまねる。ペリシテ人との戦いにのぞむダビデの勇壮なポーズなのだが、シエラがそのポーズを取ると、なぜか可愛かわいい。可愛い、と思ってしまったのがなぜかちょっと悔しくなって、陣はわざと気にしないそぶりで、話をつづけた。

「ダビデはイスラエルを統一し、周辺諸国を征服し、エルサレムに都を定めて、イスラエル王国の栄華を築いた」

「二代目ってことは、初代は誰なの？」

「当時、イスラエル人はモーゼに率いられてエジプトから逃げ、自分たちの王様が欲しいってことになって、指導者サムエルが背が高く勇敢な若者サウルを初代の王に選んだ。ダビデはサウルの家来だったけど、敵対民族の大戦士ゴリアテを倒したことで有名になって、サウルの死後に王になった。そしてモーゼが神からさずかった『十じつ戒かい』をおさめた神殿をエルサレムに造りたいと考え、息子で三代目のソロモンに神殿造りを任せたんだ」

「よく、そんなのスラスラ出てくるわね。世界史の先生みたい」

　シエラは感心して、陣じんの話に聞きいる。ワガママなシエラが珍しくすなおな態度に出ると、妙にとまどって、陣はつい、

「変人は一日中、ほとんど誰だれともしゃべらずにそんな本ばっかり読んでるからな」

　と、わざわざ皮肉を言ってしまい、シエラににらまれた。

「何よ。このわたしが、たかが庶民を誉ほめてあげたのに」

「ソロモンは神から知恵をさずかって、さらに王国を繁栄させ、巨大な宮殿と莫ばく大だいな財産を築いた」

「このわたしの話を、何事も無かったかのようにスルーするとは、失礼千万にもほどがあるわ」

「けどその一方、神殿は小さいものだった。さらに異教徒の側室をむかえたことなども国民の反感を招いて、ソロモンの死後間もなく、イスラエルは南北に分裂してしまったんだ」

「神殿が小さいってことは、ソロモンに栄華を与えた神様への感謝が足りなかったってことね？　やっぱり感謝って必要なのよ、歴史は正直だわ。あなたももっとわたしに感謝しなさいよね、庶民」

「何でも、自分の都合のいいように持っていくなよ」

「あら。歴史を自分の都合のいいように解釈して衆しゆう愚ぐの民を扇動するのは、為い政せい者しやの常じよう套とう手段じゃない」

「当然の方法論みたいに言いますか」

「だってわたし、為政者サイドの人間だもの」

「勝ち組負け組の二極化社会ってのは、問題点が多そうだな」

　陣は疲れたため息をついてから、ふたたび説明をつづける。

「イスラエル王国の分裂後、北のイスラエル王国はアッシリアに、南のユダ王国は新バビロニアに滅ぼされ、住民はバビロニアに連行された。その後、バビロニアの虜りよ囚しゆうから戻ってエルサレム神殿を再建したけど、今度はローマ帝国に滅ぼされ、散りぢりになって、第二次世界大戦後、今のイスラエルが建国されるまで流浪しつづけた。つまり……ソロモンの秘宝とか、神殿におさめられていた十じつ戒かいとかは、アッシリアかバビロニアかローマ帝国のどれかに奪われたか、流浪のイスラエル人たちがどこかに隠したのか、そのありかがわからなくなっちまった。それで、長年十戒が探しつづけられてきたんだ」

「十戒って石版でしょ。ただの石なんかどうでもいいわよ」

「おまえに歴史のロマンを理解させようとしていた俺おれが、甘かったみたいだな」

「それよりソロモンの秘宝って、どんなもの？　金とか宝石とか？」

　シエラは目をキラキラとかがやかせ、熱心に身を乗り出してくる。

「宮殿で使われていた食器は黄金でできてたらしいから、そういうものとか……あと、ソロモンの指ゆび環わが有名だな」

「ソロモンの指環？」

「『ソロモンの鎖さ骨こつ』って呼ばれてる古文書や、アラビアン・ナイトの中にも記されてる、ソロモンの秘宝の中で最もすごいお宝だ。『権力』が秘められてるからな」

「権力って何のこと？」

「他人を押さえつけ、命令に従わせられる力って意味さ。その指環は封印の役目をするんだ。昔は封筒を閉じるとき、ロウソクをたらして、上からハンコを押しつけただろ？　ハンコを失なくさないように、昔の人はよく指環にしつらえたのさ。これが封印の指環で、ソロモン王は真しん鍮ちゆうの壷つぼとかの中に魔物を閉じこめ、壷の口を閉じて指環のハンコを押して封印し、好きなときに封印を解といて魔物を召使いにしたらしい」

「召使いってことは……わたしのご先祖様も、ソロモンがランプの中に封印したの？」

「俺おれの父さんと母さんは、中近東のどこかにソロモンの秘宝があるって考えて、探しつづけてるんだ。けど……俺が調べたところ、ソロモンの秘宝はバビロニアに持ちだされた線が強いんだ。で、バビロニアはメソポタミアに栄えた文明で今のイラク、首都はメソポタミア平原の中心にある交通の要所で商業都市バグダッド。ここに起源のある『箜く篌ご』っていう竪たて琴ごとが、正しよう倉そう院いんに残されてる」

　正倉院は、奈な良らの東とう大だい寺じ大仏殿のそばにある高床式・校あぜ倉くら造づくりの建物で、東大寺の倉庫である。大仏を建立した聖しよう武む天皇の遺物など、天平時代の美術工芸品が収められている。

「つまりバビロニアと日本も、シルクロードで結ばれてたわけだ。イラクの東の隣国イラン、古代のペルシャから伝わったガラスの器、白はく瑠る璃りの碗わんも正倉院御ぎよ物ぶつとして有名だ。ソロモンの秘宝も、そうやって日本に伝わったと思うんだけど……父さんたちは、俺の意見なんて全然聞いてくれない。子供に何がわかる、専門家の研究に口を挟むな、ってさ」

「まあ、徳とく川がわ埋蔵金なみにトンデモな匂においはするわよね」

「俺だって子供のころから父さんたちが集めた文献を読んだりして、考古学の勉強をしてたんだ。知識だけなら父さんたちにだって負けない。だから、自分で秘宝を探し当てて、父さんたちに突きつけて、認めさせてやるんだ」

　陣じんはいつしかまた、シエラに説明するというより、自分自身の思し索さくの中にはまりこんでいた。シエラは、凛りんとして知的なその横顔に、思わず目を奪われてしまった。彼の目は、どこか遠い過去を見つめている。シエラには想像もできないほど遠い過去の遠い世界が、彼にはまるで手のひらの上のことのようにあざやかに見渡せるのに違いない。

　シエラがぼんやりと自分を見ているのに気づいて、陣はハッと思索を止やめた。

「しまった、また頭の中があっちに飛んじまった」

「そうか……そんな調子じゃ、わたしの存在に気づいてなくても無理はないわよね」

　シエラはなぜか安あん堵どの表情をうかべ、胸に手を当てて、小さな声でつぶやく。よく聞こえなくて、陣じんは聞き返した。

「今、何か言ったか？」

「あっ、ううん。とりあえず、ソロモンの秘宝が日本にあるかもしれないってことね？」

　シエラはあわてて、ごまかした。

「わたしも手伝うから、探しに行きましょ！　うちに残ってるお金を全部はたいて、たくさん人を雇やとって、人海戦術で発掘すれば、すぐに見つかるはずよ。取り分はわたしが八で、あなたが二でいいわよね」

「何、勝手に取り分決めてるんだよ！」

「落し物の所有権は、半年過ぎたら拾った人のものになるでしょ？　ソロモンが取り戻しにくるわけないから、拾ったわたしのものよ」

「埋まってるものは、掘り起こしたやつじゃなく、土地の所有者のものだぜ」

「じゃ、持ち主には黙っておいて、先にその土地を買っちゃえばいいのよ。やったわ、ソロモンの秘宝さえあれば、もうメイドなんかしなくてすむわ！」

「そうしてくれると、俺おれもありがたいけど」

「何よ！　このわたしがメイドに来てあげるっていうのに、嫌なわけ？　失礼ね！」

「メイドしたいのかしたくないのか、どっちだよ！」

　陣にどなられて、かみついていたシエラは、しまった、という感じで口を押さえる。

「そ、そりゃ……したくないわよ、当然じゃない」

「けど、メイドをやめたら魔法書が真っ白のままだぜ」

「ランプの魔神の能力は子供に伝わるわけでしょ？　わたしさえ楽できれば、ランプの魔神の修行は子供に任せるってことで、後は野となれ山となれよ」

「性格だけはすでに、じゅうぶん魔神の風格だな」

「そうと決まれば、さっそくソロモンの秘宝を探しましょ！」

　シエラはうきうきとして、地に足がつかないようすだ。陣は、首を横に振る。

「そんな簡単に見つかるなら、とっくに見つけてるさ。中学生ぐらいのころから、休みを見つけてはそれらしいところを探しに行ってるけど、空振りばっかなんだ。人海戦術を使ったって、最初からハズレじゃどうしようもねえだろ」

「やっぱり庶民は頭が悪いわねえ」

「何がだよ！」

「魔法のランプも、シルクロードを渡ってきたんでしょ？　つまり、ソロモンの秘宝と同じルートだったかもしれないじゃない。魔法のランプがどこにあったかわかれば、手がかりがつかめるんじゃないの？」

「あ」

　陣は、感嘆してシエラを見つめた。

「おまえ、けっこう頭キレるんだな」

「ふふん、当然でしょ。庶民とは頭のデキが違うわよ、尊敬した？」

「ああ、けっこう」

「んー、いい響き。もっと媚こびていいわよ」

「調子に乗るな！」

　陣じんは、ポケットから携帯電話を取りだす。

「父さんに聞いてみる。日本にあったってことは、たぶん資料として骨こつ董とう屋から買ったとか、どこかの大学に借りたとかだと思うけど」

　シエラはわくわくしながら、電話をかける陣を見つめる。ふと電話の下に何か書かれているのに気づいた。「電源が切られています」と、乾いた声でアナウンスが流れてくる。陣は驚いて、携帯電話を見た。

「電源が切られてるって？」

「時差は？」

「朝七時ぐらい……もう起きて、発掘前のメシでも食ってるころだ。っていうか、発掘中は連絡も多いだろうから、電源なんか切りっこないのに、何やってんだよ？」

　母の携帯電話にかけてみるが、こちらも電源が切られている。

「……もしかしたら、発掘してるのがかなり奥地で、電波が届かないのかもな。だとしたら、発掘が終わるまで連絡はつきそうにないぜ」

「発掘って、いつ終わるの？」

「あきらめるか、見つかるまで」

「でも、ソロモンの秘宝は日本にあるんでしょ？」

「たぶん。で、二人ともぜったいあきらめないから、つまりずっと帰ってこない」

「じゃあ、永遠に連絡つかないんじゃない！」

「だから、自分で探してんだよ。ったく、親のくせにフラフラしやがって！」

　陣は体育館の壁に八つ当たりして、蹴け飛とばした。シエラは、ぎゅっと握ったこぶしを胸に当て、陣をじっと見つめる。陣と自分の境遇は、どことなく似ている。強がって親にキレたふりをしている陣の気持ちが、シエラには痛いほどよくわかる。

「だから……なのかな」

　シエラは、小さな声でつぶやいた。あまりに小さな声で、よく聞こえない。

「今、なんか言ったか？」

「あ。ううん、いえその、だから……」

　焦ってシエラは口を押さえ、どうごまかそうかとしどろもどろになる。

「だ、だから、あなたみたいな庶民の召使いになるなんて死ぬほど嫌だけど、ソロモンの秘宝の手がかりがつかめない以上、やっぱり地道にランプの魔神レベルを積むことにするわ。というわけで、今日もわたしを呼びだしなさい、わかったわね！」

「ま、待てよ！　呼んだって、おまえ何もできないだろ！」

「そうそう。人目にふれるところでわたしを呼んだりしたら、スナイパーに消してもらうからそのつもりでね」

「セレブは、そういう職業のかたとも交流があるのか」

「あ、そうだ。一番だいじなことを聞くのを忘れてた」

　陣じんに背を向けようとしていたシエラは、ぴたっと足を止めた。

「あなたが、香か住すみ愛あい花かさんと知り合いだったとは思わなかったわ」

「ああ。きのう愛花を車で送ってくれたんだって？」

「その話も、彼女から聞いてるわけ？」

　シエラは陣に近寄り、突きさすような目で下からじいっと見つめた。どことなく、焦っているような雰囲気だ。彼女が上を向くと、大きな瞳ひとみに空の光がきらきら映りこんで、吸いこまれそうに深い。シエラは答えを聞くのを恐れるように、胸を押さえ、つばを飲みこんで、一息置いて心の準備をしてから尋ねた。

「他ほかに……何か、聞いてない？」

「他にって？」

「だから……わたしのこと、何か。わたしが何を、話してたとか……」

「いや、何も？」

　なぜそんなことを根掘り葉掘り聞こうとするのか、奇妙に感じて陣は首をかしげる。

「ほんとに？」

　シエラはさらに陣にくっついて、怖い顔で念を押す。あまり近づかれると何だか落ち着かなくて、陣は背をそらして彼女から顔を離そうとがんばる。

「ああ、ほんとだけど」

「……そう」

　ホッ、と安あん堵どの息をついて、シエラは胸をなでおろす。よほど何か、人に聞かれるとまずいことでも話したのだろうか、と陣は勘ぐる。だけど、たとえばスナイパーに依頼金を振りこむスイス銀行の口座番号とかだったら、ヤブをつついてヘビを出すことになってしまうので、警戒して、聞かないでおいたほうがよさそうだと思った。

「そうそう。もうひとつ」

　と、シエラはポケットから小さな本を取りだした。古びた本で、裏表紙には「春はる紗しや学園図書館」のハンコが押してある。シエラは、本を陣のほうに放った。

「うちに放ほうりこんできた本の中に、これがあったわよ」

「あ、悪い。どこに行ったのかわからなくなってたんだ」

　本を両手で受け取った陣は、ふと疑問を感じる。

「……っていうか。あの大量の本の中から、よく見つけたな」

「ふん。メイドを総動員して、うちの書庫に片づけておいてあげたわよ」

「えっ」

　陣じんは驚いて、目をぱちくりする。

「捨てたんじゃ……なかったのか？」

　シエラは陣に穴があくほど見つめられ、あわてて顔をそむけた。

「ふ、ふん。勘違いしないでよね、あなたなんかのためじゃないわよ。わが家から、あんな薄汚いゴミが出たなんて思われたら心外だからよ。いいことっ？」

「どっちにしても、預かってくれたんだな」

　陣はホッとした勢いで、シエラに笑顔を向ける。

「助かった。ありがとな」

　シエラの顔が、カッと赤くなった。今にも火を吹きそうだったが、シエラはそんな自分自身に戸惑ったり腹が立ったり悔しかったり、どうしていいのかわからなくなって、とりあえずどなった。

「その本の返却期限、先週だったわよっ！　ちゃんと返しときなさいよねっ！」

「何でいきなり、テンションＭＡＸで怒りだしたんだよ」

　陣も、シエラが何を考えているのか、さっぱり読めない。

「とにかく、そういうことで今日も呼びだしてもらうわよ。また後でね！」

　シエラは怒りながら、ズカズカと大またに体育館の裏を出て、校庭へ歩いていく。その姿を、近衛このえ右う京きようが目撃した。剣道部の昼練習のため、剣道着に着替えて体育館にやってきた彼は、たまたま体育館の鍵かぎが開いていなかったため、裏口のほうを見にきていたのだ。

　彼は、シエラに見つからないよう、とっさに木の陰に身を隠した。シエラが去って少しして、陣が追いかけてくる。

「待てよ、だからそんな一方的に言われても……！」

「新あら木き陣？」

　右京はびっくりして、思わず声を上げた。陣は、右京に意外そうな目を彼に向ける。

「あっ、寮長。どうしてここに？」

「それはこちらのセリフだ、体育館の裏で何をしていたっ？」

　右京は詰問する。端整な顔が、緊張で張りつめていた。あまりの剣幕に、陣はとまどう。

「何をって……別に、何も」

「用も無く、こんなへんぴなところにいるわけはないだろう！　ごまかすつもりか！」

　右京は竹刀しないを振りまわして怒る。怒りっぽいのはいつものことだが、冷静な右京がこれほど頭に血がのぼったようすなのを見るのは初めてだ。

「でも、ほんとに何もしてないんだけどな」

　陣じんは、話の通じない右う京きようにあきれ、目を白黒させる。それを見て、右京はハッと我に返り、ごまかすようにゴホンと咳せき払ばらいをした。

「い、いや、それならいい。タバコでも隠れて吸っていたのかと思ったのだ。寮長は親も同じ、寮生の生活態度にも気をくばる義務があるからな」

「……そりゃどうも」

　何となく右京の態度がおかしいと思って、陣はうさんくさそうに右京を盗み見る。右京は、何かよほど心配ごとでもあるのか、フーッと深いため息をついて、額の汗をぬぐっていた。何がそんなに心労なのか、陣には見当もつかない。

　ようすのおかしい右京のもとに高等部一年の女子二名がやってきた。スカート丈が短く、髪を染め、キャピキャピしている。右京が目を向けると、黄色い声を上げた。

「キャーッ、右京様がこっち見た！」

「右京様、あの、あたしたち高等部からの入学で……部活でも始めようかと思って」

　ピクッ、と右京の細い眉まゆが吊つりあがる。

「……剣道の経験は、あるのか？」

「いえ、全然。だから右京様に、手取り足取り教えてもらおうと思って」

「そうそう。ダイエットに、ちょっとスポーツしたほうがいいかなーって」

　キャピキャピして見あげる二人に、右京は軽けい蔑べつのため息をつき、くるりと背を向けた。

「……去れ。女を入れては、道場が汚れる」

「なっ、何ですってっ？」

　彼女らは、キーッと甲かん高だかい声を上げて怒る。だが右京は、完全に無視して、体育館の鍵かぎを取りに、教官室へ歩いていく。その背に向かって、二人はののしりの声を上げた。

「何よっ、ちょっと顔が良くて金持ちだからってスカしちゃって！」

「道場なんてカッコつけてるけど、ただの体育館じゃない！　体育館ぐらい、体育のときにしょっちゅう入ってるわよ！」

　じだんだ踏んでいる彼女らを、陣は呆あきれて見つめる。

（寮長、女嫌いだって噂うわさはほんとだったんだな）

　陣にはよくわからないが、二人とも、そこそこ今風の可愛かわいい系と呼ばれる女の子だと思うのに、右京は完かん璧ぺきなまでに冷静で、まったく動じるようすはなかった。女嫌いもずいぶん徹底している、と陣は呆れるのを通りこして、感心してしまった。

　今朝、夕ゆう也やが軽音楽部だというだけで軟派呼ばわりしたときには、無茶なことを言うものだと反発を感じたが……年とし頃ごろの男子が群れている寮の秩序を保つには、あれぐらい厳しくなくてはいけないのかも、と思った。

（その寮に、ランプの魔神とはいえ、女子を立ち入らせてるなんてわかったら……たしかに、放ほうりだされても文句は言えないだろうな）

　やっぱり、シエラが何と言おうと、もう呼びだすことはできない……と、陣じんは思った。

　そのとき、怒っていた女子二人が、キッと陣をにらみ、八つ当たりしてどなってきた。

「ちょっと、そこのあんた！　何ジロジロ見てるのよ！」

「あ、いや。立ってただけなんだけどな」

　とばっちりをくらう前に、とっとと立ち去っておけば良かった……と、陣は後悔した。

（女子は、わけわからねー理屈振りかざして来るから、苦手なんだよな）

　適当にスルーしてこの場を去ろうと陣は考えるが、彼女らは誰だれかにかみついてウサを晴らしたくてたまらないらしく、飢うえた獣のようにグルグルうなっている。どうも逃がしてもらえそうにない。面倒なことになりそうだ……と、陣は顔をゆがめた。



　そこへ、中等部の女生徒が一人、すたすたとやってきた。陣は、彼女に見覚えがある。

　図書室で、本の貸し出しカウンターにいつも座っている少女だ。今どきにしては珍しいほど地味な名前で、逆によく覚えている……中等部三年生の、本ほん田だ聡さと子こだ。

　聡子は、黒い髪を長く伸ばしていた。後ろは腰まで、前髪も目の下まで伸ばしていて、しかも髪の量が多いので、目が完全に隠れてしまっていて、表情もよくわからない。

「クックック……。だからわたしが言ったじゃありませんか、先輩がた」

　聡子は、ややうつむき加減で、不気味に笑う。二人の女子は、ぎょっとして後ずさった。

「わ、わざわざ後をつけてきたわけっ？」

「これでわかったでしょう？　わたしの占いは、当たるんですよ。すなおに、わたしのおまじないを受けておけば良かったのに。ククク……」

　聡子は低い笑い声を立てた。女子たちは、ムッとして聡子をにらむ。

「うるさいわよ！　どっちにしたって、あんな嫌味ったらしい男尊女卑野郎、こっちからお断りよ！」

「こっちからお断りって……事実関係おかしいぜ。むこうから断られたんだろ？」

　思わずバカ正直につぶやいてしまった陣は、二人にギラッとにらまれる。振られた人間の最後のプライドというものが、経験のない陣にはまだ今ひとつわかっていない。

「大きなお世話よ！　それに、誰があんたの気持ち悪いおまじないに頼るもんですか！」

「ムカつくだけだわ、行こっ！」

　二人は、ムカムカしながら立ち去る。聡子はそちらに顔を向けて、残念そうにつぶやく。

「わたしの惚ほれ薬を相手に振りかければ効くのに……イモリの黒焼きを粉末にしたやつ」

「そんなの人に振りかけたら、百パーセント嫌われること間違いなしだな」

　陣は硬い声でつっこむ。聡子は振りかえって、陣に手を伸ばした。

「ちょうど良かったです。先輩、その本返してください」

「あっ……わ、悪い」

　陣じんは、手に持っていた本を聡さと子こに返す。聡子は両手でそれを受け取り、大切そうに両腕にかかえて、ぎゅっと胸に抱いた。

「貸し出し期間は、先週の金曜までだったはずです。延滞ですよ、気をつけてください」

「よく覚えてるな」

　陣は、感心して目をぱちくりする。図書館は、高等部と中等部の共用になっていて、学園の敷地の中に独立した建物として建っている。共用なので利用者が多く、図書館そのものも規模が大きい。さらに寮生は暇なので、よく本を借りていく。

　ということは、毎日何百人という生徒が、本を借りていくはずだ。高等部から入ってきたばかりの自分のことを覚えているとは、驚きだった。そうだ、彼女の記憶力なら……と思って、陣は聡子に尋ねる。

「アラビアン・ナイトの、なるべく原文のやつが読みたいんだけど、図書館にあるか？」

　ランプが日本に渡ってきたルートを調べようと考え、陣は聡子に尋ねた。聡子は本を胸に抱いたまま、首をかしげて少し考える。

「アラビアン・ナイトですか？　ええ、先輩のお望みでしたら書庫から探しておきます」

「いや、そこまでするなら自分で探すから。書庫の本って、膨大だろ。悪いよ」

「いいんです。わたしに任せてください、クックック……」

「なんで、そこで笑いが入るんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんは、薄気味悪く感じて尋ねた。聡さと子こはそれには答えず、話を変える。

「あのお二人は、生徒会長に告こくるというので、わたしはおよしなさいって言ったんです」

　生徒会長……といえば、右う京きようのことだ。寮長と兼任している。たしかに、顔立ちが整い背も高く、見た目が良いので女性に好まれるのもよくわかる、と陣は思った。

「けど、寮長はガチガチ硬派の女嫌いだぜ」

「いちおうは、そうらしいですね」

「いちおうは……ってどういうことだよ」

　陣の質問を、聡子はまるで聞こえていないかのように無視する。

「会長を占うと、惑星の位置が悪くて、バイオリズムも最悪、天てん中ちゆう殺さつだし、火にくべた鹿しかの骨も不吉なひびを出したんです。この状態で告白したって、にっちもさっちも行かないに決まっています」

「多分、鹿の呪いだな」

「図書館にある占い関係の本は、全部読んだんです。わたしにはもう、わからないことはありません」

　聡子のことばは、感情がわからないぶん、不気味だが神秘的だ。ゆっくり手を上げて、彼女は陣を指さす。

「ということで……先輩のことも、こっそり占ってさしあげましたよ」

「なんで勝手に人のことを？」

「お望みでしたら、結果をお教えいたしましょうか。ククク……」

　聡子は肩を揺らして笑った。目が隠れているから、彼女の真意もはかりかねるのだが、口もとには薄笑いを浮かべている。普段あまり物事に動じないたちの陣も、さすがにゾクッと背筋が寒くなった。

「いや、いい。何となく」

「わたしの占い、当たるんですよ……ククク……」

　聡子は低い声で笑いながら、陣の背中にぺたっと何か紙を貼はった。陣はギョッとして、紙をはがす。紙には、何やら不気味な護符が書かれていた。陣はこめかみに血管を浮かせながら、眉まゆをピクピクさせて、聡子をにらむ。

「おい……。おまえはいったい、何をまじなっとるんだ」

「あ、バレましたか？　気にしないでください」

「十中入九無理だ」

「鎖さ骨こつが痛くありませんか？」

　聡子に言われて、陣はギョッと左肩を押さえる。

「その人こそ、わたしが待ち望んでいた人……ククク……」

「その『ククク』の意味がわからん。とにかく、俺おれに変なものを貼るな！」

　陣じんは聡さと子こにビシッと指を突きつけて言い放ち、立ち去る。聡子はニヤッと笑って、陣の背中に向かい、ひらひらと手を振って見送った。

「ククク……今にわかります。また図書館を利用してくださいね。クッククク……」

　聡子は本を胸に抱いて、彼が去ってもしばらく、ニヤニヤしながら見送っていた。

　そこに、体育館の鍵かぎを持って、右う京きようが戻ってきた。聡子がじっと立っているのを見て、ギョッとする。

「こ……こんなところで、女子が何をしているのだ！　剣道部は女人禁制だぞ！」

「大丈夫です、入部希望じゃありませんから」

　と、聡子は右京をじっと見つめる。目が隠れているので、どこを見ているのか、何を考えているのか、まるでわからない。さすがの右京も不気味に感じて、少し後ずさった。

「で……では、何をしているのだ。女子がうろうろしていると練習の邪魔だ、消えろ！」

「わかりました。クックック……」

「何を笑っている！」

　右京がヒステリックにどなったが、聡子は無視して、そのまま立ち去った。

「……中等部か？　わけのわからないやつだ。これだから、そのへんの女など……」

　右京は、軽けい蔑べつするようにため息をつく。だが、ふと顔を上げ、竹刀しないを杖つえついて、どことも知れぬ場所を見つめ、そのまましばらく、じっと立ちつくしていた。



    

  
    
      




三章　砂漠からの手紙





　その日の帰り、陣は夕ゆう也やとともに学校の裏にある食堂「アルフライラ」に立ち寄った。

　アルフライラは、珍しいペルシャ料理の店だ。が、今はやりのアジアブームに乗っかった、オシャレ女子大生御ご用よう達たしのエスニックな雰囲気を楽しむ店、というものではない。

　店てん舗ぽそのものは、そこらの大衆食堂とほとんど変わりない。テーブルと椅い子すとカウンター席、テーブルの上には割わり箸ばし立て、壁にはヘタクソな手書きメニューが貼はりつけてある。

「ヘイらっしゃい！」

　陣と夕也が横開きの戸を開いて店に入ると、ウエイトレスが威勢の良い声で出迎えた。浅黒い肌ときっちりしばった黄金の髪、底抜けに明るい青い目の少女だ。店主の一人娘、アルフ・シャムシールである。

「看板娘のアルフ。可愛かわいいだろ？　同い年だってさ」

　厨ちゆう房ぼうでは浅黒い肌と黒髪の店主がフライパンを揺すり、アルフによく似た金髪の女将おかみが串くし焼肉を焼いている。夕也は、陣にカウンター席をすすめながら、店主に声をかけた。

「おやっさん。今日、ツケにしてほしいんだけど大丈夫？」

「おうよ、べらんめえ。若いうちはなぁ、まあ腹も減るもんよ。遠慮すんない！」

　威勢の良い店主は、江戸っ子なまりで答えた。夕ゆう也やは椅い子すに座り、陣じんに話しかける。

「そう言えば、おまえの妹もまあまあ可愛かわいかったよな」

「妹じゃなくて、近所の子だって」

「どっちでもいいよ。座ざ堂どうに比べれば、全部ドングリさ」

「だーれがドングリ？」

　アルフが銀色のお盆で、夕也の頭をパカーンと叩たたいた。気の強そうな唇を、きゅっと真一文字に結んでいる。夕也は頭を押さえて、叫さけんだ。

「いってぇー！　だからドングリだってんだよ、座堂はそんなオテンバじゃないからね」

「そうかぁ？」

　陣は思わず口をはさんだ。夕也は、陣をにらむ。

「なんだよ、その疑問符は！」

「あ、いや。別に」

　きのうのことは秘密だ。誰だれにも言ってはいけない。陣は義理がたく、あくまでも口を閉ざす。夕也はこぶしを振りあげツバを飛ばしながら、自分の主張を押しつけてくる。

「いいか、陣。おまえは何か異論があるみたいだけど、座堂がしとやかで優しいことは疑う余地もないんだ。まあちょっと完かん璧ぺきすぎて近寄りがたいんだけど、近寄りがたいからいいんだよ？　かんたんに落ちる女の子なんて、ありがたみないじゃん。そう思わない？」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや。俺おれは今まで、女子とつきあったことないから」

　陣じんがそう言うと、夕ゆう也やはギクッと胸を押さえた。

「……あ、そう」

「昔から女子は苦手なんだ。おまえみたいに音楽とかしてれば、女子としゃべったりすることもあるだろうけどさ」

「いやその……」

　夕也は、言いにくそうに、小さな声でつぶやく。

「俺も実は……つきあったことないから……」

「えっ？　そうなのか？」

　呆あきれたような目で見ている陣に、夕也は赤くなって、怒る。

「そんなジロジロ見るなよ！」

「生あたたかい視線で見つめようか？」

「それより、昼休み、座ざ堂どうに考古学教えたんだろ？　彼女、どんなことに興味あるの？」

「あ、ああ。それは……」

「教えてくれよ。まさか秘密じゃないよね？　座堂とおまえだけの秘密だなんてクラスのやつらに聞かれたら、ジェラシーで吊つるしあげられるよ」

「いや。そんないいものじゃないんだ、ほんとにまったく全然」

　断固として陣は否定する。夕也はなれなれしく、陣の肩に腕を回してしつこく尋ねた。

「じゃあ教えろって。軽音楽やってたらたいてい女にモテると思ってたのに、全然だからさ。座堂が興味あることなら、ちょっとがんばってみようかと思って」

「そうか。古代シルクロードの、物資の流通について……」

「ぐう」

「いきなり寝たか」

　陣は、カウンターにつっぷした夕也に呆れた目を向ける。そのとき、二人のところに、アルフがコップの水を荒っぽく出してきた。

「ほら、座ったらチャキチャキ注文しな！　店の回転が悪くなるじゃないかさ」

　陣は、意外そうにアルフを見あげた。

「日本語、うまいんだな。なんかすごく江戸っ子弁だが」

「当たりきよ。こちとら、生まれも育ちも花のお江戸さ」

「おい小僧！　ケツの青いガキがいっちょまえに色気づくんじゃねェよ、てやんでえ！　俺っちの娘に手ェ出しやがったら、カレーの具にしてやるぜ！」

　アルフの父が、フライパンを振りながら、ちゃきちゃきのべらんめえ口調でどなった。夕ゆう也やが、陣じんに言う。

「先代が日本に引っ越してきて、おやっさんが生まれたんだってさ。『三代続けば江戸っ子』って言うじゃん。で、アルフは三代目ってわけ」

「あんたら、注文は何にするんだい？」

　アルフは腰に手を当てて、陣に尋ねる。夕也は笑った。

「何にするって言われたって、メニュー見ていきなりわからないよね、陣？　ナンとかシシカバブとか、呪じゆ文もんみたいでさ。んじゃ、シシカバブ定食ふたつ」

　夕也が注文すると、女将おかみがきっぷよく答えた。

「あいよ。シシ定ツー！」

　女将は、皿に白ごはんをてんこ盛りにしはじめる。陣は、焼き網の上で焼ける串くし焼肉……シシカバブを、珍しそうに見つめた。

「ペルシャ料理の店が、こんな近くにあったなんてなぁ……」

　陣は店内を見まわす。夕也が言ったとおり、安くてたらふく食べられる店のようで、店内は春はる紗しや学園の生徒で満員だった。

「あいよっ、シシ定お待ち！」

　威勢よく、女将が陣と夕也の前に盆を置いた。大きな皿の上に、ドンブリ鉢をひっくリかえしたような巨大な白ごはんの山がそびえ、その上に牛の串焼肉が載っていて、カレーに似た香辛料の香りがする。そして、やはりてんこもりの青野菜サブズイサラダ。とろみのついたトマトシチューもたっぷり添えられている。

「うわ。迫力だな」

　陣は圧倒されて、息をのんだ。夕也は、パシッと割りばしを割る。

「焼き鳥丼どんに、サラダと味み噌そ汁しるがついてるようなもんだよ。俺おれも中等部のとき、はじめて先輩につれてきてもらったときは、気取ったエスニック料理の店かと思って緊張したけど。中近東の料理って柔らかいのが多くて、たいていハシで食えるしさ」

　陣は串を取って、肉にかぶりつく。ハーブとスパイスのあんばいが絶妙で、しっかりと味がついている。歯ごたえのある肉からは、うまみが凝縮された肉汁があふれ出してきた。

「うまい！」

　陣は思わず叫さけんだ。実際には見たことがない、果てしないアラビアの砂漠が、まぶたの裏に浮かんでくる。ひりひりするようなハーブの香りと、塩辛い中にもふしぎなうまみのある岩塩の味。砂漠に連なるラクダの隊商キヤラバンと、砂に埋もれた遺跡の都。

　両親は、そんなところで働いているのだろうか……と、陣は思いを馳はせた。

（ソロモンの秘宝……か。どこにあるんだ？）

　陣は、ごはんをかっこみながら考えこむ。陣の両親に限らず、古今東西、多くの考古学者や冒険者などが探し求めてきて、まだ見つかっていない。秘宝の手がかりはどこにもない。ワラにもすがる思いで、シエラの魔法のランプの出所について考えてみたものの、それも両親に連絡がつかないのでわからない。手も足も出ない状態で、陣じんは頭をかかえる。

　そのとき、陣の前にゴトッと皿が置かれた。見ると、ほうれんそうが入った巨大なオムレツだ。アルフが、腰に手を当てて陣を見ている。

「これ、頼んでねーよ」

　陣は焦って、オムレツをアルフに戻す。だがアルフは首を横に振って、もう一度オムレツを押し戻した。

「あたしのオゴリだよ。ククっていう、ペルシャ風の卵焼きさ」

「オゴリって……どうして」

「ほうれんそうは栄養あるんだよ。原産地がペルシャで、シルクロードで日本に渡ってきたのさ。言うなれば中近東は、日本の文化に思いっきり恩恵を与えてるわけだよ」

「でも、ツケで食べてるのに、その上オゴってくれるなんて？」

「店で辛気臭くさい顔して食われてちゃ、営業妨害なんだよ」

　アルフはムッとした顔で、腕組みをしている。陣はあわてて、顔の筋肉をほぐすようにさすった。

「悪い。すごくうまいけど、ちょっと考えごとしてて」

「いや、どうかな？　アルフ、口は悪いけどオトメチックだからな。何だかんだ言ってるけど、実はおまえのこと、気に入ったのかもよ」

　陣にささやいた夕ゆう也やが、ふたたびお盆でバシッと頭を叩たたかれた。アルフが、ちょっと赤くなっている。

「このトンチキ、変なこと言うんじゃないよ！」

「いちいちお盆でたたくなよ！　吉よし本もと新しん喜き劇げきかってーの！」

　夕也は頭をさすりながらアルフに近寄り、陣を親指で示して、口に手を添えささやいた。

「陣なら、楽に落とせると思うよ。こいつ変人でさ、中近東の歴史のこととか調べてるみたいなんだ。きのうまで、寮の部屋の中、楔くさび形がた文字の本とかでいっぱいだったんだ。中近東好きってことは、アルフのことも好みかもよ」

「ばかなこと言うなって！　彼女に迷惑だろ！」

　陣は本気で、夕也を叱しかる。だがアルフは驚いて、陣の肩にひじを置いてくる。

「へえ、中近東に興味があるのかい？」

「いや。興味っていうか……アラビアン・ナイトの魔法のランプって、日本にもあるんだろうか、って思って」

　陣は尋ねてみた。と、アルフも両親もギョッとして、顔をこわばらせる。

「ままままままさか！　あれはお話だろ？　ねぇ、お父っつぁん」

　アルフはあわてふためいて、店主に話を振った。話を振られた店主もわたわたする。

「そそそそそそのとおりだぜ、べらんめえ！　するってーと何かい、おまえさん。アラビアじゃほんとにランプからランプの魔神が、どろどろどろ～んと出てくる、なんて信じてんのかい？」

「陣じん、おまえまじめに考古学の勉強してるとばかり思ってたのに、そんな夢みたいなこと考えてたのかよ？　意外にお子チャマだね」

　夕ゆう也やがケラケラ笑う。陣はカウンターにひじをつき、両手の指を組んで、残念そうにうなだれた。

「そうか……いくら中近東の人でも、やっぱりわからないよな。日本人だって、邪や馬ま台たい国こくがどこにあったのかとか、まだ誰だれにもわからねーし」

「あ、あのさ。魔法のランプが日本にあるって、誰から聞いたんだい？」

　アルフは平静をよそおいながらも、くいつくように陣の両肩をつかみ、真剣な目で尋ねてくる。シエラのことは秘密にしておかないといけないので、陣は首を横に振った。

「もういいよ、変なこと聞いて悪かった」

「あ、いやいや、いいんだよ。こっちこそ、役に立てなくて悪かったね」

　アルフは、どうもおさまりが悪そうだったが、ふと何かに気づいたようすで、陣のまわりで鼻をくんくんとさせはじめた。気になって、陣が尋ねる。

「何か臭におうのか？」

「あ、ううん。気にしないで」

　アルフはあわてて、首をぶんぶんと横に振る。夕也が、陣のわき腹をひじでつついた。

「おまえ、寮の部屋をゴミ屋敷にしてたから、きっとカビ臭くさいんだぜ」

「新しい生命体でも発生したのかな」

　いちおう、マナーとして、服はそこそこきちんと洗濯しているつもりだった陣は、心外なことばにとまどう。夕也は陣のまわりでくんくんと鼻を動かして、

「ああ」と言った。

「寮長の匂においじゃないの？」

「ああ、あの何とかいうお香か」

　今朝、右う京きように襟えり首くびをつかまれたときに、彼の香りがうつったのだろう。アルフは、何かをごまかそうとするかのように、こくこくとうなずく。

「そうそう、その匂いその匂い。あっ、なんだかんだ言いながら、もう全部食べちゃったんだね。あんた、けっこう食べるの速いね」

　アルフが、陣の皿を見る。全すべてからっぽだ。夕也の皿は、まだ半分以上残っているのに。陣は、水を飲みながら答えた。

「そんなに速いほうだとは、思わないけどな」

「速い速い、それにヤセの大食いだし」

　そう言えば、ソロモンの秘宝を探して休日のたびに山登りや発掘などをし、体力を使ってすぐに空腹になっていたので、人一倍大食らいなのかもしれない……と、陣じんはおなかを押さえる。夕ゆう也やは、シシカバブをかみしめながら言った。

「この店、おまえにぴったりだろ？　味はうまいし値段は安いし……こんどいっしょに特大ペルシャカレーに挑戦しない？　三十分以内に食ったらタダだって。な、アルフ」

　夕也に話しかけられて、また陣のまわりで鼻をくんくんさせていたアルフは、ハッと体を震わせる。

「あっ、ああ。すごくうまそうな匂においだね」

「うまそうな匂い？」

　いきなり何を言い出したのか、と陣は眉まゆをひそめた。アルフはあわてて、首を横に振る。

「あ、いや。言いまちがいさ」

「アルフ。ヨダレ垂れてるぞ」

　夕也に指摘され、アルフはあわてて口をぬぐう。何やら怪しい。

「あっそうだ。こんどと言わず、今日食っていきなよ」

　アルフは陣のほうを集中的に見ながら言った。夕也はおなかをさすり、首を横に振る。

「いや、今日はもういいよ。デブっちゃうし」

「夕也には言ってないよ。陣、食べていかないかい？」

　アルフは、いやにサービスがいい。さっきオムレツをつけてくれたときのぶっきらぼうさとは違って、いやに猫なで声で、全身からぷんぷんと怪しさをただよわせている。

　夕飯抜きだから、もう少し食べていきたいのは山々だったが、ツケであまりたくさん食べるのは申しわけないし、それにシシカバブ定食だけでかなりの量だったのに、なかなかそう大量には腹につめこめない。陣は遠慮がちに、首を横に振った。

「俺おれも今日はいいよ」

「まあそう言わずに食ってみなって。うちのペルシャカレーは、隠し味にザクロが入ってサッパリしてるから、いくらでも食べられるよ」

「ツケで食べる相手に、そんなにすすめても……」

「いいんだよ。ねぇ、お父っつぁん」

　アルフが声をかけると、厨ちゆう房ぼうにいた店主が大きくうなずく。

「おうよ。アルフが食えって言うなら、どんどん食いな。べらんめえ！」

「ああ言ってんだから、遠慮は要いらないよ。たらふく食って、まるまる太りな」

「ま、まるまる太れって、何だよそれ？」

　どうもアルフが言うことは、どこかおかしい。陣が思わず退ひいたのに気づいて、アルフはごまかすように、両手を横に振った。

「あ、いやいや、気にしなくていいよ。じゃあ明日もおいで、またたっぷりサービスするからさ」

　アルフはにっこり笑う。裏の無い笑顔……にはほど遠い、いかにも何かたくらんでいるような、一癖も二癖もある笑顔だ。

　その笑顔の裏にひそんでいるものが何か、陣じんはものすごく気になったものの、どうも答えてくれそうにも思えなくて、胸の中にもやもやしたものを抱えながら、黙っていた。



　陣は、寮にもどった。携帯電話の着信記録を見てみたが、結局両親から電話はかかってこなかったようだ。

「俺おれがかけた電話、やっぱ、着信もしてなさそうだな。どこでウロウロしてるんだか」

　ふだん向こうから電話がかかってくると、うっとうしいのでわざと取らない事が多いのだが、自分が連絡を取りたいときに取れないとなると、ちょっと気になる。

　陣は携帯電話を閉じ、二段ベッドの上の段にごろんと横になった。寮の中では風紀を乱さないため、原則制服着用、百歩譲って体操服や、運動部員の場合はユニフォームの着用が寮則で決められている。運動部に所属していない陣と有也は、体操服姿だ。夕ゆう也やはズボンに半そで、陣はその上からジャージの上着を引っかけている。

　床でギターの楽譜を見ていた夕也が、顔を上げて壁の時計に目を向けた。

「五時半か、そろそろ夕飯だな。陣、腹減ってない？」

「……減ってきたな。アルフライラで、あんなにたっぷり食ったのに」

「消化速いなあ、さすが大食い。ま、今日ぐらいダイエットすれば？」

　他ひ人とごとだと思って、夕也は軽く笑う。けれど明日の朝食まで、十二時間以上ある。考えると余計に腹が減ってくる。考古学の本が全部無くなったので、読むものも無い。宿題をする気力も起きない。カラッポの胃にばかり神経が行ってしまい、陣はため息をついた。

　そのとき、誰だれかが扉をノックした。床にいた夕也が立ちあがって、扉を開く。

「はい？」

　そこに立っていたのは、中等部の一年生だった。寮の中で一番の下っ端にしては、先輩の前だというのにおどおどしたようすが無い。夕也は、あっと声を上げた。

「おまえ、今朝おにぎり配ってた一年生じゃん」

　少年は、ぺこりと頭を下げて部屋に入ってきた。

「氷ひ室むろ啓けい太たです。新あら木き先輩に、手紙が来てました」

「手紙？　ああ、サンキュ」

　ベッドの上で身を起こした陣に、啓太は封筒を手渡した。夕也は、感心して声をかける。

「おまえ、中坊のくせにいい度胸だね。先輩の部屋に手紙を届けるなんて、ふつうはビビって嫌がって、玄関にほったらかしとくよ」

「でも寮則では、紛失や盗難をふせぐため、私文書は迅じん速そくに各人に配達するようにということですから。寮長も、いつもそう言っておられます」

「あれっ、待てよ。氷ひ室むろって……もしかして、生徒会副会長の？」

「はい。江え利り子こはぼくの姉です」

「ああ……それで、度胸があるのか」

　そうつぶやいた夕ゆう也やを、啓けい太たはギッと厳しい目でにらむ。

「ぼくは、姉の威をかさに着る気も、七光を受ける気もありません！　失礼なことをおっしゃると、先輩でも許しませんよ！」

「わ、悪かった悪かった。軽い気持ちで言っただけじゃないか、そう怒るなよ」

「では、これで失礼します」

　啓太は、もう一度頭を下げて、部屋から出ていく。夕也は気が張ってしまい、ふーっと息を吐いた。

「やれやれ……優等生タイプのやつってのは、プライドが高くてつきあいにくいね。姉貴に似てるよなあ、陣じん？」

「いや。俺おれはその姉貴って、知らないけど……」

「ああ、おまえに女子のことを聞いても無理だったよね。楔くさび形がた文字の話でも聞こうか？」

「そのほうが、むしろ助かる」

「冗談だよ。誰だれが聞くか」

「楔形文字で書かれた世界最古の法典がハムラビ法典でさ」

「生徒会副会長、二年生の氷室江利子。苦学生で有名だよ。学校に許可をもらって、授業のあと、バイトをかけもちしてるとか」

　夕也はもう陣のペースに引っぱられることなく、冷静にスルーする。

「それより、何の手紙だったんだ？」

「ああ。えーと……」

　陣は、封筒を見る。海外の切手が貼はってあり、英語で宛あて名なが書かれている。紙がざらざらとして質があまりよくないのも、エスニックな香りを感じさせる。グローバル・エクスプレス（国際速達便）と印刷された紙が貼りつけてある。消印は、一週間前のものだ。青い万年筆の筆記体で「Daigo Araki」と書かれていた。

「父さんからだ！」

　ちょうど両親のことを考えていたところなので、陣は偶然に驚きながら封筒を開いた。便せんには、青い万年筆で父の字がしたためられていた。

『陣へ。

　元気か。こちらで発掘のための調査を始めて、半月が過ぎた。

　サワードというガイドに出会い、ソロモンの宮殿跡についての信しん憑ぴよう性せいのある情報を得た。装備を整えて、明日から発掘作業に入る。

　携帯電話の電波が届かないところらしいので、しばらく連絡がつかなくなるが、心配しないように。母さんに、衛星携帯電話にしておけば良かったのに、と怒られた。

　母さんは、おまえのことを毎日とても気にかけている。寮での生活がよくわからないので、ちゃんと食べているかどうか、心配している。

　わたしも、資金に余裕が無くて、おまえにずいぶん迷惑をかけたことを、すまなく思っている。わたしたちにさぞ怒っているだろう。言いわけになってしまうが、わたしがソロモンの秘宝を探しているのは、』

　そこで二枚目の便せんになるが、陣じんはムッとして便せんを封筒に戻し、上着のポケットにねじこんだ。勝手なことばかりしているくせに、保護者ぶった文面にやたら腹が立った。

「そうさ、思いっきり迷惑かけられたぜ。言いわけなんかきくかよ！」

　ムカムカしているようすの陣に、夕ゆう也やがちょっと気をつかって声をかける。

「ご機嫌ななめっぽいね、ハラヘリのせい？　ハラヘリ中悪いけど、俺おれもう食堂行くよ」

「もう？　早いな」

「いい席取らないと、上級生の席の近くとか、息が詰まるからね。じゃ、一人で筑ちく前ぜん煮にとか豚とん汁じるとか食ってくるけどゴメンね、恨むなよ」

「いちいちメニューを言うなっ！」

　どなったとたん、陣のおなかがグルグルと鳴った。夕也は、イヒヒと意地悪く笑いながら部屋を出ていく。どうやらカップケーキのしかえしのようだ。

「……ったく、性格悪いやつだな」

　空腹から気をまぎらわせるにはどうするか……と、陣は考える。ふと、手紙のことを思いだした。ソロモンの秘宝は日本にあると陣は信じているが、そう言えば「ソロモンの宮殿跡についての信しん憑ぴよう性せいのある情報を得た」と書いてあったではないか。

「どういうことだ？　俺の仮説が間違ってたのか？　どれぐらい信憑性があるんだ？」

　気になって、陣はもう一度手紙を読んでみようと思い、ポケットに手をつっこんだ。



　そのとき、ヴヴヴヴッと携帯電話のバイブレーターが震えた。学校と寮を往復する毎日で、プライベートな時間がほとんど無い生活のため、常にマナーモードにしているのだ。

　もしかしたら、両親が電話をかけてきたのか……と、陣は携帯電話を取った。ソロモンの宮殿跡についての情報とやらを、直接確かめてみたかった。だから、電話に出てシエラの声が聞こえてきたとき、あからさまにガッカリしてしまった。

「……なんだ、おまえか」

『なんだ。ですってーっ？』

　しょっぱなから、シエラは激怒する。携帯電話のスピーカーが、破れてしまいそうな勢いだ。陣は、ため息をついた。

「いきなりトップギア入ってんな」

『呼びだしなさいって言ったでしょ！　何やってるのよ！』

「無茶言うなよ。学校が終わるのが三時で寮の門限が六時なのに、呼びだすヒマなんかねーだろ？」

『ルームメイトの宇う多た田だ夕ゆう也やに聞いたわよ。今日、夕食抜きですって？　ってことは、今、部屋に一人なんじゃないの？』

　ぐっ、と陣じんは返答につまる。シエラは、意外に鋭い。

「おまえ……俺おれの電話番号もあいつから聞いたのか？」

『バカね、そんなことしたら変に思われるでしょ。昼間、あなたが電話してたとき、電話に番号書いてたじゃない』

　ハッ、と陣は電話を見る。たしかに液晶画面の下に、電話番号を細いマジックインキで書いてあるのだ。

『それ、庶民はよくやるのよね。電話会社に番号聞かれること多いから』

　シエラは鼻で笑った。頭がいい上に、抜け目も無い。おっとりした世間知らずの深窓の令嬢、という印象とはまったく相反している。別の意味で世間がわかっていない、という部分もあるのだが……。

　これは下手にごまかすと、バレたときにもっと逆上されそうだと思い、陣は観念した。

「……そうだ。今、部屋には俺ひとりで、夕也は七時まで帰ってこない」

『部屋の中なら、メイド服姿を人に見られる危険が無いから、かえって安心だわ。ほら、さっさとランプをこすりなさいよ』

「魔神ということばが、おまえには本当にぴったりだな」

「失礼ねっ、このわたしのどこがよ！」

「『魔』とか『神』とかのあたりがさ」

　気が乗らないようすで、陣はベッドから降り、机の引き出しからランプを取りだす。そのときふとひらめいて、陣はポンと手を打った。

「あっ、そうだ！　おい、座ざ堂どう」

『呼び捨てにしないでよ、庶民！』

「庶民呼ばわりは呼び捨てよりダメだろう」

『何か用？』

「おまえがこっちに来るとき、まわりの物もいっしょに持ってこれるんだろ？　何か食料持ってきてくれねーか？」

　我ながら名案だと思って、陣は頼んだ。シエラは電話の向こうで、ああと言う。

『それ、いい考えね。すぐシェフに何か作らせるわ。そうしたら、わたしは何も働かなくていいし、あなたはわたしに大感謝するってわけでしょう？』

「ああ、もちろん！　ものすごく感謝することまちがいなしだぜ」

　地獄に仏だ。グルグルと情けない音を立てているおなかを押さえて、陣じんは言った。

『じゃ、十分ほどしたら魔法のランプをこすりなさい。わかったわね？』

「ああ、今日にかぎり喜んでこすらせてもらうぜ」

　陣は魔法のランプをひざにかかえ、クールな彼にしては珍しく（それほどおなかがすいていたのだろう）わくわくしながら壁の時計を見上げて、五分を待った。

　待つ時間はずいぶん長くて、ペコペコのおなかの音ばかりが切なくひびく。そして、ようやく五分が過ぎた。陣は待ってましたとばかり、魔法のランプをごしごしこする。

　ぼわん、と紫色の煙がランプから吹きだした。メイド服のシエラが、卵が何個か入ったおわんを持って、立っている。

「ひれ伏しなさい、庶民！　超高級松まつ阪さか牛ぎゆうのすき焼きよ！」

「やった！」

　シエラにどれほど侮ぶ辱じよくされても、空腹の前ではこだわっていられない。陣は思わず両手を上げ、バンザイして喜んだが、目の前に現れたシエラを見て、ふと眉まゆをひそめた。

「……って、どこにすき焼きがあるんだ？」

「えっ？」

　シエラは、足もとを見回す。そこには、鉄てつ鍋なべが載ったカセットコンロがひとつ、転がっているだけだ。

「どっ、どういうこと？　ここに載ってたのよ、できたてのすき焼き！　それに、こっちにはおひつに入ったごはんも置いていたのに……」

「食材や調理道具は、持ちこめてるじゃねえか。もしかして……ランプの魔神レベルを上げるためには、自分で料理しろって？」

　陣は、生卵を見ながら首をひねった。シエラは、こぶしを口もとに当てて悩む。

「料理か。困ったわね……」

「家庭科で、調理実習とかしてるだろ？」

「同じ班の子たちが、全部やってくれるのよ。セレブなわたしにそんなこと、させられないって言って」

「甘やかすのって、結局本人のためにならねえんだな」

「まあ、大船に乗ったつもりで待ってなさい。わたしの自慢料理を食べさせてあげるわ」

「料理ができないのに、自慢料理……？」

　陣は怪け訝げんそうに眉をひそめた。シエラはニコッと笑うと、エプロンのポケットから携帯電話を取りだした。

「ああ、もしもし？　わたし……ええ、座ざ堂どうシエラだけど。いつものピザを届けてくれないかしら？」

「宅配ピザかよ！」

　陣じんはあわてて、シエラから携帯電話をうばう。

「食い物の持ちこみ禁止なのに、ピザ屋なんか来たら追いだされちまうぜ！」

「大丈夫よ。窓から持ちあげればいいじゃない」

　シエラは、携帯電話を奪いかえす。ああ、と陣は手を打った。

「頭いいな、おまえ」

「当たり前でしょ。庶民といっしょにしないでよ」

「誉ほめられたときは、すなおに喜ぶのが人の道だと思うがどうだ」

「あなたみたいな庶民に誉められたって、何の足しにもならないわよ！」

『あの……もしもし？』

　電話口から、声が聞こえる。落ちついた女性の声で、大人びて聞こえるものの、声の張りからしてかなり若そうな感じだ。

「ああ、ごめんなさい。いつものデラックスピザをお願いするわ。あ、届けるのはいつもの家とは違うの。春はる紗しや学園の男子寮の場所、知ってるかしら？」

『橘たちばな寮……のことでしょうか？』

「それそれ、橘寮」

『あの……橘寮は、女子禁制のはずですが』

「よく知ってるわね。というわけで、わたしはその橘寮の二階の真ん中の部屋にいて他ほかの人には気づかれたくないから、窓からピザをやり取りしたいのよ」

『ま、窓からですか。……それは、できなくはありませんが……』

　電話のむこうのオペレーターは、奥歯にものがはさまったような話しかたをしていた。

　女子禁制の男子寮からお嬢様が電話をかけてきたのだから、無理もないだろう。

『では、ご注文のほうですが、いつものということで……十四インチのラージサイズに、トリュフとキャビアとフォアグラのトッピングのほうで、よろしかったでしょうか？』

「ええ。それで……」

　いいわ、と答えかけたシエラの肩を、陣は後ろから焦ってつかみ、早口でささやく。

「おい！　念のため聞くけど……おまえ、金持ってるのかよ？」

「いるのよね。レストランで高額商品を注文すると、必ず『財さい布ふの中にちゃんとお金入ってる？』って聞いてくる、貧乏性な庶民が」

　シエラは、フンと鼻で笑って、エプロンのポケットに手をつっこむ。

「……えっ？」

　手が、空振りする。そこには、何も無かった。ポケットを裏返しても、何も出てこない。

「うそ！　わたしの財布、どこっ？　呼びだされたとき、何でもお金で解決できるように、お小遣いをぎっしりつめて手に握って、準備万端整えておいたのに！」

「最初から心がけが反則前提だな」

「ランプを通ってくるときに、わたしの服が勝手にこのメイド服に変わるんだけど……あのときに消えたんだわ！　あーもー！　性格悪いランプね！」

　シエラは怒って、ランプを蹴けっ飛とばそうとする。が、目測をあやまって、すってんころりんと転んでしまった。ごいん！　と、シエラは後頭部を床にぶつけてしまう。蹴っ飛ばそうとした姿のまま見事にこけたので、片足が真上に上がっている。スカートは太ももまでまくれあがってしまっていた。

　陣じんは、あわてて目を押さえ、背中を向ける。シエラはきゃっと叫さけんで起き上がりながら正座をして、片手でスカートを押さえ、もう片手で後頭部をなでた。

「見たわね、庶民！　っていうか頭痛い！　っていうか見たでしょ！」

「だ、誰だれが見るか！　おまえが勝手にこけたんだろ！」

　陣は背中を向けて目を押さえたまま、どなった。電話のむこうのオペレーターが、心配そうな声を出す。

『あの、もしもし……？　今、何かすごい音がしたのですが、ご注文はいかがいたしましょうか？』

「仕方がないわ。今日は、あなたが立てかえておいて」

　と、シエラは陣をビシッと指さした。陣はギョッとして、シエラにかみつく。

「なんでいきなり、そういう流れになるんだよっ？」

「細かいことはいいじゃない、明日学校で返すわよ」

「それに、今、金無いんだよ」

「五万円ぐらい持ってないの？」

「持ってるわけねーだろ！　っていうか、五万もするピザなんか一生食う予定ねーよ！」

　庶民感覚とずれているにもほどがあるシエラに、陣はこぶしを握って思いっきりどなった。シエラはこぶしを口に当て、苦悩してうめく。

「し……仕方がないわ。キャンセルしか……無さそうね」

『キャンセルですか？』

　オペレーターは単に確認のために聞きなおしただけだったが、シエラはムカッと逆上し、長い髪の毛が逆立ちそうな勢いで、電話に向かってどなりつける。

「言っとくけど！　お金が無くてキャンセルするわけじゃないわよ！　このわたしに、そんなことあるわけがないでしょう！」

『わ、わたしは何も言ってませんが……』

「その証拠に明日、家からピザを百枚注文してあげるわ。ダブルキャビアでね！」

　シエラは怒りながら、電話を切る。陣は呆あきれて口を出した。

「ダブルチーズでも贅ぜい沢たくなのに……そもそもダブルじゃないキャビアも、ふつうはメニューに無いだろ」

「お金が無いって、こんなに屈辱的なことだったのね」

　シエラはがっくりと、床にひざをつく。陣じんは、彼女の肩をポンと叩たたいてなぐさめた。

「そこまで落ちこむことねえだろ。スーパーで買いすぎて、財さい布ふを出したら金が足りなくて『すみません、これとこれ返します』ってレジで言うこと、よくあるじゃねーか」

「それが屈辱だっていうの！　やっぱりわたしには、貧乏なんて耐えられない。ランプの魔神レベルを上げるしか、残された道はないんだわ！」

「ソロモンの秘宝が見つかるまで、待てばいいだろ」

　と、陣は言った。まだ読んでいる途中だが、父親からの手紙には、何となくソロモン関係の遺跡にたどりつきそうな感じのことが、ほのめかされていたのだから。期待させすぎてぬか喜びさせては悪いので、まだシエラには黙っていようと思ったが。

「だって、ソロモンの秘宝がいつ見つかるって保証はないわけでしょ？　こっちはのんびりしてられないのよ、パパとママに離婚なんかしてほしくないのよ。そのためには、わたしがランプの魔神にならなくちゃ」

　シエラは、ぐっとこぶしを握る。そのようすが健けな気げだったので、陣は思わず、シエラの頭をなでなでとなでた。愛あい花かが小さいころ、良いことをしたときも、悲しくて泣いているときも、「お兄ちゃん」である陣はいつも頭をなでさせられた。なでてやると、いつも愛花は笑顔になった。だからつい、反射的に頭をなでてしまったのだが……もちろん、シエラは愛花ではない。シエラは一瞬、びっくりして目をパチクリし、それからなぜだかわけがわからないけれど何だか急に腹が立ってきて、真っ赤な顔で陣をどなりつける。

「ちょっと、何を勝手になでてるのよ！」

「あ。つい」

「何もしてないのになでたって、ランプの魔神レベルが上がらないじゃないの！　庶民のくせに、わたしの頭にさわらないでよ！」

「どうせ、満足ゲージを上げるときはなでるじゃねえか」

「そのときは、やむをえずよ！　ムダなで禁止！」

「ムダなでって……」

「ほら、何か命令は無いの？」

　シエラは強引な口調で、陣をうながす。陣は、せっかく食べられると思ったのに結局おあずけをくらって、ますますペコペコになったおなかをかかえて言った。

「さっきから言ってるだろ、腹が減ったって。けど、何も無いんじゃ仕方ねーだろ」

「それでも、何か用事を言いつけてくれないと困るのよ！」

　そう言ったとき……ふと、シエラは手もとの生卵に視線を落とした。

「そうだわ、卵を焼けばいいんじゃない！　ちょうどカセットコンロもあるし」

「ああ、なるほど。すき焼き用の鉄てつ鍋なべで焼けるな」

　陣じんは目を輝かせた。シエラも自分の名案がうれしくなって、思わず陣と手を取りあう。

「そうよねそうよね！　わたしって天才かも！」

「これで、明日の朝飯まで十二時間絶食せずに済むぜ！」

　手に手を取って喜びあった二人だったが、ふと同時に冷静になり、パッと手をはなした。陣はばつが悪そうにそっぽを向き、シエラも真っ赤になって背を向け、いきなり怒りだす。

「と、とにかく、今日はたっぷり満足ゲージを上げてもらうわよ！　こんな薄汚いところに、一日だって余分に来たくないんですからねっ！」

　シエラは、床の上に転がっているカセットコンロのそばにしゃがみ、いっしょに持ってきていたチャッカマンで火をつけた。卵焼きならすぐに焼けるだろう、この間に手紙のつづきを読もう……と思って、陣はあらためて上着のポケットから手紙を取りだそうとする。

　だが、

「焼き方はミディアム、レア、それともウェルダン？」

　シエラが妙な質問をしたので、陣は「む？」と眉まゆをひそめた。

「それって、ステーキの焼き方じゃねーのか？」

　レアは生焼け、ウェルダンは中まで火を通す、ミディアムはその中間である。見ると、カセットコンロの上に鉄てつ鍋なべが置かれ、その上に卵が三つ、殻のままころころと転がされて「焼かれて」いた。

「何やってんだっ？」

　あまりのことに、陣の声が一オクターブ跳ねあがる。

「何って、卵を焼いてるのよ。見ればわかるでしょう？」

　シエラは、当然のように言いながら、フライがえしで、ころころした卵を押さえた。

「ばかっ、やめろ！　卵が爆発するっ、危ないだろ！」

　陣は、あわててシエラの両肩を背後からつかみ、カセットコンロから引きはなす。女の子の肩幅は狭くて、両手の中にすっぽり柔らかくおさまってしまいそうだ。シエラは、自分の料理法にまったく疑問を抱いていないようすで、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「そんなに満足ゲージを上げたくないの？　料理の邪魔、しないでよ」

「これのどこが料理だ！」

「そりゃあ卵焼きなんて、料理のうちじゃないかもしれないけど、でも卵料理は単純に見えて実は一番難しい料理なのよ」

「今話してるのは、それとは次元の違う話だから」

「わたしはセレブだから、庶民とは次元が違うってこと？」

「いいほうに解釈するな！　これは卵焼きじゃない、むしろ料理ですらない！」

　陣はコンロの火を消し、卵を回収した。そして上着を脱ぎ、学習椅い子すにひっかけた。身軽な半そで姿になった。

「いいか、卵焼きっていうのは、まず卵を割って……」

　卵が入っていたお碗わんに、陣じんは次々に卵を割り入れる。シエラはひざをかかえて座り、床の上で繰り広げられる料理のようすを見守っている。

「白身と黄身を混ぜ合わせて……あまり混ぜすぎるとできあがりが硬くなるから、軽めに。で、砂糖で味をつけたら、鉄てつ鍋なべを熱して、たっぷり油を引いて、卵を入れる……と」

　砂糖や油は、すき焼き用のものがあった。たかが卵焼きといえど、陣の手際はかなり良い。シエラは感心し、しゃがんだまま両手で頬ほおを押さえて見ほれている。

「へえ、すごい。けっこうやるじゃない」

「いや。ある意味、おまえのほうがすごいけどな」

　陣は、聞こえないように小さな声で、そうつぶやいた。

「卵を鉄鍋に流し入れたら、はしでよく混ぜて、卵に空気をふくませる」

「どうして、そんなことするわけ？」

「こうすれば、できあがりがふんわりするんだ。半熟状態になったら混ぜるのをやめて、巻きながら固めていく」

「案外、上じよう手ずじゃない」

「両親が発掘旅行ばかりで、いつも一人で留守番だったからな。家事はひととおりこなせるんだよ」

「フライがえしが無いのに、おはしだけで、ずいぶんきれいに巻けるのね」

「油をしっかり鉄鍋になじませておけば、かんたんだぜ。また卵を入れて、また巻いて、何層にもしていく……と」

「うまいものね」

「ほら、できあがり」

　陣は皿の上に卵焼きを乗せる。シエラは家から持ってきた割りばしを割り、その卵焼きを一口食べてみる。リップクリームも塗っていないのにきれいなピンク色をしている唇が開き、白い歯が卵焼きをかじる。それだけのことなのに、陣は少しドキッとした。

「あら、おいしい。ふわふわして……何層にもなった卵焼きの生地がまるでミルフィーユやバウムクーヘンのように、ほどよい歯ごたえと弾力性を生んでいるわ」

「まあな。卵焼きは最初に覚えた料理だから、自信あるんだ」

　シエラがすなおに誉ほめたので、陣はちょっと照れくさく感じて、鼻の頭をかく。シエラはもう一口、卵焼きを口に運んだ。

「あなた、料理上手だったのね」

「自分で言うのも何だけど上手なほうかもな」

「卵焼きだけなら、うちのシェフにしてあげてもいいぐらいの味だわ」

「そ、そうかな」

「ほんと、おいしかった。でも、もうちょっとしっかり焼いたほうが、わたしの口には合うかしらね」

「もうちょっとしっかりか。わかった」

「まあ、次もがんばりなさい。期待してるわよ」

「ありがとう」

「じゃ、ごちそうさま。下げていいわよ」

「かしこまりました、ご主人様」

　陣じんは頭を下げて、空になった皿を片づけようとする。だが、ハッとして、ハンカチで口をふきながら満足そうにくつろいでいるシエラを振りかえった。

「……って、ちがーう！」

「どうしたの。まだデザートがあるの？」

「じゃなくて！　立場が逆だろっ！」

　陣は、シエラの腕をつかんで立たせる。シエラは眉まゆをひそめた。

「いったーい！　女の子をつかむときは力を加減しなさいよね、庶民！」

「俺おれが満足させてどうすんだよ！　ランプの魔神レベルを上げたいって言ったのは、自分だろ！」

「あ、そ、そうだったわね。つい、いつものクセで……」

「おまえ、すごいご主人様オーラだよな。っていうか、魔神様か。そんなんで、ほんとに召使いなんてできるのかよ？」

「こ、このわたしの辞書に不可能があるとでも言うのっ？」

「そこでプライドを燃やされても……」

「できるわよっ、できるに決まってるでしょ！」

　シエラは陣の胸ぐらを両手でつかみ、ぷんすか怒りながら見あげてくる。シエラの胸が陣のおなかに接近して、ほんの少しだけ当たっている。陣はあわてて、くっつかないようにしようと体を後ろに引くが、シエラはどんどん前進してくるので、二人の距離はずっと微妙なままだ。シエラは興奮していて、胸がくっつきそうになっていることに気づいていないようだ。

「ちょっと、何逃げてるのよ！　人の話を聞きなさいよ！」

「逃げてるわけじゃないんだけどな」

「だいたい、あなたがここにいるからいけないのよ！　あなたがここにいるから、わたしの仕事を取っちゃうんでしょっ？」

「また急角度な八つ当たりが来たなあ」

「わたしは、そばに人がいると用事を言いつける習性があるのよ。誰だれもいなければ、ちゃんとそれなりのことはできるんだから！」

　シエラは陣じんの胸ぐらをつかんだまま、唇をきゅっと引き結んで、彼をにらんでいる。頬ほおが少し赤い。陣に「できない」と思われるのが、よほど悔しそうだ。

　さっきの「卵の丸焼き」を見た直後では、シエラを一人にして仕事を任せるのは非常に不安だった。だが、悔しそうに唇をふるふると震わせているシエラを見ると、仕方ないかなという気もした。

（こいつ……今もう、ランプの魔神レベルとかより、自分ができないって思われてるのがムカついてんだな。プライド高いっていうか、負けん気強いやつだなぁ……）

　陣は根負けして、ため息をついた。

「……わかったよ。出てきゃいいんだろ」

「ええ、ぜひそうしてちょうだい」

　陣が言うことをきいたので、シエラは満足げな表情で胸を張り、居い丈たけ高だかに命令した。まったく反省の色がないその態度に、陣はため息をつく。

「なんで、立ち位置、上からだよ……」

「三十分でいいわ。三十分したら戻ってらっしゃい。それ以上、こんな汚い部屋に長居したくないですからね」

「はいはい」

　陣はため息をつきながら、部屋を出た。

　部屋を出たといっても、どこに行くでもない。今は夕食時間中なので、まず無いとは思うが、もし誰だれかが部屋に入ってきてシエラがいるところを見つかったら、この寮を追いだされ、行き場所が無くなってしまうからだ。三十分ものあいだじっとしているのは暇なので、さっきの手紙でも読もう……と、胸もとに手を持ってきたが、ポケットが無い。陣はハッとして、自分が上着を脱いでいたことを思いだした。

「あ……。上着のポケットに入れたままか」

　早く続きを読みたいのに、と陣はじりじりする。だが、途中で部屋に入って、またあの口うるさいシエラに噛かみつかれるのも気が重い。

「まあいい。三十分だ、三十分……」

　陣は廊下に座りこんで、じっと時間を待った。

　そのあいだ、部屋の中から「ガチャーン」とか「ガラガラ」とか「きゃーっ」とか、さまざまな物音や悲鳴が聞こえてきた。自分の部屋の中がどうされているのか、陣は不安で仕方がなかったが、今にも部屋の中に飛びこみたい衝動を押さえて、耳をふさぎ目を固く閉じた。



　しばらくして、部屋の扉がギイッと開いた。そこには、白いエプロンを卵やらホコリやらでドロドロに汚したシエラが立っていた。陣はギョッとしたが、シエラは髪がボロボロに乱れながらも、胸を張って得意げに笑っていた。

「ふふん。どう？　見なさい、庶民！」

　シエラは、白い指先をぴんと伸ばして、陣じんを部屋の中にいざなった。陣は、おそるおそる、部屋の中に入る。

「おまえが作った卵焼きなんか、どうせ……」

　憎まれ口をつぶやきかけたとき、陣は、自分の机の上にふんわりとおいしそうな卵焼きが乗っているのを見て、目をぱちくりした。

「形になってる！」

「第一声がそれ？」

　シエラのこめかみに、ピクッと血管が浮きだした。陣は感心して、いろんな方向から卵焼きをためつすがめつする。

「いや、だって……絶対、すんごいのができると信じてたからさ」

「わたしだってがんばれば、これぐらいはできるのよ」

　態度は大きいものの、いつものシエラに比べると、ちょっと謙虚なことばだった。それだけ、本気で努力したのだろうし、努力して卵焼きが成功したのが心からうれしいのだと思った。陣も、何だかつられてうれしいような気持ちになった。

「ほら、食べてみて！」

　シエラは、陣の肩をつかんで、むりやり椅い子すに座らせる。陣はシエラの卵焼きと向きあったが、ほんとにきれいにできていて、食べるのがもったいないぐらいだった。

「あ、ああ……じゃ、遠慮なく」

　陣は、シエラが用意した新しい割りばしを割って、卵焼きを口に運ぶ。シエラは陣のわきに立ち、両手を胸の前でぎゅっと組み、見るのが怖いのか固く目を閉じて、ドキドキしながら待っていた。さっきまでシエラの存在が鬱うつ陶とうしかったのに、シエラの真剣な姿を見ていると、何だか鬱陶しがった自分が悪いことをしたような気になった。

（こいつって……口ばっかりってわけでもないんだな。負けん気も強いけど、けっこう、まじめでがんばり屋だよな）

　卵焼きを口に入れると、層になった卵が、口の中でふわっと広がり、ほろほろっと崩れていった。ほんわりとした卵の香りが口の中から鼻び腔こうをくすぐり、隠し味ていどにつけられた上品な塩味が、卵の風味を何十倍にもアップさせている。

「うまい！」

　陣は、すなおに叫さけんだ。シエラは、それを聞いて、ホッと胸をなでおろす。

「ほ……ほんと？　ほんとにおいしい？」

　ドキドキしながら、陣の腕を両手でつかんで聞いてくる。小さな手だ。こんな小さくて、力も弱い手で、自分に食べさせるために重い鉄てつ鍋なべやガスコンロをえっちらおっちら持ってきたのか……と思うと、申し訳なくなる。

　結局すき焼きは消えてしまったが、この手で卵焼きを作ってくれたのだと思うと、おせじ抜きで上じよう手ずにできた卵焼きではあったが、なおさらおいしくありがたく感じた。陣じんは、間近にくっついているシエラに、すなおな感想を述べた。

「ほんとに、すげーうまいぜ。さっき食べた、ペルシャ料理屋のオムレツよりもうまい」

「やった！」

　シエラは、小躍りして喜んだ。ランプの魔神レベルがどうこうではなく、純粋に、努力が実って評価されたのがうれしいという、すなおな喜びだった。陣は、感心して何度もうなずきながら、卵焼きをどんどん食べる。シエラは、そのようすをじーっと、手に汗握りながら見守っている。

「すごいなあ。卵を丸焼きにしたのと、同一人物が作ったとは思えない」

「そ、そのことは取りあえず、早いうちに忘れなさいよ！」

　シエラは恥ずかしさに真っ赤になって、怒った。

「そうか。もともと金持ちで、いつもいい物を食ってるから、舌は肥えてるわけなんだ。だから、自分がおいしいと思うように作れば、最上等の味になるってわけか」

　陣は納得して、卵焼きをたいらげた。その食べっぷりはどんなことばよりも正直で、シエラにとっては何よりの賛辞となった。

「ごちそうさま。いや、ほんとにうまかった。びっくりした」

「よかったぁ」

　シエラはホッとしたのとうれしいのとで、とろけるような笑顔を浮かべた。陣はドキッと心臓が止まりそうになる。陣の顔がこわばったのを見て、シエラもハッと我にかえり、真っ赤になって首をブンブンと横に振る。

「い、いえ……そうじゃないのよ！　どうなの、きちんと満足した？　胸の中は、わたしへの感謝でいっぱいになってる？」

　いつもの上からの物言いも、本気でがんばった姿を見たあとでは、何となくほほえましい。陣は憎まれ口をたたくのはやめて、すなおにうなずいた。

「ああ。こんなにうまい料理食わせてもらったんだから、いくらでも感謝するさ」

　思わず、浮かべるつもりが無くても笑顔がこぼれてしまう。シエラにとって、陣の笑顔を見るのははじめてだ。意地悪で生意気な男だと思っていたのに、笑うと目が優しくなることに気づいた。恥ずかしくなって、それがなぜだか逆に腹が立って、シエラは赤い顔をしたまま、わざと機嫌が悪そうに、居い丈たけ高だかにどなる。

「か……感謝の気持ちは、ことばだけじゃだめなのよ！　そんなことも、まだ覚えてないのっ？」

「わかってるよ。『ちちんぷいぷい』だろ？」

　陣じんがやけに落ちついて、いつもの調子でどなりかえしてこないので、シエラは調子が狂ってますます赤くなる。自分のことを全すべて見通されているような気がして、シエラは陣と目を合わせられなくなってしまった。

「わ……わかってたら、早く頭をなでなさいよ！」

　シエラは目を伏せたまま、やたらにぷんすか怒りながら、陣に頭を突きだしてきた。

「じゃ。ちちんぷいぷい」

　陣は感謝をこめて、シエラの頭をなでた。ふわっ、とシエラの全身が明るい光に包まれた。輝くシエラの姿は天使のようで、陣は思わず息をのみ、見とれてしまう。シエラも輝きのまばゆさに驚いて、自分で自分の体を見下ろした。

「すごい！　これなら、もしかして……」

　シエラは、エプロンドレスのポケットから魔法書を取りだす。一番最初のページを開くと、アラビア文字が浮かびあがっていた。シエラは小躍りする。

「やった！　最初の呪じゆ文もんをゲットしたわ！」

「良かったな」

「ええ！　あなたのおかげよ！」

　うれしさのあまり、思わず陣と笑顔をかわし、勢いでそう言ってしまったシエラだが、陣が優しい目でほほえんでいるのを見て、ハッと我にかえる。恥ずかしくて赤くなったシエラは、またつんとした態度を取った。



    

  
    
      



    

  
    
      「い、いえ……わ、わたしががんばったんだから、あなたが感謝するのは当然よ。まだ、これでも満足度が足りないぐらいだわ。庶民のぶんざいで、このわたしに、こんなにおいしい卵焼きを作ってもらったのなら、あと二つ三つ呪じゆ文もんが出てもいいんじゃないの？」

「かもな」

　シエラがツンツンしているのが照れているせいだということが、透け透けで見えてくるので、陣じんは腹も立たなかった。むしろ、そんなシエラの強気ぶったところが子供っぽくて、ほほえましく思った。陣が彼女を見守るように優しく目を細めているので、シエラはますます赤くなって、怒ったような表情を作る。

「で、この呪文……何て読むの？」

　シエラは、ムッとしながらも、陣に尋ねる。陣はズルッとこけた。

「読めない魔法書なんて、役に立たないだろ！」

「だって、アラビア語なんて知らないわよ！　Ｊ・ｓ・ｊ……じゃ、ないわよね」

「これは『ラッムール』って読むんだ」

　陣はこともなげに、アラビア文字を読む。シエラは驚いて、まん丸な目で陣を見つめた。

「どうして読めるのっ？」

「ソロモンの秘宝を探すために、アラビア文字の文献もいっぱい読んだからな」

「あなたって……実は、すごいのね」

　シエラは感心して、思わずため息をついた。さすがに、陣を認めざるを得なくなったようだ。まさかシエラが誉ほめるとは想定していなくて、陣も少し照れを感じ、とまどって頭をポリポリとかいた。

「べ、別にすごかねーさ。辞書引いてるうちに、だんだん覚えただけだから……」

「だって、帰ってからパパに教えてもらうしかないと思ってたのに。それで、これってどういう意味なの？」

「それは……」

　答えようとして、陣は思わず息をのんだ。シエラが、陣をじっと見つめている。まるで宇宙のように深く澄んで輝く、吸いこまれそうな瞳ひとみをしている。

　陣はそのとき、夕ゆう也ややほかの男子たち、それに愛あい花かがシエラのことを誉めそやし憧あこがれている理由が、よくわかったような気がした。たしかに、男子でも女子でも誰だれでも、目の前にいるこの少女に惹ひかれずにはいられないだろうと、はじめて理解できた。

　陣はシエラにのみこまれそうに感じて、彼女を見つめ、立ちつくしたきり動けなくなった。そしてシエラも、陣が固まってしまったので、とまどってしまう。二人とも、次にどうしていいのかわからなくなって、見つめあったまましばらくのあいだ、棒のように突っ立っていた。

　そのとき、ピチョン、ピチョンと水音がするのに気づいて、陣じんは我にかえった。

「何の音だ？」

　陣はきょろきょろする。よく見ると、窓が開いていて、服を引っかけたハンガーが窓枠にかかっている。服から落ちる水滴が、窓のさんに当たって音を立てていたのだ。

「俺おれの服っ？」

　ベッドに脱ぎ散らかしていた、制服のズボンやシャツ、それにパンツまで……汚れ物はいちいちこまめに洗濯するのが面倒なので、まとめて寮の洗濯場にあるコインランドリーで洗濯することにしていた。で、ついつい溜ためこんでしまっていたのだが……。

「ど、どこで洗ったんだ？」

「そこの洗面台よ。なんだかホコリっぽかったから」

「パ……パンツも洗ったのか？　手洗いで？」

　陣の顔が真っ赤になる。そのとき、陣はふと、ハンガーに吊つるされている服の中に、見慣れたジャージの上着があることに気づいた。

「あれっ？」

　陣は思わず目をこする。そう言えばさっき、卵焼きを食べるために学習椅い子すに座ったとき……椅子にかけておいた上着に、気がつかなかった。あわてて目を向けると、やはり上着がない。その瞬間、サーッと血の気が引いた。

「……洗ったのか？」

「見ればわかるでしょ」

「どうして洗ったんだ？」

「だから、ホコリっぽかったって言ったでしょ。あの本の山のせいよね。洗濯なんかしてあげる気はなかったんだけど、せっかくの卵焼きにホコリが入っちゃ嫌だから、先に洗っておいたのよ」

　だが、陣はシエラのことばが耳に入っていなかった。確かめることを恐れるように、震えながら上着を取る。ポケットに手をつっこむと、果たしてそこには、父から送られた手紙が入っていた。よくもみ洗いをされているので、質の悪い紙はボロボロになっている。水性の青いインクは水でにじみ、完全に消えてしまっていた。

「手紙が……！」

　陣は愕がく然ぜんとして、その場に立ちつくす。

「洗濯する前に、ポケットあらためなかったのか？」

「このわたしが、他人のポケットをあさるようなマネ、するはずないでしょ？」

　シエラは自信たっぷりにそう言った。絶望的だ。陣は首を激しく横に振る。

「ポケットをあさるってのは、別に泥棒やスリじゃなくて！　洗濯する前なら、当然だろっ？　ポケットの中のものがグチャグチャになっちまうだろ！」

　陣じんは、ボロボロになった手紙をシエラの鼻先に突きだした。シエラは、ハッとする。自分が失敗した……ということは、理解したようだ。けれど、プライドが邪魔をして、すなおに謝れない。

「ポ……ポケットの中に、物を入れっぱなしにしていた自分が悪いんじゃないのよ」

　腕組みをして、逆に陣を責めるシエラに、陣のボルテージは一気に上がってしまう。

「何言ってんだよ、おまえ！　俺おれは自分の部屋で服を脱いで置いといただけだ、それをおまえが勝手に洗ったんだろ！　人の許可も得ずに！」

「ど、どうしてわたしが、あなたみたいな庶民に、いちいち許可を得なくちゃいけないのよ！」

「自分が失敗したなら、なんでふつうに謝れねえんだよ！」

「なんでわたしが、あなたみたいな庶民に頭を下げなくちゃいけないのよ！　そ、そんなの、たかが紙きれじゃない！」

「これは、親父おやじからの手紙だったんだ。ソロモンの秘宝のことを書いてたかもしれねえんだよ！」

　陣がひときわ大声でどなった瞬間、シエラはハッと口をつぐんだ。

　陣がソロモンの秘宝を探していたことも、今は自分のためにもそれを探してくれていることを、シエラはわかっている。それに、それだけのことでこんなに怒っているわけではなく……たぶん、強がっているけれど、陣がほんとうは両親に置いていかれて寂しい思いをしているであろうことも、自分の家族に同じ思いを抱いているシエラは、何となく気づいていた。本人は気づいていないようだが、だからこそ、ようやく来た両親とのきずなである手紙のことで、こんなに怒るのだということは、誰だれよりもよく理解できた。

　理解できてしまったからこそ、まるで自分のことのように胸が痛くなる。陣の怒りは当然だとわかってはいるし、良心もズキズキと痛んではいたが、でも、どうしても謝ることはできなかった。

「だ……だって、知らなかったから」

　いいわけするのが、せいいっぱいだった。あくまで謝らない彼女に、陣は疲れ果て、ふーっと深いため息をついて、額にかかっていた前髪をかきあげ、低い声で言った。

「おまえの金儲もうけに利用されるのはまっぴらだ。もう帰れよ」

　突き放したような、冷ややかな声だった。今まではどなったりして構ってくれていたのに……見るのも嫌だと言わんばかりに横を向いて、無視されている。

　シエラは怯おびえるように体をすくめ、目をぎゅっとつぶった。無視されることが、こんなに辛つらくガラスのように心を傷つけるものだ……とは、思ってもいなかった。今まで、目立つシエラはいつも他人の注目をあび、彼女を無視する人間など一人もいなかったのだから、なおさらである。

　帰れよ、という陣じんのことばが命令になったのか、シエラは魔法のランプの中に吸いこまれていった。消えていく瞬間、彼女の目に涙が浮かんでいたような気がしたが……頭に血がのぼっていた陣は、あえて無視した。

「あんなワガママ女……呼びださなきゃよかったぜ。もう二度と呼ぶもんか」

　陣は魔法のランプをゴミ箱に投げこんだ。自分で自分の怒りを抑えきれなかった。

　一いち縷るの望みをかけて父からの手紙をもう一度開いてみたが、どうしても読めなかった。

「……やっぱり、ダメか」

　陣は手紙を丸めて、それもゴミ箱の中に叩たたきこんだ。

　天井に、クモがへばりついていた。それは、きのう陣が窓の外に追いだしたのと同じ、紅あかと黒のまだら模様のクモだった。クモは、黒曜石オニキスのように黒光りする八つの目をちらちらと光らせて、全すべてを眺め終えたあと、洗濯物を乾かすために開いたままだった窓から、静かに去っていった。



    

  
    
      




四章　シエラがいない日





　翌日……シエラは、学校を休んだ。

　教室の中で、いつもはそこを中心にして花が咲くように光りかがやいていた席が、ぽつんと空いている。英語のリーダーの授業中……背筋を伸ばして起立した女生徒の朗読の声が、静かな教室の天井を、呪じゆ文もんのようにぐるぐる回っている。

　ほんの一昨日おとといまでは、その存在も気にかけてもいなかった座ざ堂どうシエラ……なのに、今は彼女のいない教室がまるで色を失い、灰色の空間は時を止めてしまったかのように思える。

　朗読の声は耳に入らず、教科書に見入るクラスメイトたちも人形のように生気が無い。彼女がいないと、まるで世界の全てから、魂が抜けてしまったかのようだ。

「陣。今日は珍しく、こざっぱりしてるね」

　夕ゆう也やの声に、陣はハッとする。授業が終わり、週番が黒板を消しているところだった。

「あ……授業、終わってたのか」

「わかるわかる。俺おれも英語の時間は、意識が飛ぶからな」

　夕ゆう也やは笑って、陣じんのシャツのえりをつまむ。

「ゆうべ窓のところに干してた服だろ。やっぱり手洗いは、アイロンかけなくてもパリッとするね。おまえがそんなにオシャレに気を使うなんて、知らなかった」

「あ、いや。これは俺おれじゃなくて……」

「寮のコインランドリーじゃ、シワシワになっちゃうもんね。俺も、できたら手洗いしたいけど……手が荒れたら、ギター弾けないからなぁ」

「そうか。手洗いって……手が荒れるんだな」

　陣は、自分のシャツを見下ろす。アイロンこそかけていないものの、ていねいに洗われ、ていねいに広げて窓辺に干されていた。今まで召使いに何もかもやってもらっていたシエラが、水仕事などしたこともないであろうその白魚のような手で、洗ったのだ。

　ひどいことを言った……と、思った。シエラが、金儲もうけのため……ランプの魔神レベルを上げるためだけに、陣の身のまわりの世話をしていたのではないことを、わかっていたはずなのに。卵焼きを誉ほめられて、シエラはあんなにうれしそうな顔をしていたのに。

「夕也。失言して誰だれかを傷つけちまったことって、あるか？」

　陣はうつむいて、夕也に尋ねる。

「そりゃ何度でもあるだろうけど。それがどうした？」

「その後……仲直りできたか？」

「死ぬまで許さないと言われましたが何か？」

「それ、どれだけ怒らせたんだよ……」

　陣は、肩を落とす。軽い気分で答えた夕也は、陣が何をそんなに暗くなっているのかわからなくて、首をかしげていた。



　学校を休んだシエラは、ベッドの中で絹のふとんにくるまっていた。一日中ベッドから出ないまま、時計は三時を示した。おやつの時間になり、部屋の扉が叩たたかれる。

「失礼いたします、シエラお嬢様。お茶をお持ちいたしましたが、入ってもよろしいでしょうか」

　シエラは、ふとんから目だけ出して、かすれた声で答えた。

「……いいわ」

　扉が開いて、執事のニコライ・パブロフが入ってきた。彼が押してきた金色のワゴンの上には、だるまストーブのような形をした、銀色の湯沸かし器サモワールが載っている。

「朝から何も召し上がらず、ご迷惑かとは存じましたが、お体が心配でしたのでお持ちいたしました。もしかして、花粉症ではと……花粉症には、紅茶が効くそうですので」

「ありがとう。でも、ただの風邪よ」

「紅茶は風邪にも効きます。体もあたたまりますし、風邪の予防に、紅茶でうがいをするほどですから」

　ニコライはサモワールの蛇口を開いてお湯を出し、ティーポットを温めてから、色鮮やかな紅茶を入れた。シエラはベッドの上で身を起こし、ネグリジェの上にショールを羽織る。ネグリジェといってもふんだんにレースが使われた豪華なもので、ドレスのようだ。

「ニコライのロシアンティーは、いつ飲んでもおいしいわ」

　シエラは、メイド手作りのリンゴジャムをスプーンで口に運びながら、熱い紅茶を飲む。青白かった顔色が、暖かい湯気に染まってほの赤くなった。ニコライはポーカーフェイスを装いながらも、ホッとして、片眼鏡モノクルの位置を整えた。

「お部屋に閉じこもっていらっしゃるので、旦だん那な様が心配なさっていましたよ」

「ええ。今は、パパの顔を見たくないの」

　シエラは父を恨む気持ちでいっぱいだった。ランプの魔神の家系にさえ生まれなければ、こんなつらい思いをしなくてもすんだはずなのだ。

　いっそお金なんか無くても、家族で幸せに暮らせればそれでいい。なのに、お金が無ければ家族は崩壊してしまう。このままでは、ランプの魔神になれない。自分はお金も家族も、全すべてを失ってしまう……今すでに、陣じんを失ってしまっただけで、こんなに胸が痛いのに。

　シエラは、両手できゅっと胸を押さえる。朝からずっと、ズキズキと痛んでいた。

「ニコライ。もし、わたしが貧乏の無一文になったら……きっと、あなたも離れていってしまうんでしょうね」

「は？　貧乏の無一文……ですか？」

　唐突な質問に、ニコライは少々面くらって、片眼鏡の位置を直した。そして、ためらうことなく、はっきりと答える。

「いいえ、お嬢様。わがパブロフ家は、代々執事の家系です。古くは帝政ロシアのロマノフ王家にも仕えていた、執事としては名門中の名門です。わたしも生まれながらに、最高の執事となるため、教育されてきました。そして今は、シエラお嬢様のような素晴らしいご主人様に仕えることができ、満足しています。お金に仕えているのではありません。わたくしは、ほかでもないシエラお嬢様にお仕えしているのです。もし万が一、この家が没落するようなことがあれば、お家再興のため、この身を削る覚悟でどこまでもお供いたします！」

　ニコライは、誇ほこらしげに胸を張る。シエラはつらそうに、首を横に振った。

「ありがとう……ニコライは強いのね。わたしにはとても、そんなふうに自分の運命を受けいれきれない……」

「何かあったのですか？」

　心配そうにシエラを見つめて、ニコライは遠慮がちに尋ねる。

「以前、靴箱に虫を入れられたとおっしゃっていましたが……その件で、まだ何か？」

「あ、いいえ。あれは、それきりもう入っていないから大丈夫」

「では……新あら木き陣じん。とかいう同級生のことでしょうか」

　淡々とその名を口にしたニコライに、シエラは驚いて顔をボッと赤くする。

「だ……誰だれよ、それ！」

「おとつい、香か住すみ愛あい花かという女生徒を桜さくら寮にお送りしたとき……シエラお嬢様が彼女に話していらっしゃるのを、ぶしつけながら運転席で、聞かせていただいていたのです」

「あっ」

　シエラは焦って、口を押さえる。どうやら当たりだったようだ、と思ったニコライは、あくまでシエラとの距離を守りながら、静かな口調で言った。

「彼女が中等部の生徒で、めったに顔をあわせる相手ではないと思われたからか、靴箱に入れられた虫の件で親身になって心配してくれた優しい娘だったからか……シエラお嬢様には珍しく、ご自分の心の内を打ち明けて、相談していらっしゃいましたね」

「わ、わたしには珍しくって、どういうことよ！」

「父の代から、このお屋敷にお仕えしております。お嬢様のことはご誕生のころからよく存じあげております。お嬢様は常に、自分の立場に辛つらいほど気を使われ、他人の期待に完かん璧ぺきにこたえ、立派に振る舞おうとされてきました。しかし完璧な人間などいないはずです。それでは、苦しくありませんか？」

　たしかに、ニコライの言うとおりだ、とシエラは思った。陣とは秘密を共有していることもあるけれど……最初からケンカで始まった彼とは、ありのままの自分として話すことができた。もちろんムカムカしたけれど、他ほかの人間に対してムカムカしたことのなかったシエラにとっては、それも新鮮だった。初めて、人間らしい感情を全身から発散することができた。でももう、そんな陣とはきっと永遠に話せない。

　辛そうに背を丸めているシエラを見ていられなくて、ニコライはつい、彼女の肩にそっと手をふれ、優しくなでた。

「どうぞ、わたくしにもご遠慮なく、何でも相談なさってください。わたくしは、お嬢様のお力になりたいのです」

「いいのよ、ニコライ。だって自分の気持ちを全部裸にしてしまったら、守るべき鎧よろいが無くなってしまう。傷ついたら、二度と立ち上がれなくなってしまうもの」

「鎧が重すぎても、二度と立ち上がれなくなってしまいますよ」

「傷つくよりはましだわ」

「あの愛花と言う娘に、おっしゃっておられましたね。クラスに、自分を無視している……本ばかり読んで自分の存在に気づいてすらいない男子がいると。そんな男子は今まで一人もいなかったので、気になっていると。そのことで、何かあったのですか？」

「あ、あれは……だから」

　シエラはとまどいながら、うつむく。まさか、愛あい花かが陣じんの幼なじみだったとは思ってもいなかったのだ。さいわい、愛花はシエラが話したことをそれほど重大なことだとはとらえていなかったらしく、陣には話していなかったようなので、ひとまず安心したのだが。

「お気持ちはわかります。シエラお嬢様は華麗な花のように、黙っていても人の注目を集めてしまうお方。そのお嬢様のことが目に入らない人間など、よほどの変わり者です。もしかして彼に嫌われているのだろうか、何もしていないのに何か自分が嫌われるようなところがあるのだろうか……と彼女にお尋ねされていましたが、お嬢様ほどの完かん璧ぺきなお方が、他人に嫌われることなどあろうはずがございません。安心なさってください」

　ニコライは、精一杯のフォローを入れてくれる。

「シエラお嬢様よりも考古学の本にばかり興味があるということは、その男子は恐らく、理想の女性のタイプがミイラか何かなのでしょう。彼がそのような素すっ頓とん狂きような美意識を持ってしまっているのですから、どうしようもないことです」

　ニコライは、自分を励まそうとして一生懸命になってくれている。彼はいつもそうやって心配してくれるから、だからこそ、シエラは相談できなかった。愛花のように、後腐れのない相手ならともかく……自分のことを本気で心配してくれるであろうニコライに、心配をかけたくなかった。

「そうね……」

　物わかりの良いふりをして、シエラは無理にほほえむ。

「ありがとう、おいしかったわ」

　元気なふりをして、カップを返す。もう出て行ってほしい、ということだと、ニコライは承知している。けれどシエラが心配で、いちおう確認してみた。

「おかわりはよろしいですか？」

「ええ、ごちそうさま」

　無理ににっこりと笑ってそう言うことばが、ニコライは寂しかった。シエラは誰だれにも相談できず、一人で迷いつづけるばかりだということが、わかっていたから。

「では、失礼いたします。何かありましたら、すぐにお申しつけください」

　後ろ髪を引かれながら、ニコライは一礼して、ワゴンを押し部屋を出る。そこに、メイド長のメアリーが立っていた。メアリーは腕組みをして、少し怒っているようだ。

「ミスター・パブロフ。使用人たちが探していましたよ、命令してくださらないと仕事が進まないと」

「ああ……すみません、ミス・サバント。ありがとう」

　小さく頭を下げてメアリーの横を通りぬけようとしたとき、ふと、彼女がささやいた。

「女主人の世話は、メイドの仕事。あなたほどの執事が越権行為とは」

「これはどうも……お嬢様の運転手をしている行きがかり上、つい。あなたの仕事の領域をおびやかすつもりではありません、ミス・サバント」

「ひとつ忠告しておきましょう。……もちろん、由緒あるロマノフ王家に仕えていた執事の血筋であるあなたなら、わたくしが言うまでもないことですが」

　メアリーの目が、鋭く光ってニコライを見つめる。

「わたくしたちは、使用人です。主人と使用人は、決して身分の違いを超えてはいけない。主人との恋愛はご法度……それが、執事やメイドの絶対の掟おきてですよ」

「わ、わかっています、そんなことは！」

　ニコライは、白い顔を赤くして怒る。ニコライが逆上するほど、メアリーは、なおいっそう冷ややかな視線を彼に向けた。

「あら。ミスター・パブロフでも怒ることがあるのですね。感情を表に出すなど、使用人としてあるまじきこと。イギリス王家に仕えていたご先祖様の時代から代々伝わっている、わがサバント家の家訓です」

「い、いえ。怒っているわけでは」

　ニコライは、あわててもとの無表情に戻そうとするが、うろたえてしまってうまくいかない。このままではボロが出ると思い、ニコライはあたふたとその場から逃げ去る。その背中を見ながら、メアリーははじめて氷のような表情を動かして、フッと笑った。

「からかいがいのある男性ですね。ロシアの執事など、しょせん由緒あるメイドの聖地、わがイギリスの足もとにも及ばないことを思い知らせてさしあげましょう。このわたくしとは、使用人としての格が違うということを……大英帝国の誇ほこりにかけて！」

　メアリーは、くるりときびすを返した。エプロンドレスが勇壮に、そして優雅にひらめく。そして彼女は、彼女の戦場である次の仕事場へ向かって、雄々しく歩いていった。



　そのころ、紅茶を飲み終えたシエラは、体が温まって少し眠くなっていた。

　ふとんにくるまってうつらうつらしていると、ベッドの横にあるサイドテーブルの上に置いてあった携帯電話が鳴った。発信元の電話番号に、シエラは見覚えが無い。

「何かの勧誘かしら？」

　シエラはふとんを頭からかぶって、無視しようとした。しかし、いつまでたっても電話は鳴りやま無い。ついに根負けして、シエラはしかたなく電話に出た。すると、静かな男の声が響いてきた。

『今日は欠席だったな、ランプの魔神』

　ギクッ、とシエラの顔がこわばる。シエラがランプの魔神だということを知っているのは、父と陣じんの他ほかにいないはずなのに。

「あなた……誰だれなの？」

　シエラは震えながら携帯電話を両手で持ち、ベッドの上に正座して尋ねた。電話の向こうでは、笑い声がひびくばかりだ。

『おまえのランプは今、わたしの手元にある……と言ったらどうする？」

「え？　な、なぜあなたが持ってるのよっ？」

『このランプをこすって、今すぐに、おまえをわたしの召使いにもできるのだ。そうだな……なるべくたくさんの人間の目にふれるよう、学校の中で呼びだしてみるのも面おも白しろい』

「じょ……冗談じゃないわ！　そんな恥さらしなマネ……でなくても、誰だれだかわからない人間の召使いになるなんてお断りよ！」

『そう言うだろうと思った。それに、とちゅうでランプの持ち主が変わるのも良くないことだ……レベルがゼロに戻り、魔法書の呪じゆ文もんも全すべて消えてしまうからな』

「どうしてそんなことまで知ってるのっ？」

『おまえを呼びだせば、おのずとわかることだ……わたしが誰か、ということもな』

　カチャッ、と金属音が聞こえた。ランプの音かもしれない、と思い、シエラは慌あわてて、携帯電話にすがりつく。

「ま、待って！　お金ならいくらでもあげるから、ランプをこすらないで、返してっ！」

『そんなに、わたしの召使いになるのは嫌か？　新あら木き陣じんごときの、どこがいいのだ？』

「あ……新木陣って」

　シエラの顔が、今にも火を吹きそうなほど真っ赤になる。

「別に、あいつの召使いにだって、なりたくないわよ！　せ、せっかく上げたレベルがゼロになるのが嫌だから……そんなことより、ランプを返してよ！」

『ならば今夜十二時、学校に来るがいい』

「そんな遅くに家を出られないわ。メアリーは厳しいし、運転手のニコライだってもう寝てるわよ」

『十二時になったら、ランプをこする。それで、おまえはわたしの召使いになる……永遠にだ。わたしがおまえの頭をなでぬかぎり、おまえは永遠に帰れない。わたしのそばから離れられないのだ』

「な、何考えてるのよ！　そんなこと、まっぴらだわ！」

『では、学校に来ることだ』

「どうして、わたしにこんなことするのよ！　何の恨みがあるの？」

『恨み……といえば、恨みかもしれぬ。愛しているからこそ、憎いということもある。わたしの恋文を、おまえは読まずに捨ててしまっただろう』

「恋文ってラブレターのこと？　そんなのもらったこともないわ、人違いじゃないの？」

『……とにかく、学校で待っているぞ』

「ちょっと待ってよ、そんな一方的に……！」

　シエラは叫さけんだが、そのときにはもう携帯電話は切られていた。シエラは呆ぼう然ぜんとして、携帯電話をじっと見つめる。ランプが陣じんの手から他人に渡った……ということが、信じられなかった。でたらめかもしれない。けれど、それにしては誰だれも知らないはずのことを知りすぎている。

　確かめるのは怖かった。しかし、確かめずにはいられなかった。シエラは焦る心をおさえかねてベッドから立ちあがり、サイドテーブルに置いた金色の呼び鈴を振る。すぐに、メアリーがメイドをもう一人連れてやってきた。

「お呼びでしょうか、お嬢様」

「外出するわ」

「かしこまりました」

　メアリーはうやうやしく頭を下げる。彼女はシエラの髪をブラシで梳とき、メイドはクローゼットから着替えを取ってきて、シエラを着替えさせはじめた。

　シエラは着せ替え人形のようにじっと立ちながら、陣のことを考えていた。誰にもメイド姿を見られたくないと言ったのに、ランプを他人に渡すなんて、彼がそんなことをするなんて信じたくなかった。腹が立つというより、ひたすら悲しかった。

　メイドたちにかいがいしく身支度をととのえられながら、シエラは辛つらいため息をついた。



　長い指が、携帯電話をぱたりと閉じた。

　シエラに電話をかけていた人物……それは、近衛右京近衛このえ右う京きようだった。制服姿の右京は、生徒会室で椅い子すに深く腰かけ、涼しげに整った顔に、邪悪な笑みを浮かべていた。会長の机の上には、魔法のランプが置かれていた。

「会長！　いらっしゃいますか！」

　気ぜわしいノックの音とともに、副会長・氷ひ室むろ江え利り子こが駆けこんできた。

　二年生の江利子は背が高く、モデルのようにスマートだ。顔立ちはいささか冷ややかすぎるが、そのためか、シャープなデザインの眼鏡がよくにあう。セミロングの髪も、大人っぽく落ちついた印象だ。右京は、何くわぬ顔で江利子に声をかけた。

「どうしたのだ。バタバタとして、きみらしくないぞ」

「重大な問題です、直接ご報告しなくてはと思いまして」

　江利子は右京の机に手をつき、身を乗りだして、かみつくような勢いでうったえた。

「橘たちばな寮の二〇四号室の男子が、一年生の座ざ堂どうシエラを室内に連れこんでいるんです！　明らかに寮則違反です！」

「フッ……まさか」

　右京は鼻で笑う。江利子は、机を両手で強くバンと叩たたいた。

「本当です、会長！　わたしがアルバイトをしているピザ屋に、よく座堂シエラが特別メニューの注文をしてくるのですが……ゆうべ、その届け先を、橘たちばな寮の二階の真ん中の部屋にと！」

「その部屋にいるのは、彼女の級友の新あら木き陣じんと宇う多た田だ夕ゆう也やだ。新木は昨日、罰則として夕食抜きだったから、同情した座ざ堂どうが差し入れでもと考えたのだろう」

「いえ、そんな雰囲気ではありませんでした！」

「もしきみが言うように新木たちの部屋にいたのなら、出前など取るはずがないだろう。女人禁制、食料の持ち込み禁止は、寮生なら誰だれでも知っていることだ」

「会長は……いえ、わが学園の生徒全般に言えることですが、座堂シエラを誤解しています！　今まで、誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようと思われそうで言うのをためらっていましたが……女のカンでわかるのです。彼女は決して、皆が思うようなマドンナではありません。あれは、猫をかぶっているだけです！」

　江え利り子こはこぶしを振りあげて力説するが、右う京きようは、興味なさげに無視する。

「ありえない話だ」

「人の上に立つ者が、個人的感情で物事を認識するのは良くないと思います」

　思いつめたような目で見つめる江利子に、右京は訝いぶかしげに尋ねた。

「個人的感情？」

「男女七歳にして席を同じゅうせず、と常におっしゃって女子との間に距離を置いている会長ですが、座堂シエラにだけは……。彼女に、恋文を送られましたね？」

「な、何をバカなことを！」

　とまどった右京に、江利子はさらに鋭く切りこんでくる。

「会長室の掃除をしていたときに、見つけたのです」

「勝手に読んだのか？」

「……副会長として、会長のことは、どんなことでも知っておきたくて」

「フッ……きみだけは、ほかの愚かな女子とは違うと思っていたのだがな」

「ち、違います！　これは愚かな嫉しつ妬となどの感情ではなく……！」

「出て行きたまえ。これ以上、わたしを失望させないでくれないか」

　右京は、冷ややかに部屋の外を指さす。江利子はぐっと息をのみこみ、何も反論できなくなって、小さな声でつぶやいた。

「……それなら、証拠をつかんでごらんに入れます。座堂シエラの化けの皮をはがして、会長の彼女への執着を消してさしあげますわ……」

　江利子は、会長室から飛びだした。が、ちょうど廊下をトコトコ歩いていた少年にぶつかり、江利子は倒れた。

「あ痛いたっ！」

「あっ、姉さん！　大丈夫？」

　ぶつかった相手は、大きな目も髪型も全体にくりくりした印象の弟・啓けい太ただ。ド近眼の江え利り子こは眼鏡を落として、何も見えなくなってしまう。

「メ、メガネメガネ……」

「ここだよ、姉さん」

　啓太は眼鏡を拾い、江利子の顔にかけてやった。床に座り、子犬のような目で、心配そうに江利子の顔をのぞきこんでいる。

「ごめんね、急いでて……」

「いいのよ。啓太こそ、ケガしなかった？」

　江利子は姉らしく冷静に眼鏡の位置を整えながら、優しい声で尋ねた。

「うん。ぼくは全然……」

「良かった、大事な啓太に何もなくて。啓太に何かあったら、姉さん……」

　江利子は、啓太をぎゅっと抱きしめた。背の高い江利子の腕の中に、小柄な啓太はすっぽりとおさまってしまう。啓太は照れくさくて、困惑する。

「あ、あの、姉さん。姉さんのアルバイトの数、減らせるかも」

「え？　どういうこと？」

「姉さん、自分は奨学金を取って遠い実家から通ってるのに……ぼくが勉強に集中できるよう、夜遅くまで働いてぼくを寮に入れてくれてるでしょ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなの、当然じゃない。啓けい太たは男の子なんだから、好きなだけ勉強して、自分が望む進路を取ってほしいのよ。そのためなら姉さん、いくらでも働くわ」

「そのあとで深夜まで勉強するから、姉さん、すっかり目も悪くなっちゃって……」

　啓太は、ちくんと痛む胸を押さえる。

「でも、ぼくが模範的な寮生になれるようがんばったから、寮長が寮費免除の推薦をしてくれるかもしれないんだ。その話を寮長に、聞きにきたんだよ」

「まあ、模範的な寮生？　すごいわ、さすが姉さんの自慢の弟ね！」

　江え利り子こは啓太をもう一度抱きしめると、彼の制服のホコリをはらい、髪をなでて整え、袖や服のすそなどをピンと引っぱって、身だしなみをきちんとしてやる。

「これでよし。じゃ、行ってらっしゃい。会長に失礼の無いようにね」

「うん、ありがとう」

　啓太はすなおにうなずいて、会長室に入った。右う京きようは、啓太に目を向ける。

「待っていたぞ、氷ひ室むろ。今、推薦書を書いたところだ」

「あ、ありがとうございます、寮長！」

　啓太は喜んで、右京の手から封筒を受け取る。ふと、机の上にあった魔法のランプを見て、啓太は右京に尋ねた。

「あの、寮長。そのランプですが……寮長のご命令で、新あら木き先輩の部屋から勝手に持ちだしてきましたが……良かったのでしょうか」

「当然だ。私物の持ちこみは絶対禁止だからな」

「しかし、いくら寮長のご命令とはいえ……先輩の留守中に、無断で私室に忍びこむというのは、やっぱり良くなかったのではないかと思うのですが」

「寮では、寮長の命令と判断は絶対だ。疑問に思う必要はない。それが模範的な寮生というものだ、氷室」

　右京は、啓太の肩に手を乗せる。そしてふと、声をひそめてつぶやいた。

「おまえの姉は、珍しく座ざ堂どうシエラを嫌っている人間で、使いものにならないが……どうやら、おまえは使えそうだな」

「は？」

「氷室。座堂シエラをどう思う？」

「シ、シエラさんですかっ？」

　啓太の顔が、ボッと赤くなった。姉である江利子と違い、彼は他ほかの生徒同様、すなおにシエラに憧あこがれているようだ。

「そ、その……美しい方だと思います。今まで、あんなに綺き麗れいな人を見たことがありません……あ、もちろん、うちの姉は別ですけど」

「彼女に告白したいか？」

「とんでもない！　世界が違います、みんなそう言ってます。シエラさんはマドンナです、遠くから憧あこがれて見ているだけでじゅうぶんなんです。誰だれか一人のものにするなんてそんなこと、許されませんよ」

「告白して断られる公算が大きすぎるので……リスクを冒おかしたくないのだな」

「え……いや、そんなつもりじゃ」

「よくわかるぞ、プライドが傷つけられ、自分自身の人格すら否定された気になる」

「な、何の話ですか？」

「恋する気持ちは、理性では抑えきれるものではない……。欲しいものは遠慮なく手に入れるがいい、ということだ」

　その瞬間、右う京きようの体が青白く光った。目を開けていられないほどのまぶしさとともに、キュウウウン……という甲かん高だかい音が頭の中にひびく。啓けい太たは思わずひざをつき、頭をかかえた。

「割れる！　頭が割れちゃう！」

「そうだ。自分の心を理性から引き離せ。顕在意識が抑えつけている潜在意識を解放することで、人間は本来持っている何倍もの力を得ることができる」

　啓太は頭の中の激痛に耐えかねて、ずっと悲鳴を上げていた。だが、ある一瞬に、急に静かになる。崩れるように床に倒れた啓太の目は、光を失っていた。

「……シエラさん……」

　啓太は何も考えず、その名だけをつぶやく。右京は、ニヤリと笑った。

「来るがいい、座ざ堂どうシエラ。あの男を連れてくるがいい……」

　幽霊のように、啓太は立ちあがる。右京は青白く輝きながら、低い笑い声を立てていた。



　同じころ、陣じんは学校の帰り、またあの「アルフライラ」に立ち寄っていた。

　たいていいっしょに帰るはずの夕ゆう也やが見当たらなかったので、ここにいるかと思って来たのだが、いなかった。

「ヘイお待ち！」

　あいかわらず気き風ふうの良いアルフが、大盛りのペルシャカレーを持ってきた。マンホールのふたのような皿の上に白ごはんがてんこもりになり、ザクロが入った甘酸っぱくてスパイシーなカレーがたっぷりかかっている。青野菜サブズイのサラダも、たっぷりつけられている。

「あ、いや。俺おれは夕也を探しにきただけで……それに、今金欠だし」

「だから持ってきたのさ、こいつは十分以内に食べればタダなんだ。モリモリ食べな、うちのペルシャカレーは天下一品だよ！」

　アルフは陽気に、陣の背中を勢いよく叩たたいた。

「それに、たっぷり食べてまるまると……」

「まるまる？」

「あ、いや」

　アルフは口を押さえる。押さえた指のあいだから、タラッとよだれが垂れている。陣じんは眉まゆをひそめた。

「……おまえ。もしかして、俺おれを食おうとしてねえ？」

「してねえしてねえ！」

　あわてすぎたアルフは、ついオウムがえしになる。そう言えば店主も女将おかみも、何となく怪しい目でこちらを見ている。

「帰る」

　不穏な空気を感じて、陣は立ちあがった。

「あっ、待ちな！」

　あわててアルフは陣の襟えり首くびをつかまえ、後ろからしがみつく。のしかかられた陣は顔から床に倒れ、周りで食べていた客がびっくりしてざわざわする。アルフは着やせするタイプなのか、下じきになった陣の背中に、ふっくらした胸が押し当てられた。が、床に激突した顔が痛くて、とてものんびりそんなことを考えている余裕などない。

「何すんだっ、いてーな！」

「まあまあそう急がずに、ゆっくり食われ……じゃない、食わせ……じゃない、食って行きなよ」

「二回も間違えるぐらい食いたいのか！　っていうか、なんで人間を食うんだよ！」

「いや、人間を食べるわけじゃなくて」

　アルフは暴れる陣を体の下に敷きこんで押さえつけていたが、ふと、彼の左の鎖さ骨こつにある固いグリグリにふれて、ハッと動きを止めた。

「これは……！」

　アルフが一瞬止まったすきに、陣はあわてて彼女の体の下から脱出する。

「あ、ちょっと待ちな！　あんた、肩に何かできてるよ！」

「リンパが腫はれてんだよ、じゃあな！」

　陣じんはアルフを振りほどく。店から逃げ出そうとしたとき、入り口がガラッと開いて、シエラが飛びこんできた。

　陣は、びっくりして息をのむ。ケンカ別れしてしまった彼女が目の前にいることもだが、初めて見る彼女の私服にも。最高級のシフォンジョーゼットをたっぷり使った、ひらひらとフリルや花飾りがいっぱいの、薄いピンク色の……まるで、花の妖よう精せいのような服だった。

「シエラ様！」

「座ざ堂どうだ！　私服だ！」

　周りにいた学生たちがどよめく。みんな、彼女に見とれてポカーンとしている。シエラは倒れている陣じんの前にしゃがみこみ、不安に痛む胸を押さえながら尋ねた。

「……あなた、ランプを誰だれかに渡した？」

「え。ランプ？」

　陣は、驚いて目をぱちくりする。ふと、アルフが横から首をつっこんできた。

「ランプって何のことだい？」

「あ、いや、ちょっと」

　陣はシエラの肩を押しながら、そそくさと店を出る。

「待ちなって言ってるだろ！　ったく、もう……カレーはどうするんだい！」

　アルフが、陣の背中に向かってどなった。

　店の外に出た陣はシエラの腕をつかみ、人目につかないよう、建物と建物の間の細い路地に連れこんだ。シエラはムッとした顔で、陣の手を振りはらう。

「痛いわね！　なれなれしくわたしにさわらないでよ、庶民！」

「人前で、何考えてんだよ！　魔法のランプのことは誰にも秘密だって言ったのは、自分だろっ？」

「あ、あなたが秘密を破ったんでしょ？　ランプを誰かに渡したでしょ！」

「目を開けたまま夢を見るのが得意なようだな」

「わたしが邪魔だから、誰かに押しつけたんでしょっ？」

「たしかに邪魔だけど！　けど、おまえが他ほかのやつにメイド服姿見られるのは恥だって言ってたから、ランプの魔神だって秘密も守ってるし、ランプだって誰にも渡してねーよ！」

「だって実際、ランプを手に入れたってやつから電話があったのよ！」

「疑うなら、寮に来いよ。ランプを見せてやるよ！」

「ええ、見せてもらいたいものね！」

　売りことばに買いことばで、シエラはどなった。



　橘たちばな寮の前で、シエラは待った。寮生たちが、窓という窓から顔を出して、ざわざわする。

「おい、どうして座ざ堂どうが寮の前にいるんだ？」

「やべー。私服もかわええー」

「新あら木き陣といっしょに来たって、どういうことだ。あの一年！」

　寮生たちの間に、噂うわさと憶測、そして憧あこがれと嫉しつ妬とが入り混じる。

　陣は自分の部屋で、ランプを投げこんだゴミ箱の中を探していた。だが、どんなに探しても、魔法のランプは無い。ゴミは全部残っているから、ゴミ収集に出してしまったわけではない。どこかうっかり別のところに置いたのだろうか……と、部屋じゅう、ベッドの中まで探したけれど、どこにも無かった。

　陣は青ざめて、寮から出てくる。じりじりして待っていたシエラが、待ちきれずにタタタッと陣じんに駆け寄ってきた。

「おい、あの一年、座ざ堂どうとしゃべってるぞ！」

「俺おれなんか、まだ一度も話したことがねーのに」

　寮生たちの視線がちくちくと陣の背中に刺さっていた。陣は、彼らから見えないところまで移動してから、息をのんで、シエラに打ち明ける。

「悪い。ランプを失なくしちまった」

「失くしたですってっ？」

　シエラは驚いて、陣の両腕をつかみ、引っくりかえった声で叫さけんだ。

「どういうことよ！　あの狭くて物もない部屋の中で、どうやって失くせるのっ？」

「俺にだってわからねーよ！　ゴミ箱の中にブチ込んだんだ。二度とおまえなんか呼びだすもんかと思ったから！」

「何ですって？　あれぐらいの可愛かわいい失敗で、わたしを金輪際呼びださないつもりだったの？　そのうえ大事なランプをゴミ箱に捨てるなんて、つくづく心の狭い庶民ね！」

「どうやら、反省の色がまったく無いようだな……」

「ゴミ収集に出したんじゃないの？」

「いや、他ほかのゴミは、ゴミ箱の中に残ってたんだ。つまりランプは、おまえに電話をかけてきたやつが盗んだってことだろ？　寮の中に泥棒がいるってことだ、大問題だぜ」

「泥棒なんかより、わたしのほうが大問題よ！　わたしに電話をかけてきた、そのイカレポンチは……」

「お嬢様がイカレポンチかよ」

「ことばづかいに気をつかってられる場合じゃないのよ！　そのイカレトンチキは、わたしを呼びだして、そのままぜったいに頭をなでないって言うのよ」

「それじゃ、一人前のランプの魔神になってご主人様から独立、ができねーじゃん」

「それ以前に、満足ゲージがたまるから、家に帰れるのよ？　頭をなでないなら満足ゲージがたまらないから、わたしは永遠に帰れない。部屋の中からすら出られないわ！」

「監禁される……ってことか」

　陣は、やっと事態のほんとうの重大さを理解する。

「それに、もし公衆の面前で呼びだされたら……みんなに、わたしがランプの魔神だってばれるのよ。あの恥ずかしいメイド服姿を見られてしまうのよ、そんな恥をかくぐらいならその場で舌を噛かんで死ぬわ！」

「それもいいアイディアだが、他にも方法があるだろ？」

「地球破壊爆弾を買ってくるとか？」

「あと、ランプを取りかえすとか」

　激しすぎるシエラを、陣は冷静に抑えようとする。

「夜十二時に、学校に来たら返してやるって言われたけど」

「典型的な罠わなっぽいな」

「門限もあるし、夜中にウロウロするなんて……」

「だな。変質者とか怖いもんな」

「じゃなくて！　お化けが出たら怖いじゃない！」

　シエラは真っ青な顔で叫さけんだ。どうやら本気のようだ。両手のこぶしをぎゅっと握りしめ、力いっぱいうったえている。陣じんの目が点になり、思わずぷぷっと吹きだしてしまう。

「……お化け？　信じてるのか？　意外にガキっぽいんだな」

「目の前にランプの魔神がいるのに、お化けを信じないほうがどうかしてるでしょ！」

　笑われたシエラは、水まんじゅうのように頬ほおをぷうっとふくらませて怒る。

「それに、そんな正体不明の気持ち悪いやつに一人で会いに行くなんて、何されるかわからないじゃない。そもそも、誰だれかさんが魔法のランプを失なくさなければ、こんな思いすることもなかったんだけど……」

　ちらり、とシエラは含みのある視線を陣に向けた。陣は苦い顔をして、しばらく無視していたが、あまりにもシエラがちらちらチクチクと見つめるので、しらばっくれていられなくなり、ガックリと肩を落とした。

「……わかった。ランプを盗まれた俺おれのせいだもんな……いっしょに行ってやるさ」

　そのことばを聞いて、シエラはホッと胸をなでおろす。だが、うれしいと言うのもしゃくで、腕組みをしてプンと上を向き、

「そうよ。全すべてあなたのせいなんだから、男らしく責任は取ってもらうわよ」

　と、居い丈たけ高だかに言った。面倒なことになりそうで、陣は深いため息をついた。



    

  
    
      




五章　狂きよう月げつのマジュヌーン





　暗い夜空に、ぽっかりと青い満月が浮かんでいた。

　時間は十一時……約束の時間には、まだ一時間ある。深夜の学校はしんと静まりかえっていた。灯あかりは全すべて消えて、真っ暗だ。

「おかしいな」

　陣じんは学校を見て、開口一番、そうつぶやいた。

　シエラは、一度家に帰って時間を待ち、ふたたび戻ってきていた。ひらひらのワンピースではもしものときに困るので、動きやすいスパッツに着替えている。陣も私服に身を包んでいた。シエラはお化けが怖くて、陣の背中にぴたっとくっついている。

　彼女の細っこい体のあちこちがどうも背中に当たっているようで、陣は気になるのだが、それを指摘すると「何考えてるのよ！　このスケベ！　変態！　庶民！」とののしられるのは目に見えている。というか、シエラの声ではっきり耳に聞こえてきそうな気さえする。なので黙って、あくまでも気にしないように自分に言い聞かせていた。

　シエラは、陣にくっついたまま尋ねる。

「おかしいって、何が？」

「深夜でも警備員が巡回してるはずだ。窓の中に、懐中電灯の灯りが見えるはずなのに」

　校門の鉄てつ柵さくに手を当てると、ゆっくりと開いた。陣は驚いて、手を引っこめる。

「開いてるぜ」

「わたしたちが来るから？」

　ごくり、とシエラは息をのむ。陣は警戒しながら校門の中に入った。シエラがその腕をつかんで、後ろからおそるおそるついてくる。さすがに歩きにくくて、陣は彼女に言った。

「おい、腕をつかむなよ」

「つ、つかんでないわよ！」

「じゃあ、指を曲げて強く持ってるだろ。歩きにくいから、はなせよ」

　陣はシエラの手を振りほどこうとするが、シエラは振りほどかれまいとして、彼の腕にぎゅっと、コアラのようにしがみついてきた。シエラの、細っこいけれど柔らかい体が、陣の硬い腕に押しあてられる。陣は、ドキッとした。

「失礼ね、抱きついてるだけよ！」

「あーもー、よけいに動きにくいぜ！」

　二人がかみつきあっていると、背後で校門がガシャーンと閉まる。ギョッとして振りかえるが、誰だれもいない。押してみても、びくともしない。

「……想定の範囲内ではあるけど、閉じこめられたみたいだな」

　低い笑い声がどこからか聞こえてきた。シエラは怖くなって、さらに陣じんにぴとっと密着する。ぽっかりと浮かんだ月を背に……校舎の屋上に、人影が見えた。長い髪をなびかせ、すらりとした長身がたたずんでいる。近衛右京近衛このえ右う京きようだった。陣は、怪け訝げんそうに目を細める。

「寮長……何してんだ？」

　そう言えば、彼は夕食の時間にいなかった。幹部寮生たちも夕ゆう也やも、他ほかにも何人かが門限だというのに戻っていなかったことを、陣は思いだす。右京は、制服のままだった。

「予想どおりだ。何もかも召使い任せで、一人では何もできない娘……一人では来ないと思っていたぞ」

　よく通る声でそう言いながら、魔法のランプを手に取り、高く差しあげる。

「あっ、ランプ！　じゃあ、電話をかけてきたのはあいつなのね！」

　シエラは陣の背後に隠れたまま、屋上の右京をビシッと指さした。

「あなた、名前は忘れたけど……たしか、生徒会長でしょ！　生徒会長が、人のものを泥棒してもいいと思ってるわけっ？」

「寮長、これはどういうことなんだよ！」

　陣もうったえる。右京は、フッと冷ややかに笑った。

「十二時までに、ここまで上がってくるがいい。そうすればランプを返してやるし、でなければ……」

「わたしに、あなたの奴ど隷れいになれっていうんでしょう」

　シエラは気丈に、キッと右京をにらんだ。

「まっぴらよ！　待ってなさい、そこから引きずりおろしてやるわ！」

「急に元気になったな。お化けが怖くなくなったのかよ」

　口をはさんだ陣に、シエラは背後にかくれたまま断言する。

「もちろんあなたが行くのよ、庶民」

「意外な展開にびっくり仰天だぜ。また人を使いっぱさせるつもりか？」

「当然でしょ。今のわたしはランプから呼びだされてないんだから、あなたの召使いでもないってこと。ということは、わたしが命令する人、あなたが命令される人ってことよ」

「今、最後の部分でたくみに論点のすり替えが起こった気がするが」

「いいからお行きなさい！」

「わたしを放ほうったらかしか。大した度胸だな」

　ぱちん、と右京は指を鳴らす。すると、百人を軽くこえる生徒たちが、校庭にわらわら出てきた。高等部も中等部も、男女ともいるが、一番多いのは高等部の男子だ。陣とシエラは、ギョッとして彼らを見まわす。

「な、何だ、こいつら？」

　甲かつ冑ちゆうのようなプロテクターをつけたアメリカンフットボール部の男子たちが、陣じんたちの前に壁のように立ちはだかる。ヘルメットの中の彼らの目は、焦点を失っていた。

「シ……シエラ……。ザドウ……カワイイ……カワ……イイ……」

　ゾンビのようにフラフラしながら、彼らは両手を上げてシエラのほうに向かってくる。シエラは気味が悪くて、陣の背中にぎゅっとしがみついた。いくらシエラがワガママでも、男子たるものこの状況で取るべき行動は、ひとつだ。陣は、ちょっと嫌々ながら、バッと両手を広げて立ちはだかった。シエラはそんな陣をハッと見あげて、頬ほおを赤くする。

「ガアア！」

　突然、大男たちが獣のような声を上げて、陣に猛タックルをかけてきた。身長二メートル近い大男たちにぶつかられて、中背やせ型の陣は、はね飛ばされてしまう。

「わー！」

「きゃああ！　庶民！」

　吹っとばされた陣を見てシエラは悲鳴を上げ、駆け寄ろうとする。だが、彼らは後ろからシエラの腕をつかんで止め、自分たちのほうに引きよせた。シエラは怒ってもがくが、相手は大男ぞろいだ。非力な彼女の細っこい腕では、抵抗したところでびくともしない。

「何よっ、あなたたち！　はなしなさい、無礼者っ！」

「ザドウ……カワイイ。ザドウ……スキダ！」

　彼らはいっせいに、シエラの上に覆いかぶさってきた。

「きゃああああ！」

　シエラの悲鳴が、彼らの体の下に消える。ちょうどスクラムを組んだような状態だ。吹っ飛ばされた陣が、ガンガン痛む頭を押さえながら身を起こし、あわてて駆け寄った。

「おい、おまえら何してる！　座ざ堂どうから離れろ！」

　彼らの体の下から、シエラの苦しそうなうめき声が聞こえる。彼女を助けるため、陣は大男たちを引っぱって引きはがそうとする。だが、中背やせ型の陣では大男たち相手にどうにもできない。満月を背に、右う京きようは笑った。

「むだだ。今のその者たちには、理性が無い」

「どういうことだ？」

「月の光は人を狂わせる。抑えられた心を解放し、本来の欲望をむきだしにする。遠慮、思いやり、優しさなどは消え去り……人間の本能である、嫉しつ妬とや憎悪につき動かされる。その者たちは、彼女に憧あこがれていたが、理性のしがらみに縛りつけられ、その思いをおもてに出すことはできなかった。わたしが、そのくびきを解といてやったのだ」

　月ばかりでなく、右京の体そのものも、青白く光って見えた。陣は眉まゆをひそめる。

「催眠術でもかけたってことかよ？」

「月の光……と、言ったはずだ」

「わけわからないことばっかり言ってるんじゃねえ！」

　陣じんは校庭のすみに立てかけてあった整地用のトンボを取ってきて、スクラムを組んでいる大男たちの背中にガンガンと打ちつけるが、全く効果がない。

「むだだ。その者たちは、座ざ堂どうシエラに焦がれるほど憧あこがれている。抑えつけられつづけた心が解放されたのだ……少々のことでは、離れんよ」

「なんで座堂にこんなことするんだっ？　おまえも座堂が好きなんじゃねえのかよ、他ほかの男子にさわらせていいのかよっ？」

「好き……だと？　フン、たしかにこの男はそうらしいが……な」

　右う京きようは鼻で笑った。彼が何を言っているのかわからなくて、陣はとまどう。シエラのうめき声は、弱くなっていった。スクラムの中でいったい何をされているのか……陣は心配でたまらなくなり、大男たちの背中のあいだにトンボの柄の部分をはさみこんで、こじあけようとした。だが、わずかな隙間もあけられず、柄がボキッと折れてしまう。シエラのうめき声が、聞こえなくなった。陣の顔から、サーッと血の気が引いた。絶体絶命だ……。



　そのとき、闇やみの中に鋭い声がひびいた。

「目ェ閉じな！　行くよっ！」

　何事か確認する前に、その声の勢いにつられて、陣は思わず目をふさぐ。次の瞬間、

「ブシューッ！」

　と、何か噴きだすような激しい音がした。

「ぐおおおお！」

　うなるような悲鳴をあげて、シエラにかぶさっていた大男たちが顔をおおい、ごろごろと転がる。その下からシエラが現れる。体を丸めて倒れ、ゴホゴホと咳せきこんでいた。陣は、あわてて彼女を抱きおこす。

「大丈夫かっ、座堂！　何かされたのかっ？」

「……臭くさい」

「え？」

「汗臭いのよっ！　あのユニフォーム、いつ洗ったのっ？　息が詰まるかと思ったわ！」

「……臭かっただけかよ」

　陣は、呆あきれながらもホッとする。どうやら、我先にとシエラに飛びかかるあまり、本当にスクラム状態となってしまい、互いに押し合いへし合いしてつばぜり合いをするばかりで、肝心のシエラには誰だれも手を出せなかったようだ。シエラはカッとして、陣にどなる。

「だけかよって、何なのその態度は！　もっと早く助けなさいよっ！」

「助けてもらっておいて、すがすがしいぐらい態度がデカいねえ」

　そう言いながら近づいてきたのは、アルフだった。消火器を小こ脇わきにかかえ、背中には背負子しよいこで追加の消火器を何個も背負い、腰にもガンベルトのように小型の消火器を巻いて立っていた。シエラは驚いて、大きな目をぱちくりとする。

「あ、あなたは……カレー屋の！」

「この期におよんで間違えない！　カレー屋じゃなくて、ペルシャ料理屋だよ！」

　アルフはシエラにかみついた。大男たちは消火剤が目に入り、激しい痛みにもだえて七転八倒している。アルフは校舎を指さして、威勢良く言った。

「ほら、行くよ！　ランプを取りかえすんだろ！」

「そうよ！　がんばりなさい、庶民！」

　シエラは相変わらず、他ひ人とごとのように命令して、陣じんの背中をどんっと突いた。陣はよろよろっと倒れそうになる。アルフは、そんな彼女の腕をぐいっとつかんだ。

「あんたも来るんだよ。ご主人様を手伝わなきゃだろ！」

「なっ？　こ、こんな庶民、ご主人様なんかじゃないわよっ！」

　シエラは、反射的にかみついた。陣は不審そうに、アルフに尋ねる。

「どうして、そのことを知ってるんだ？　まさか、おまえも……」

「バカだねえ。あたしが敵なら、わざわざ助けに来るはずないだろ？」

　アルフは、陣の頭をスパーンと叩たたいた。どうやら、お盆を持っていなくても手の早さには変わりないらしい。屋上の右う京きようは、憎々しげに顔をゆがめた。



    

  
    
      



    

  
    
      「うぬ……あの娘は……！」

　校舎から、さらに生徒たちがぞろぞろと出てくる。その中には、氷ひ室むろ啓けい太たもいた。

「あいつ、俺おれにおにぎりをくれなかった中等部の一年だ。寮に戻ってなかったやつらは、ここにいたのか……だとしたら、夕ゆう也やも？」

　生徒たちはみんな、先ほどの大男たちと同じように、シエラを狙ねらってくる。

「グフグフグフッ……ザ、ザドウ……チョーカワイイ……」

「こいつらもかよ！　いったい、どうしちまったんだ？」

「姦かん淫いんの妖よう魔ま、マジュヌーンさ」

　ぺろり、とアルフは舌なめずりしながら、新しい消火器を取る。姦淫、というのは、固い言いかたをすれば、道徳に反した、不潔な男女関係を結ぶことだ。シエラはぞっとして、聞きなおした。

「か……姦淫の妖魔って何？」

「匂においがしたから、てっきり最初は陣じんがマジュヌーンなのかと思って、後をつけてたんだけどね。『鍵かぎ』なら、話は別さ」

「『鍵』って、何のことだ？」

「ランプの魔神を封印したり外に出したりする『鍵』のことだよ」

　そのとき生徒たちが襲いかかってきたので、アルフは話を途中で切りあげ、ふたたび消火剤をぶちまけた。

「話は後だ、ランプを取りかえしにいくよ！」

　アルフは二人を率いて、校舎の中に駆けこんだ。右京は屋上からその様子を見下ろし、片手に持った真剣を、ゆっくりと鞘さやから抜きはなつ。彼は、青ざめていた。

「まさかシャムシールの娘が合流するとは……。いや、だがまだ校舎の中には手下どもがいる。それに万一ここまでたどりついたところで、この男が負けることはあるまい。たとえシャムシールが手に入ったところで……やつにはまだ力が無い」

　銀色の刀身が、月光を受けて冷たく輝いていた。



　陣たちは屋上に向かって駆けあがる。校舎の中にも生徒たちがウヨウヨしていて、階段を次々に降りてくる。そんな彼らを、三人は消火器でどんどん倒していく。

「わからないことだらけだわ！」

　消火器が重くて、ふうふう言いながら、シエラが悲鳴を上げた。

「この人たち、いったいどうしたのよ？　あなた、いったい何者なのっ？」

「あんたがランプの魔神の家系に生まれたように、あたしはシャムシールの魔神の家系なのさ」

「シャムシール？」

　と、夕ゆう也やが階段の手すりを乗りこえて飛びおり、アルフの背中にしがみついた。

「わ！」

　アルフはとっさに階段の手すりを持ったので倒れずにすんだが、夕也がしがみついたせいで背負子しよいこのベルトが切れ、消火器がガラガラッと階段を転がり落ちた。

「夕也！　やっぱりおまえも操られてたんだな！」

「ザドウ……カワイイ……チューシタイ……！」

　夕也はシエラに飛びかかり、押したおした。シエラの細い体を無理矢理抱きしめ、唇を近づけてくる。シエラは夕也の頭をぽかぽか殴りながら、逃れようとして必死にもがいた。

「やめなさいっ、無礼者！」

「ザドウ……フワフワ……プニプニ……ヤワラカイ……」

　夕也はシエラの胸に頬ほおをこすりつけた。シエラは真っ赤になって、夕也の頭を自分から離そうと、両手でつかんで思いっきり腕をつっぱる。だが、非力な彼女ではかなわない。

「嫌っ、変態！　助けて！」

「夕也、正気に戻れよ！」

　陣じんは夕也の肩をつかみ、シエラから引きはがす。先ほどの大男軍団に比べれば、ギターより重いものを持ったことがなさそうな夕也一人が相手というのは、かなり楽勝だ。遺跡の発掘などで、山登りをしたりショベルで土を掘ったりして鍛えている陣の腕力で引っぱられると、夕也は飛ばされてしまい、壁に背中を打ちつけた。

「大丈夫か、座ざ堂どうっ？」

　陣はシエラを背後にかばうようにして立つ。シエラは大男軍団や夕也に襲われて、きれいに梳とかした髪はボロボロにもつれ、可愛かわいい服も土で汚れた上、あちこち破れてしまっていた。彼女は半べそで、ボタンがちぎれてしまった胸もとを隠そうとして手で押さえる。

　壁にぶつかった夕也はしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、陣に顔を向けると、その顔を見る見る憎悪にゆがめ、爪つめと歯をむいて、今度は陣に襲いかかってきた。

「うわ！」

　陣は押したおされてしまう。もちろん陣にはキスしようとするわけでなく、鋭い爪で喉のど笛ぶえをかき切ろうとしてきたのだ。陣は夕也の両手首をつかんで、必死に抵抗する。

「ゆ……夕也っ？　なんでおまえが俺おれを襲うんだよ？　寮の部屋を本だらけにしてたのを、そんなに恨んでたのかっ？」

「マジュヌーンのせいさ。この小娘を愛する心は、ひっくり返すと嫉しつ妬とになる」

　アルフの言葉に、陣は信じられない気持ちで夕也を見つめた。彼の目は赤く光っている。

「俺を殺したいぐらい嫉妬してるって？　このボンヤリしてる夕也が？」

「マジュヌーンは人の心の負の部分を、何倍にも増幅するからね」

　アルフはそう言って、陣じんに覆いかぶさっている夕ゆう也やの髪を後ろからぐいっと引っぱった。

「ウガッ？」

　夕也が一瞬ひるんだすきを見逃さず、陣は倒れたまま彼の腹に足の裏を埋めた。

「悪い、夕也！」

「ギャッ！」

　夕也は獣のような悲鳴を上げてふっ飛び、階段をゴロゴロッと転がり落ちた。アルフは満足そうにニヤッと笑い、シエラは目をぱちくりして、陣を見あげる。

「つ、強いのね……庶民のくせに」

「一対一なら、何とかな」

　陣は階段の下でのびている夕也を見おろす。

「アルフ。操られてるあいだの記憶って、あるのか？」

「ううん、マジュヌーンが人を操るには、その心を深層意識の底に押さえつけるから、本人は眠ってるのと同じ状態さ。どうしてだい？」

「良かった。ちょっと強く蹴けりすぎたから、友情にひびが入るところだった」

「マジュヌーンは、人の心の中の欲望につけこんで、人を狂わせ思いのままに操るんだ。恋する人間には嫉しつ妬とを植えつけ、貧しい人々には富や資源の略奪をささやいて、犯罪や戦争を起こさせる。早いとこあいつを止めないと、この町は無法地帯にされちまうよ」

　アルフは階段の上をキッとにらむ。階段の下からは、ざわざわと、生徒たちが上がってくる物音がした。陣はギョッとする。

「また来やがった、上にあがるんだ！」

「ま、待って。わたし、いつも自動車通学でそんなに体力が……」

　シエラは、階段を駆けあがったせいで、すでに足が棒のようになっていた。

「あともう少しだろ、がんばれ！」

　陣はシエラの腕をつかんで励まし、ぐいぐい引っぱって階段を駆けあがる。シエラは力強く引っぱる陣の手のたくましさに頬ほおを赤らめ、焦りながら怒った。

「な、なれなれしくわたしの手にさわらないで、庶民！」

「今そんなこと言ってる場合じゃねーだろ！」

　アルフは一番最後から、追いすがってくる生徒たちに消火剤を吹きつけて食いとめつつ、上がってくる。

　校舎は三階建てである。陣たちは三階まで上がり、屋上まであと一歩……というところで、上で待ち受けていた幹部寮生たちが襲いかかってきた。

「ガアアア！」

　彼らは、竹刀しないを振りあげてきた。アルフは、腰のベルトにつけていた小型の消火スプレーを取りだし、彼らの顔に吹きつける。

「くそっ、これで消火器は終わりだよ」

　幹部寮生たちは倒れたが、復活してきた生徒たちがまだまだ階段の下からやってくる。

「早く上がるんだ！」

　陣じんは、屋上に向かう階段を駆けあがる。シエラとアルフも、その後からついてきた。



　屋上にいた右う京きようは、気配を感じて、ゆっくりと振りかえった。屋上に上がってくる階段部分の塔とう屋やの、鉄の扉がバーンと力強く開かれた。

「……来たな」

　右京は邪悪な笑みをうかべ、刀をぺろりと舐なめる。陣の後ろにシエラが隠れ、アルフは扉を閉めてかんぬきをかけた。追いすがってきた生徒たちが扉を叩たたいて、ガンガンと不気味な音がひびく。

「寮長！　何がいったいどうなってんだ？」

　陣は鋭くどなった。アルフが、口をはさむ。

「寮長じゃないよ。マジュヌーンだ」

「さっきから、いったいそれ何なんだよ？」

「妖よう魔まだよ。聖せい櫃ひつの妖魔……アークダイモンの一人さ」

「パソコンの説明書より不親切な説明だな」

「妖魔に取りつかれて、理性を失っているんだよ」

「寮長みたいな理性のかたまりまで、そんなにあっさり操られちまうのか？」

　それを聞いて、右京は……いや、右京に取りついた妖魔は嘲あざけるように笑った。

「この男が理性のかたまりだと？　理性ではなく、見み栄えと臆おく病びようさ、そして劣等感のかたまりだ。その娘に恋焦がれながら、ふられてプライドを傷つけられたり、他人の笑い者になるのが怖くて言いだせず、だがその反面、他ほかの男たちは最初から高たか嶺ねの花とあきらめて告白もしないその娘に、自分なら受け入れられるはずという自信もあり……恋文を送ったが、読みもせずに捨てられた」

「ひでー。座ざ堂どう、お高くとまるにもほどがあるぜ」

「自業自得だね」

　陣とアルフに同時に責められて、シエラはあわてて否定する。

「わたし、そんなことしていないわ！　外ヅラがいいことには、自信があるんだから！」

「あけすけなご意見だな」

　シエラが初めて部屋にきた日に、夕ゆう也やが『寮長は最近機嫌が悪いから、覚悟しとけよ』と言ったのを陣は思いだした。右京は、シエラに振られたから、機嫌が悪かったのだ。

　でも……たしかに外ヅラのいいシエラがラブレターを捨てたりするはずがない、と陣は思う。だとすると、右京の勘違いと逆恨みだろうか？　陣は念のため、妖魔に尋ねた。

「ラブレターって、どうやって渡したんだよ」

「平安時代の貴族がそうしたように、古風に、和歌をしたためて、木の枝に添え、靴箱に入れたのだ。いつもつけている橘たちばなの香から、自分だとわかるように橘の枝を」

「橘の枝？」

　シエラは、それに覚えがあった。ハッとして、口を押さえる。

「じゃあ、嫌がらせに芋いも虫むしを入れられたと思った、あれは……っ？」

「ああ。橘って柑かん橘きつ類だから、アゲハの幼虫つくんだよな」

「ふつう、あんなのがラブレターだなんて思わないわよ！　捨てても仕方ないわっ！」

「まーな……自分の趣味を押しつけるにも、あるていど一般常識の範囲内でないと」

「そんなことは、恋に目がくらんだ男にはわからない。まして今まで、女とつきあったことも、興味を持ったことも無かったのだからな」

　右う京きようは……いや、右京の中のマジュヌーンは、右京を示して冷ややかに笑う。

「プライドがくじかれ、愛情が復ふく讐しゆう心と執着心に入れかわった。その弱さにつけこめば、心の中に入りこむのはたやすいことだ」

「プライドって……だって、手紙は読んでないのよ？　あなただから断ったとか、そんなわけじゃないじゃない！」

「恋に目がくらんだが最後、冷静さは無くなってしまう。自分の存在そのものを全否定されたと思いこみ、何が何でも自分の存在を認めさせることしか、もう考えられないのだ。ランプを手に入れ、おまえを手に入れることしかな」

「力ずくで好きにさせたってムダよ、よけいにむなしくなるだけよ。だって、お金で買える愛はニセモノだもの！」

　ビシッと指さして言い切るシエラに、陣じんがつぶやく。

「……俺おれがおまえの親父おやじに言ったセリフのパクリじゃん」

「う、うるさいわねっ！　言ったもの勝ちよ！」

「今度、著作権法について話し合おうじゃないか」

「本物の愛とニセモノの愛の違いがわからなくなる……それがわたしの魔力。心狂わせる月の光、マジュヌーンの力」

「最低だね。そうやって、おまえたちアークダイモンは人間を堕だ落らくさせるんだ」

　アルフは人差し指をカギのように曲げて、右京に向けてくいくい動かし、挑発する。

「そこから出な！　食ってやるよ！」

「食う？　……おまえ、俺のことも食おうとしてなかったか？」

「あたしたちの家系は、妖よう魔まが主食なんだよ。あんたがランプの魔神を継いだように、あたしは妖魔を狩って食わなきゃ、レベルが上がらないだけじゃなく、飢うえ死にしちまうのさ。この能力も子供に伝わるから、あたしの離乳食はおかゆとかじゃなく、両親がそのへんで取ってきた低級妖よう魔まだったよ」

「食うって……どうやって？」

「砂糖と醤油でたきこむのでないことは、たしかだね。アブラカダブラって言ってみな」

　そのとき、右う京きようが刀を振るった。

「させぬ！　月アルカマル！」

　刀が月光を反射した。青白い光は刀身を走って、切っ先から飛びだし、三日月の形をとって回転しながら、弾丸のように飛んでくる。

「危ない！」

　陣じんたちは、塔とう屋やの裏に逃げこむ。青白い三日月の刃やいばが塔屋の扉にドカドカドカッと轟ごう音おんを立ててぶつかり、鉄製の扉をボコボコにゆがませた。狙ねらいが外れた刃が塔屋の横をすりぬけ、屋上を囲むコンクリート製の柵さくにぶつかった。柵が砕けて、破片が飛び散る。

「きゃっ！」

　シエラは思わず顔をおおう。陣がとっさに、彼女の背に半身をかぶせてかばった。

「大丈夫かっ？」

「え、ええ……」

　陣の真剣な目に、シエラはドキッとする。アルフが、塔屋の陰から右京のようすをうかがいつつ、陣に言った。

「マジュヌーンは直接手をくださず、人の心を操って悪事を働かせるヘタレ妖魔だ。あたしに食われるのが怖いから、接近戦は避けるだろう。今のうちだ、早くアブラカダブラって言うんだよ」

「ちちんぷいぷいとかアブラカダブラとか、そんな間抜けな呪じゆ文もん、言いたくねーって！」

「失礼だね！　アブラカダブラはメソポタミア文明の古い神の名だし、ちちんぷいぷいってのは智ち仁じん武ぶ勇ゆうの意味だ。ちゃんと意味があるんだよ」

「ちじんぶゆう？」

「智ち恵え・仁愛・武勲・勇気。王者に大切な四個の資質さ」

「魔法のランプは中近東のもののはずなのにどうして日本語の呪文なの？」

　訝いぶかしげにシエラが尋ねた。アルフは右京の動きを気にして、じりじりしながら答える。

「日本語っていうか、漢字だよ。孔子こうしの論ろん語ごに『仁義礼智』って言葉が出てくるだろ。智仁武勇も、まあその仲間だよ。魔法のランプは、中国にあったからね」

「アラビアの話じゃなかったのっ？」

「アラビアン・ナイトを読んでないのかい？　アラジンの話は中国が舞台で、魔法のランプも中国に埋まってたんだ」

「アニメのイメージが強すぎて、てっきり、中近東の話だと思いこんでたぜ」

「ソロモン王の時代から二千年のうちに、シルクロードを通って中国まで流れついたんだよ。そのあいだに呪じゆ文もんも、アラビア語から中国語に変わったってわけさ」

「なるほど……で、アラビアン・ナイトが書かれた時代からさらに千年経たって、ランプが日本にまでやってきたのか。もしかして、ソロモンの秘宝も？」

　陣じんはつぶやく。アルフはうなずいた。

「そうさ。千年前、秘宝は中国に運びだされた……それから、ランプといっしょに『ソロモンの鎖さ骨こつ』もね。ソロモンの鎖骨は、封印された妖よう魔まを支配するのに必要だから」

「ああ、知ってる。妖魔を操るための本だろ？」

「いや。本じゃなくて……」

　アルフが言いかけた、そのとき、飛んできた三日月がクルッと回って、陣たちのほうに向かってきた。三人は「わっ」と叫さけんであわてて頭をかかえ、縮こまる。三日月が、ドドドッと塔とう屋やの壁に突き刺さった。アルフが叫ぶ。

「手探りで撃ってきてる！　そのうち当たるよ、早く呪文を！」

「せめてもうちょっとカッコいい呪文を……」

「しのごの言ってる場合じゃないでしょ、庶民のくせに生意気よ！　何だかわからないけど早くしなさい、命令よっ！」

　焦ったシエラが陣の胸ぐらをつかんでブンブン振った。陣は頭がガクガクしながら叫ぶ。

「だ、だからなんでおまえが命令する立場なんだよ！　わかったよ、アブラカダブラ！」

　陣はヤケクソになって叫んだ。右う京きようは鼻び梁りように深くしわを寄せる。

「しまった……！」

　アルフの全身が白銀に輝き、その姿がシュウッと細くなったかと思うと、銀色の剣となって転がった。月のように反りかえった刀身……シャムシールと呼ばれるペルシャの剣だ。陣は驚いて、きょろきょろする。

「ア、アルフっ？　どこに行ったんだ？」

『物わかりが悪いね、これがあたしだよ！』

　剣から、ひびくように声が聞こえてきた。陣は、剣を拾いあげる。片手でも持てそうなほど軽い剣だった。陣は、何が起こっているのか今ひとつ理解できず、呆ぼう然ぜんとしている。

『ほら、ぼんやりしてずに戦うんだよ！　あたしが先導してやるからさ！』

　剣がアルフの声で叫んだ。屋上の床の上に落ちた塔屋の影の上に、もうひとつ影が重なる。見あげると、右京が塔屋の上にいた。真剣を振りあげて、陣に飛びかかる。

「ちっ、シャムシールを手に入れたか！　だが、今のきさまならば恐るるに足りぬわ！」

　陣はとっさに、真剣をシャムシールで受ける。日本刀とシャムシール、どちらも刀身に反りのある、斬きりおろすタイプの剣だ。剣が、陣に語った。

『いったんこの姿になったら、アークダイモンを食べるまでもとに戻れないんだよ。あんたがやっつけられたら、「アルフ」は永遠に行方不明になるってわけさ』

「せ、責任重大じゃねーか！　そういうことしたいなら、剣道部のやつにくっつけよ」

『ふつうの人間にアークダイモンは倒せないからね』

「俺おれだってふつうの人間だぜ。剣道は授業でちょっとやっただけだし……」

『大丈夫。あたしがフォローして、戦ってやるからさ』

「それでも、あの寮長に勝てっこねーだろ！」

『あたしのカンは当たるんだよ』

「カンって何だよ？」

『ソロモンの鎖さ骨こつが、どこにあるかって話さ』

「い、今この状態で、古文書の話なんかしてる場合じゃねーだろ！」

『とにかくがんばりな。あたしはせっせと他ほかのアークダイモンを食うことでしか、剣の魔神ゲージを上げられないんでね』

「寄生虫みたいなもんか」

『女の子には、もっと言いかたを配慮しなっ！」

　斬きりかかってくる右う京きようを、陣じんは何とか受けとめる。剣が陣の体を操って戦ってくれるので何とか渡り合えはするが、妖よう魔まは剣道部主将の右京にとりついているだけあって、圧倒的に技量が違う。右京の攻撃を受け止めるだけで精一杯で、火花が飛び散り、乾いた金属音がひびく。シエラは両手を胸の前で組み、ハラハラしながらその様子を見守った。

「がんばりなさい、庶民！　そんなやつ、コテンパンにやっつけて！」

「勝手なこと言うなよ、おまえも手伝え」

「掃除でもしましょうか？」

「役立たず！」

　そうこうしているうちに、陣は右京の猛攻に力負けして、後ろによろけた。右京はニヤッと笑って、大上段に斬りかかってくる。

「やはり、今のきさまらの未熟な力量では、恐るるに足りなかったな！　死ぬがいい！」

「くっ……！」

　陣は受け止めようとするが、剣がひどく重くなって動かない。意思を持った剣は、持ち主を引っぱって戦う反面、恐怖にすくんだりすると著しく戦闘力が下がり、足手まといにすらなるのか……と、陣は初めてその両面性に気づいた。

「何やってんだアルフ、動けよ！　どうしたんだ！」

　陣は必死になって大声で叫さけんだが、剣はあくまでも沈黙していた。

「死ね！」

　右京の剣が、陣の上に振りおろされた。ガッ、と刃やいばが硬いものを斬ったような不気味な音が月夜の空にひびく。血がパッと散った。シエラは、愕がく然ぜんとして立ちつくした。

「う、うそ……っ」

　左の鎖さ骨こつを斬きられ、陣じんは血を吹きあげて倒れた。その姿が、まるでスローモーションのようにゆっくりと、シエラの瞳ひとみにうつった。

「庶民！」

　シエラは陣にすがりつく。陣の傷口からどくどくと血が流れだし、顔色は真っ白になって、ぴくりとも動かない。必死に陣を揺さぶって、シエラは叫さけんだ。

「庶民、起きなさいっ！　ランプを盗まれたのはあなたの責任でしょ、責任を果たさずに死ぬなんて許さないわ！　許さないんだから！」

　シエラは彼を揺すったり、頬ほおに往復ビンタを食らわせたり、しかしどうしてもだめだとわかると、彼の上に伏せ、わっと声を上げて泣きだした。

「わたしのせいだわ！　わたしが、ランプを取りかえしてくれなんて頼んだから！」

「クックク……あっけないものだ」

　シエラの背後に右う京きようが立った。シエラは両目を涙でいっぱいにして、キッと振りかえる。

「この悪魔！」

「間違ってはいないな。わたしは聖櫃の妖魔アークダイモンだ」

　右京は、ふところに入れていた魔法のランプを取りだす。シエラは鋭く叫んだ。

「どうやってランプを盗んだの！」

「ランプの匂においがしたので、ずっとあの部屋を探していたのだよ。ガラクタだらけで探しおおせなかったが、片づいたおかげでな……」

「探してた？」

「おまえはわたしのことを、見るのも嫌と言った。失礼にもほどがある」

　そのことばを聞いて、シエラはギョッとする。

「あのときのクモが、あなただったのっ？」

　シエラは胸を押さえた。自分たちのすぐそばで敵が狙ねらっていたと知って恐ろしく感じる反面、陣がランプを他人に渡したわけではないとわかり、こんな状況なのにホッとした。

「じゃ、やっぱり殺しておけばよかったんじゃない。何が益虫よ、害虫をやっつけるならクモに頼らなくても殺虫剤を買えばいいんだもの。ほんと、庶民は貧乏性なんだから！」

「わたしの勝ちのようだな、座ざ堂どうシエラ。もう、おまえに用は無い。永遠に、わたしの奴ど隷れいにしてやろう……そのチンケな少年よりは、いい主人だろう？」

　右京は、ランプをこすろうとした。だがその瞬間、シエラはばねのように飛びだし、右京に体当たりするようにしてランプを奪う。シエラがそんなに俊敏な動きをするとは読めず、右京は驚いて一瞬、躊ちゆう躇ちよした。その一瞬にシエラは、ランプを両手で持ち、ヘッドスライディングするように、倒れている陣の手に強くこすりつけた。

「しまっ……」

　右京は腕で顔をかばう。ぼわんっ、と紫色の煙がランプから上がり、煙の中からメイド服姿のシエラが現れた。

「悪魔のくせに、このわたしのご主人様になろうだなんて百万年早いのよ！　わたしには、自分でご主人様を選ぶ権利があるんですからね！」

　シエラは、エプロンのポケットから魔法書を取りだした。最初のページに、Ｊ・ｓ・ｊ……に似た文字が、書いてある。右う京きようは顔をゆがめ、シエラに斬きりかかってきた。

「予定変更だ、やはり殺す！」

「何て読むんだったかしら……ええと……」

　焦ってど忘れしてしまう。右京の真剣が振りおろされたが、シエラは「きゃっ」と悲鳴を上げつつ、とっさに魔法のランプをかざして攻撃をふせいだ。カーン、と音がひびく。

「こしゃくな！　今度こそ……」

　右京はもう一度、斬りかかってくる。刃やいばがシエラの頭にあと五センチと迫ったその瞬間、彼女の頭の中で記憶がはじけた。

「そうだわ……『ラッムール』だわ！」

　そのことばが彼女の口から出たとたん、屋上にザアッと音を立てて風が吹いた。ざらつくようなその音は、風の中に砂が混じっているせいだった。立ちのぼる砂は右京を包みこむ。シエラは自分がやったことながら驚いて、長い髪を風になびかせながら立ちすくんだ。

「す、すごい……ほんとに魔法が使えた……！」

　ラッムールがどんな魔法なのかわからず不安だったが、いちおう相手に効いているようだ。右京はその場に、バタッとうつぶせに倒れた。シエラはギョッとする。

「こ、殺しちゃったっ？」

　シエラはドキドキしながら、生死を確認するため、抜き足差し足で右京に近づく。

「ぐう」

「あ、寝てるだけなのね」

　シエラはホッとして胸をなでおろした。右京は小さくいびきをかいて、子供のように熟睡しきっているようだ。そのとき、右京の背から青白い煙がボウッと立ちのぼった。

「なっ、何なのっ？」

　シエラは驚き、後ずさる。青白い煙は闇やみにただよいながら形を取り、直径五メートルはあろうかという、千本の触手と千の目を持ったイソギンチャクのような姿になる。あまりに気味の悪い姿に、シエラの全身が鳥肌立った。

「こ……これがマジュヌーンの正体っ？」

『味なまねをするな。宿しゆく主しゆの体が行動不能になれば、戦えなくなると知ってのことか』

　しゃがれて不気味な声だった。実際は、ラッムールの呪じゆ文もんしか知らないし、その効用も知らなかったのでたまたまだったのだが、シエラははったりをきかせてどなる。

「そ、そうよ！　わたしの魔法なら、あなたなんか一瞬で粉々よ！」

『それほどまでに魔力が上がっているとは、思っていなかった。では……次は、おまえの体をいただくとするか』

　マジュヌーンはグフグフと笑い声を立てて、ゆっくりとシエラの上に降りてくる。そう出るとは予想していなくて、シエラは後ずさった。

「い、いただくって……」

『スレイマンの指ゆび環わを封じたとはいえ、その仲間を放ほうっておくわけには行かぬからな』

「スレイマン？」

『魔術師の王、あるいは王にして魔術師』

「意味が全然わからないわよ！　どうして、わけのわからないことばっかり次々起こるのよ！　わたしはふつうの女の子でいいのよ、魔法なんか要いらない……お金だって要らない。パパとママさえそばにいてくれれば、それでいいのに」

　けれど、魔法がなければお金がなくなり、お金がなくなれば母親は離婚してしまう。そのことはシエラにも、つらいほどよくわかっている。

『フッ……冥めい土どの土産に教えてやろう』

「誰だれがメイドよ！」

　シエラはカッとしてどなった。マジュヌーンの千の目が、怒りにピクッとひくついた。

『……この期に及んでボケをかますとは、けっこう余裕だな。それとも天然か？』

「し、失礼な化け物ね！」

『スレイマンとは、アラビア語でソロモンのことだ。ソロモンの指環は、われわれアークダイモンを聖櫃アークに封印できる……』

「アーク？」

『失われたアーク、契約の箱。奴ど隷れいとなっていたイスラエル人たちを率いてモーゼがエジプトを脱出するときに、預言者モーゼがシナイ半島のシナイ山で神から与えられた石版、そこに刻まれていた十の戒律……十じつ戒かい』

　モーゼと聞いてシエラは、昨日体育館の裏で陣じんに聞いた話を思いだした。

『イスラエルの首都エルサレムの中心であるエルサレム神殿……その中にダビデはペリシテ人から取り返した、十戒の石版が入った聖なる箱アークをおさめ、法と秩序を保っていた。だがイスラエル分裂後、ユダ人によって再建されたエルサレム神殿がバビロニア人によって再び破壊されたとき、アークに封印されていたダイモンが解放されたのだ』

　マジュヌーンは、触手を波打たせながら語った。シエラは、呆ぼう然ぜんとして立ちつくしている。わずかも動くことのできない彼女を見て、マジュヌーンは千の目を細め、笑った。

『ふふふ……あまりの恐ろしさに、返事もできぬか？　ダイモンとは霊魂、人の心にひそむ、理性の底の霊のことだ。本能のままに行動するそれは、往々にして社会生活に適応せぬ悪心だった……そのため神はそれらのダイモンを十戒として石版に刻み、アークに封印したのだ。アークが破壊された今、われわれダイモンは自由……戒められた十の悪行が野にはなたれたのだ。唯一の神を否定し、偶像を崇拝し、神の名を騙かたり、安息日を破り、父母を敬うやまわず、殺人、窃せつ盗とう、偽証、たかり、そしてこの私マジュヌーンの姦かん淫いん……それらが地上に溢あふれる、われらの支配する楽土となったのだ！』

「すう」

『すう？』

　マジュヌーンはシエラを注視する。目を開き、立ったまま、シエラは眠っていた。

『寝ておるのか！』

「まさか。すばらしいお話に真剣に聞きいって、集中しすぎていたみたいですわ、先生」

『先生？』

「ぐう」

『さては、ふだん授業中に自動的に答えておるな、この要領のいい良い子ぶりっこが！　今は授業中ではないぞ、起きぬかっ！』

　マジュヌーンは触手を伸ばす。先が吸盤のようになった触手がシエラの頭にペタペタとくっついて、ぶんぶんと揺すった。シエラはハッとして目を開く。

「あら、意識が飛んでいたわ」

『いい度胸だな。せっかくの冥めい土どの土産を……』

　そのとき、シエラそっくりの声がどこからか聞こえてきた。

「では、冥土の土産に聞かせてもらうわ、おまえたちはどこから来たの？　アークはどこにあるの？」

　えっ、とシエラはきょろきょろする。マジュヌーンはイライラしているようすで、千の目のまぶたをピクピクさせた。

『こら。人に聞いておいて、いきなりそっぽを向くとは、どういうしつけだ！』

「いえ、わたしじゃなくて……」

『体を乗っとるより、プチ殺したい気分になってきたので、ほんとうに冥土の土産をやりたいところだが……残念ながら、わたしもアークの場所はわからぬのだ。それがわかれば、すぐにでも木こっ端ぱ微み塵じんにできるのだが……こうやってな』

　マジュヌーンの無数の目が、青白く光った。キュウウウン……と、甲かん高だかい音がシエラの頭の中にひびきわたる。頭が割れそうに痛む。

「きゃああああ！」

　触手が、水を通したホースのように蠢しゆん動どうし、シエラの全身にからみついた。触手がまだふくらみ始めたばかりの胸の上を這はい、腰をまさぐり、細い腕や白い足を強く締めあげる。首に巻きついた触手を解ほどこうとしてシエラは力を入れるが、ますます強く締めつけられて息が苦しくなった。シエラは酸素を求めて口をぱくぱくさせながら、かすれた声で叫さけんだ。

「や……やめなさい、この化け物！」

『ここまで来ても命令口調か、立場がわかっておらぬようだな。八つ裂きにされれば、少しはおとなしくなるか？』

　手首と足首にシュルッと触手が巻きつき、四方に強く引っぱった。シエラは、まるで磔はりつけにされたような姿になる。関節がきしんで、手足がもげてしまいそうだ。すさまじい痛みに、シエラは天をあおいで叫さけぶ。痛々しい悲鳴は、もはや声にならなかった。

　そのとき、白銀の光が闇やみを斬きり裂いた。ドカッ、と重い音がして、剣が叩たたきつけられる。

『ウギャアアアアア！』

　マジュヌーンはたて方向に深く斬られ、恐ろしい悲鳴をあげた。青緑色の体液を吹きだしながら、触手をじたばたさせてもだえ苦しむ。シエラの頭から触手が離れ、剣を持った人影がスッと屋上に立った。

　そこにいたのは、陣じんだった。服は袈け裟さがけに斬られたまま、破れている。血も流れてはいるが、ぴんぴんしていた。

「庶民！」

　シエラは目をかがやかせて陣に駆け寄り、うれしさのあまり背中から抱きつく。そのすなおな喜びや柔らかさに、陣はまだまだ不慣れで、とまどった。

「生きていたのね！　どうして傷が治ったのっ？」

「助けるのが遅れて悪かった、アルフのやつが止めて……。どこか割れてないか？」

　陣は、シエラの頭をさわる。シエラは真っ赤になって、ズザッと退しりぞいた。

「ななななな馴なれなれしくさわるんじゃないわよっ、この庶民！」

「よし。ムカつくほど大丈夫みたいだな」

「か、勘違いしていたらいけないから念のため言っておくけど、あなたのことなんかこれっぽっちも心配してなかったんだからね！　ほんとよ！」

　シエラは赤くなったまま、必死に叫んだ。陣はげっそりした顔で、ため息をつく。

『アークの場所がわからないなら、もうあいつに用は無い。陣、やっちまっていいよ！』

　剣のアルフが鋭く言いはなった。そのときシエラは、さっきアルフが自分の口真ま似ねをしたのだと気づいた。

「あなた……アルフとか言ったわね！　アークのありかを聞きだすために、わたしを見殺しにしようとしたっていうこと？」

『お嬢様の退屈な毎日に、ちょっぴりスパイシーなスリルをプレゼントしただけさ』

「頭が爆発しかけて、どこがちょっぴりスパイシーよ！」

『死んだとばかり……たばかったな！』

　マジュヌーンが、苦しげに叫んだ。

「そっちこそ、益虫だと思ってつぶさずに逃がしてやったのに、恩を仇あだで返しやがって。クモにも、セアカゴケグモみたいにブッつぶさないといけないヤツもいるってことだよな！」

　陣じんはマジュヌーンに、握った右手を向ける。その中指に、六ろく芒ぼう星せいの模様を刻んだ黄金の指ゆび環わが光っていた。マジュヌーンは体液をしたたらせながら、千の目を大きく見開いた。

　全すべての目からまばゆい光が、爆発するようにほとばしる。

『だが、だが〈指環〉はまだ目覚めたばかり、わたしが負けるはずはない！　その娘に思いを寄せる者どもの欲望のダイモンを得てふくれあがったわが力、きさまらごときヒヨッコに敗北するはずがない！』

　マジュヌーンの体から千の触手が一気に伸びだし、陣に向かって嵐あらしのように殺到する。悲鳴を上げたシエラの前に、陣は雄々しく立ちはだかった。

「下がってろ、あとは俺おれがやる。ってーか、アルフがやる」

『油断すんじゃないよ、最終的にはあんたの力が必要なんだからね！』

「しょ、庶民のくせに生意気よ！　何なのよ、指環って！」

『陣の鎖さ骨こつの上にあったグリグリの中に、指環が入ってたんだよ。寮の部屋に積んでた本の中に、ランプといっしょに潜んでたみたいだね。マジュヌーンが近くにいることに気づいて、陣の体の中にもぐって、身を隠したんだ。指環が寄生したことで、陣が指環の力を……そしてランプの封印を解とく力をゲットした、ってわけだよ』

「寄生虫だったら、今ごろ病院行きだな。それに寮長に斬きられたとき、刃やいばが指環にぶつかったおかげで傷も浅くてすんだし。っていうかアルフ、おまえわざと斬らせただろ」

　陣は、黄金の指環に視線を落としながら、恨みがましくつぶやく。

『あたしが手術して指環を出してやるって言っても、絶対信じずに断っただろ？』

「確かに、絶対、俺を切りきざんで食うつもりだって思っただろうけどな」

『ま、アークダイモンより、それを封印するソロモンの指環のほうが魔力は強いわけだから、その宿しゆく主しゆであるあんたも、さぞかし味もいいだろうけどねえ』

「おまえ！　まだ俺を食おうとしてるな！」

『おっと。気にしない気にしない、指環の主あるじがいなくなったら、あたしを操る人間がいなくなるわけだから、こっちもおまんまの食い上げだからね』

　アルフは軽くそう言うと、陣の体を操って、マジュヌーンに対たい峙じさせる。

『こいつを生かして返したら、ほかのアークダイモンたちが封印されまいとして、指環を狙ねらってくる。つまり、根性決めて戦うしかないってことさ』

「やれやれ。なんで俺が」

『千の触手、いかな剣でも止めきれはせぬ！　軟弱な人間などくびり殺してやろうぞ！』

　マジュヌーンの触手はいっせいに襲いかかって、陣を包みこもうとする。陣は目の前にせまった触手を、横一文字に斬りすてた。アルフに操られた体の、あまりに速くあざやかな動きに、陣じんはゴクリと息をのむ。

「剣道の授業のとき、手伝ってほしいな」

『気を散らすんじゃないよ。意識を集中して、あたしに同調するんだ！』

　陣の指ゆび環わが、カッとまばゆく光る。陣は驚いて、思わず声を上げた。

「こ……これは何だっ？」

　指環が、まるでバナナの皮のように薄くめくれあがり、黄金の金属膜となって陣の手を包みこんだ。剣と一体化し、下腕を駆けのぼって篭こ手てとなり、さらに鎧よろいとなって上腕から右肩を包み、右肩からは金属の片翼が広がる。片翼は陣をかばうようにわずかに湾曲し、襲いかかった触手が翼に触れたとたん、バチッと音を立てて弾はじけとんだ。

『いでぇぇぇぇぇっ！』

　マジュヌーンは絶ぜつ叫きようする。陣は、黄金の金属に包まれた自分の右腕を、呆ぼう然ぜんと見つめた。手と一体化した剣は、指環に包まれてつかが黄金色になり、左右に三枚ずつ翼のような黄金の刃やいばが開いていた。アルフは、声を喜びに震わせる。

『すごい、思っていた以上だ！　これが指環の力なんだね！』

『くっ……くそおおおっ！』

　マジュヌーンはヤケクソになり、高速回転しながら突進してくる。まだ驚いている陣の体をあやつって、アルフの剣が突きだされた。



    

  
    
      



    

  
    
      『ばかだね！　指ゆび環わの力、勢いだけでは倒せないよ！　陣じん、封印の呪じゆ文もんを！』

「封印の呪文？」

　急にそんなことを言われて、陣はとまどってしまう。

『指環に意識を集中するんだよ。あたしに同調したように、指環に同調するんだ！』

「難しいこと言いやがる」

『そうは行くかっ、滅びよ！』

　マジュヌーンが陣の鼻先まで迫った。一瞬の緊張に、陣の全身の毛穴がキュッと収縮したのを感じた……そのとき、まるで慣れたことのように、意思とは関係なく口が呪文を唱えた。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　それと同時に陣の全身と剣がまばゆく光り、無数の星が飛び散りながら、陣を包むようにらせんを描かいて天をつく。剣の先が引き裂かれるように二つに分かれ、鋭い牙きばが生えた巨大な口となってマジュヌーンを丸のみにする。

『ギャアアアアアッ！』

　マジュヌーンは断末魔の悲鳴をあげた。剣は、ごくりとマジュヌーンを飲みこんでしまうと、もとの大きさになる。そして、ぼわんと煙を上げて、もとのアルフの姿に戻った。スレンダーなアルフの胃のあたりだけ、プクッと膨らんでいる。

「ふう。姦かん淫いんの悪魔マジュヌーンの霊魂ダイモン、なかなかオツな味だったかも」

　アルフは、満足そうにおなかをさする。アルフが元に戻ると、陣の腕を覆っていた鎧よろいももとの指環に戻った。陣は信じられないように、自分の口にふれる。

「……なんで、勝手に俺おれの口から呪文が？」

「人間は、ふだん脳の五％しか使ってない。これが顕在意識さ。潜在意識は残り九十五％……途方もない精神の力が眠ってる。マジュヌーンに襲われて全身が緊張した瞬間に、一瞬だけその潜在的な力が全開したのさ」

「すごいな。授業中より一発で寝れそうだぜ」

「精神の力を自由に使おうとすれば、潜在意識を自由に操らなきゃいけない。日本にはそのための『禅』っていい方法が、伝わってるじゃないか」

　シエラは、フッと緊張の糸が切れて、その場にへたりこんだ。

「……やっつけたの？」

「そうみたいだな」

　陣も半信半疑だ。アルフは、ニコッと笑って親指を立てた。

「封印の指環が無きゃ、あたし一人じゃ力の弱いダイモンしか食べられなくてね……久々に満足したよ」

「しかし『ソロモンの鎖さ骨こつ』が、書物じゃなくて『鍵かぎ』……ソロモンの指環のことだったとはな。どんな文献を読んでも、書物の題名だとばかり思ってた」

「たぶん、アークダイモンたちの目をくらませるためのデマ情報さ。『鎖さ骨こつ』と『鍵かぎ』は、つづりが似てるんだよ」

　アルフは、血が固まりはじめている陣じんの鎖骨を指さして、語った。

「つまり、誰だれでもランプの魔神のご主人様になれるわけじゃないのさ。アラジンと魔法のランプの話では、ランプから魔神を呼びだすのに、指ゆび環わでランプをこすらなくちゃいけなかったんだよ」

「ってことは、ランプの魔神を操れるのは、指環を持った人間だけってことか？」

「そう。指環の主あるじでさえあれば、アークダイモンでも可だけどね」

「あ、あんな化け物の召使いになるなんてお断りよ！」

　シエラはぞっとして、首をぶんぶんと横に振る。アルフは、シエラに言った。

「つまり、普通の人間がランプを触って運んだりしたぐらいじゃ、呼びだせやしない。だから何百年も、あんたの先祖は呼びだされることなく過ごしてたってわけさ」

「指環に寄生されさえしなきゃ、こんな目には遭あわずに済んでたのか……」

　陣は、ふーっと深いため息をついた。それを耳にとめて、シエラはムカッとする。

「庶民のくせに、このわたしが恐れおおくももったいなくも召使いになってあげることに、生意気に文句でもあるわけなのっ？」

「はあ。もっと早く部屋の掃除をしておくんだったぜ」

　陣はうんざりして頭を抱えた。シエラは、ふと気づいて、陣に尋ねる。

「そうだわ、ソロモンの指環ってソロモンの秘宝のひとつでしょ？　あなたのご両親が探してるものじゃないの、連絡すれば？　秘宝が日本にあったって証明できるじゃないの」

「いや、電話が全然つながらないんだ。まったく、大人のクセにフラフラしやがって」

　陣は、憎まれ口をたたく。だが自分でも多分気づいていないのだろうが、陣はふだん強がっているけれど、実は寂しく感じているのだろう……家族の愛を飢うえ求めているシエラにはよくわかる。珍しく優しい気持ちになって、シエラは陣に言った。

「大丈夫よ、すぐ通じるわ。でなければ、うちの使用人を伝令に行かせてもいいしね」

「けっこう親切なとこあるな、おまえ」

「じゃ、その感謝の気持ちをいっぱいにあらわして、頭をなでてちょうだい」

「結局、そこなのかよ！」

　陣はあきれて額を押さえる。乗りかかってくるような勢いで、シエラはつめよった。

「それ以外のどんな理由で、このわたしが、たかが庶民の手伝いについてきてあげたと思ってるのよ！」

「手伝いって……ランプを盗まれて困ってたのはおまえだろ？」

「そういうのを、詭き弁べんって言うのよ！」

「詭き弁べんっていう単語に、俺おれの知らない全然別の意味があったようだな」

「とにかく、すなおに命令を聞きなさい！　頭をなでるのよ！」

　シエラは厳しくそう言って、陣じんの胸を人差し指で穴が開くほどぐりぐりと、ドリルのように押してくる。強引なシエラに辟へき易えきして、陣はため息をついた。

「さっきのは前言撤回。いいとこなんて、全然無しだな」

「いいから頭をなでなさい！　ほんとは、あなたみたいな庶民に頭をなでられるなんてすごく嫌だけど、なでさせてあげるんだからありがたく思いなさいよね！」

「理屈が不思議すぎて、脳が拒絶反応を起こしてるぜ」

　陣は頭痛を感じながら、シエラの頭に手を乗せ、まだ慣れなくてどうにも口に出すことに抵抗のある呪じゆ文もんをとなえた。

「ちちんぷいぷい」

　シエラの体が、ふわっと銀色の光に包まれる。長い髪がふわっと舞い、満足ゲージがスウッと上がるのをシエラは感じたが、もう一歩、というところで上がりきらない。

「あ……あら？」

　舞いあがっていた髪はぺたりと垂れ、光はゆっくりとおさまってしまった。あわてて魔法書を開いてみたが、新しい呪文は追加されていない。シエラは怒って、陣にかみついた。

「ちょっと！　わたしあんなにがんばったのに、このゲージの上がりかたは何よっ！　もっと感謝しなさいよ！」

「いや。一番がんばったのは陣だから、その感謝でもけっこう大盤振る舞いだと思うけどねえ……」

　アルフが、呆あきれたように小声でつぶやく。陣は、屋上に倒れている右う京きようが少し動いたのに気づいて、二人に言った。

「用が終わったんなら、帰ろうぜ。寮長は硬派だから、こんな夜中に女子といたら、何言われるかわからねえ。寮を追いだされたら、行くところ無いからな」

「どこが硬派よ！　わたしを奴ど隷れいにしようとしたのよ？」

　シエラはぷんぷんと頬ほおをふくらませる。アルフは彼女をたしなめるように言った。

「マジュヌーンに取りつかれてたからだよ。今はもう、もとに戻ってるさ」

「そうやって日本人は、酔っ払ってるあいだは何をしてもお咎め無しムードなのよ。だからいつまでも、国際化できない庶民なのよ！」

「おまえのことを好きだったから、マジュヌーンに取りつかれたんだろ。許してやれよ」

　陣が冷静にとりなすと、その冷静さがカチンときたらしく、シエラは彼にかみついた。

「だってあなた、悔しくないのっ？」

「悔しいって……なんで？」

「あなたご主人様でしょ！　自分の召使いが、他人にうばわれかけたのよ？　ムカつかないのっ？　俺おれの召使いに手を出すなって思わないわけっ？」

「だって、俺は別におまえのご主人様じゃねーし、おまえも別に俺の召使いじゃないんだろ？　ご主人様って呼ばないし、俺に命令ばっかしてるじゃん」

　陣じんのもっともな答えに、シエラはぐっとことばをのみこんでしまう。理屈で反論できなくなったシエラは、逆ギレしてどなった。

「そ……それはそれこれはこれよ！」

「どれはどれ？」

「とにかく！　もっと悔しがりなさいよ、でなきゃあなたから指ゆび環わを取りあげて、他ほかの人をご主人様にしちゃうわよ！　それでもいいのっ？」

「願ったりかなったりだけど。指環、外そうか」

　淡々としながら本当に指環を外そうとした陣に、シエラはついに激怒した。床に転がっていた魔法のランプを拾いあげると、陣に押しつける。

「も、もうちょっとで次のレベルに上がりそうなんだから、責任をとって明日も呼びなさいよね！　こんな大変な思いをしてためたレベルがゼロに戻るなんて、まっぴらよ！」

　言いたいだけ言ってしまうと、シエラは紫色の煙に包まれて、ランプの中に戻っていった。陣はランプに向かってどなる。

「おい、ちょっと待てよ！　一方的に押しかけてくるんじゃねえ、迷惑なんだよ！」

「まあ、仕方ないさね。運命と思ってあきらめな」

　アルフが、クールに笑う。陣は彼女をにらんだ。

「ひとごとだと思って！　なんで、俺でなきゃだめなんだよ！」

「考古学好きだろ。あんたの両親より、才能もあるみたいだしね」

　アルフはふと、真剣な表情でじっと陣を見つめて言った。

「歴史は繰りかえす……って、言うだろう。つまり、歴史を研究することは、未来を知ることと同じじゃないか？」

「ああ、まあ……歴史にならう、ってのはあるけど」

「つまり、考古学者は予言者と同じなんだよ。だから指環に選ばれた……予言者として」

「お、俺が予言者っ？」

　非日常的なそのことばに、陣は目をパチクリする。アルフは、はっきりとうなずいた。

「『ソロモンの鎖さ骨こつ』の『鎖骨』ってのは、『鍵かぎ』って意味だって言っただろ。魔法のランプからランプの魔神を呼びだしたり封印したりする鍵……。それが、ソロモンの指環なんだ。アラビアン・ナイトによれば、アラジンはこの指環を、西からきた魔術師に与えられた。魔法使いがアラジンを選んだのは、予言書にそう書かれていたからだよ。土に埋まったランプを掘りだせる者としてね。つまり、指環の主あるじは誰だれでも良かったってわけじゃないんだ」

「……そして、俺おれも指ゆび環わに選ばれたってわけか」

「そう。たまたまあんたの部屋にあったわけじゃなくて、予言された運命だったのさ。だが指環が姿を現わした今、今度はそれが奪われたら、奪った者が指環の主あるじになる。アークダイモンたちも、必ず指環を狙ねらってくるだろうけど、渡したら世界の破滅だよ、陣じん」

　陣は、指環に選ばれた、という責任の重さに押しつぶされそうになる。それにしても……アラビアン・ナイトによれば、指環は千年前に西方から中国に渡り、魔法のランプはその前にすでに中国までやってきて土中に埋まっていた、ということは……。

「ソロモンの秘宝と同じように、失われたアークも日本にあるんじゃないのか？」

「あたしにも、そこまではわからない。アークを見つけられれば、アークダイモンたちを一気に封印して、あたしはよりどりみどり美味三ざん昧まいなんだけどね」

「わからないのか……」

　陣はがっかりして、ため息をつく。アルフは、彼の肩をバシッと強く叩たたいた。

「ま、妖よう魔まを封印できるアークが見つかってない以上、アークダイモンたちに気をつけるしかないね。せいぜい、ランプと指環を大事にしな。アークダイモンたちはランプの魔神の血筋を絶えさせるか、じゃなきゃ自分たちのしもべにしようとするだろうからね」

「あんなやつしもべにしても、ろくすっぽ働かねえのに」

「今はチンケな魔法しか使えないけど……それに、彼女の先祖もたいしてレベルが上がってない状態で魔法書を伝えていったようだけど。もし彼女が魔法書を最後のページまで埋められたとしたら、国ひとつぐらい一発でつぶせるほどの魔力をつけるんだ」

　アルフの言葉に、陣は思わず息をのんだ。あんなワガママなシエラに、そんなとほうも無い力が潜在しているとは……。たしかに「魔神」という呼称にはぴったりな、はた迷惑でとんでもない性格はしているが、その性格にもし、世界を動かすほどの力がくっついたら、大変なことになるのは目に見えている。

「そんな事になったら絶対、女王様になって日本を支配するぜ」

「で、アークダイモンたちが彼女の所有権や彼女の命を狙うかもしれないのさ。ランプの魔神は人類にとってもアークダイモンにとっても、諸もろ刃はの剣ってわけだからね」

「ランプの魔神を見つけたからには、やつらも本気で攻撃してくるってわけか……」

「そういうことさ。世界を滅ぼさないためには、せいぜい彼女を他ほかの誰だれかに取られないようがんばるんだね」

「ふん。別に、他のやつが欲しいってんなら、あんなはた迷惑女、ノシつけてやるよ」

　陣はそっぽを向いた。アルフは、フンと鼻で笑う。

「そうも行かないと思うけどね」

「……まあ、そうか。世界の運命があいつにかかってるんだもんな」

　まじめな顔で、しかたなさそうにつぶやいた陣に、アルフはふくみのあるようすで目を細め、流し目をくれた。

「いや。個人的に、がまんできないんじゃないかな」

「どういう意味だ？」

「さて、あたしも帰るとするか」

　アルフは陣じんの質問をはぐらかせ、ゆがんでしまった塔とう屋やの鉄扉を引っぱって、階段を下りていった。はぐらかされた陣は、胸の中がモヤモヤしてしまう。

「今夜はごちそうさま、またアークデーモンをごちそうしておくれ。アークダイモン一匹あたり、うちの食堂の定食券十枚あげるから。……ま、ソロモンの指ゆび環わも、おいしそうなんだけどねえ」

「おっ、俺おれはほんとにあんな女、いなくなってくれたほうが助かるんだからな！」

　陣は、アルフの背中に向かって必死にどなった。

　空には青白い満月が、何ごともなかったかのように冷えびえと光っている。『狂気マジユヌーン』は、月の光をあびることで人の心にしのびよる、とペルシャでは古くから言い伝えられてきた。かなわない恋心の焦りや絶望、そしてあきらめきれないためらいが、人を狂気にかりたてる。

「夕ゆう也やも寮長も、座ざ堂どうなんかのどこが……」

　陣は月に問う。生意気でワガママで自分勝手なシエラの姿が、ぐるぐると頭の中を駆けめぐる。そして……上じよう手ずに卵焼きが焼けてうれしそうだった笑顔、右う京きように斬きられた陣が生きていたとわかったときの安あん堵どの涙も同時に、まぶたの裏に浮かびあがる。

　陣はそれ以上、月に問わなかった。月の光は、心の奥底まで照らしてくるかのようだ。このまま月を見ていたら、自分までおかしくなってしまいそうだと思った。

　陣は月から逃げるように、屋上から去っていった。



　何事もなかったかのように、夜が明けた。

　陣が学校に行くと、気分の悪そうな顔をして夕也が自分の席についていた。陣はドキドキしながら、声をかける。

「おはよう、夕也。ゆうべ、どこ行ってたんだ？」

　振りかえった夕也の顔は、青紫色にはれ上がっていた。陣はギョッとする。やっぱり、ちょっとばかり強く殴りすぎた……と、反省した。

「陣。俺、夢遊病になったかも」

　夕也はうんざりした顔で、額を押さえた。そこには、階段を落ちたときにぶつけたらしく、大きなたんこぶができていた。

「今朝気がついたら、学校の階段の下に転がっててさ……。制服のままだし。きのうの授業中から、何か記憶が薄いんだよ。体じゅう痛いしさ……」

「それ、勉強のしすぎじゃないか。頭の線がときどき切れるっていうし」

　陣じんは、にこやかにほほえんでごまかそうとする。夕ゆう也やは、まだ怪け訝げんそうな顔をしている。

「おまえこそ、肩どうしたんだよ」

　夕也は、陣の左肩を指さした。昨夜斬きられた怪け我がには液バンを塗ってガーゼを貼はっておいたのだが、学校まで歩いてきたせいで傷口が開いたのか、シャツに少し血がにじんでいた。陣はあわてて、上着でシャツの血をかくす。

「ああ、グリグリがちょっとな」

「おまえも夢遊病で怪我したのか？　寮長とかもだぜ。集団夢遊病ってあるのかな、不思議だよなあ。何十人も運動場とか校舎の中に、消火剤だらけで転がっててさ」

「ゆうべは満月だっただろ。満月の時って何か、そういうのあるって言うじゃねーか」

「狼おおかみ男おとことか、魚の産卵とかか？……そうかもなぁ」

　夕也がうまく納得してくれたので、陣はホッとする。

　アークダイモンのことを公にすると、悪心を持つ人間が彼らを操ろうと考えかねない危険がある、と後でアルフは電話をかけてきて、そう言った。ソロモンは封印した悪魔たちを使役して栄華を築いたが、自分の死後、人々がその力を悪用しないよう、悪魔たちをアークに封印し、封印の指ゆび環わも隠してしまったのだ。

　神の智ち恵えを持つソロモンなら操れるアークダイモンたちも、人の子の智恵では手に余るだろう。でなくても今、人類は文明の発達に智恵が追いついていない。資源の枯こ渇かつ、環境汚染、戦争に犯罪……と、巨大になりすぎた文明に振り回され、多くの生命だけでなく自分たち人間すら自ら絶滅の危機にさらしている人類は、まるで銃をおもちゃにする子供のように危なっかしい。

　そして……それは自分も同じだと陣は思った。シエラにどれほどの力があるのかわからない。シエラを呼びだし封印できる指環を引き継いだ自分に、その力をコントロールしきれるのだろうか。そして、まだその正体も全ぜん貌ぼうもあきらかでないアークダイモンたちから守りぬけるのか。陣は、少し気持ちがざわざわした。そこに、シエラが登校してきた。

「おはよう、みんな」

　シエラは今日も太陽のように、クラスメイトたちの中心で光りかがやいていた。ちょうどシエラのことを考えていた陣は、思わず彼女をじっと見つめてしまう。シエラは、その視線に気づいた瞬間、少しとまどったような顔をした。そして、逃げるように目をそらしてしまった。陣は、おや、と違和感にとまどう。

　シエラが好きほうだいポンポン言ってくるときは、ムカつくものの、何を考えているかは嫌というほどよくわかる。けれど今、猫をかぶっているシエラは、何を考えているのかよくわからない。ほんの数日前までは接点すらなかったのに、今はそのことが、妙に気になってしまった。



　その日、陣じんは寮に走って帰った。

　寮の前で、本ほん田だ聡さと子こが本を胸に抱いて立っていた。陣は驚いて、足を止める。

「おまえ……図書委員の？」

「先輩がお探しの『アラビアン・ナイト』を、持ってきたんです」

　聡子の目はあいかわらず前髪で隠されて、表情がうかがえない。陣は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「わざわざ？」

「はい。わざわざ」

　聡子の口元が、ニヤリと笑みをきざむ。陣は、ぞくっとした。

　そのとき、寮の玄関から右う京きようが出てきて、陣を呼んだ。

「おい、新あら木き。ちょっと来い」

「あ、はい！　ありがとう、寮長が呼んでるから……」

　陣は本を受け取って、きびすを返す。その背中を見送りながら、聡子は低く笑った。

「また、いつでも何でも聞いてください。わたしにわかることでしたら、何でもお手伝いしますから。クックック……」

「やっぱり、あの『ククク』がわからねえ……」

　陣は首をかしげながら、寮に戻った。右京は剣道着姿で、きのう屋上の床にぶっ倒れたときに頭を打ったのか、大きなコブを氷で冷やしながら尋ねてくる。

「新木、寮に女子を近づけるな。風紀を乱すもとだ！」

　右京は相変わらず、ガチガチの硬派だ。いつもの彼に戻ったようで、とりあえず陣はホッとした。

「すみません」

「それから、新木……。おまえはゆうべ、大丈夫だったか？」

「ゆうべって？」

「どうも、夢遊病にかかったようなのだ。真剣を持ちだした上、屋上で転がっていて風邪もひいたようだ。おまえと同室の宇う多た田だも学校に倒れていたが……おまえにも、会ったような気が、頭のしんにこびりつくように、うっすらとするのだが」

　陣はギクッとして、首を横に振る。

「俺おれは、ずっと寮にいましたよ。夕食もとったし……みんなに聞けばわかりますよ」

「そうか。では、あれは夢だったのか。座ざ堂どうを奴ど隷れいにしようとしたのも……」

　右京は、口の中で小さくつぶやく。聞き取りにくくて、陣は訊ききなおした。

「今、何か言いましたか？」

「あ、いや。構うな」

　右う京きようはブンブンと頭を振り、陣じんに背を向ける。

「そのような浅ましい夢を見るということは、わたしの心の中にそのような下卑な欲望が眠っているということだ。まだまだ修行が足りぬ……今日はこれから、素振り千回と水みず垢ご離り、それから写経で心を清めるとしよう」

「何をブツブツ言ってるんですか」

「それにしても、このわたしが……座ざ堂どうのメイド服を夢に見るとは、世も末だ。『萌もゑ』など軽けい佻ちよう浮ふ薄はく、何するものぞ！　武士道といふは、死ぬ事と見付けたり！」

　右京は『葉は隠がくれ』の一節をそらんじながら、立ち去った。完全に昨晩のことは忘れているようだが、シエラへの思いは消えていないらしい。

「寮長も物好きだよな。あんなワガママ女のどこがいいんだ？」

　そんな陣を、寮の庭木のしげみの陰から、じっと見ている者がいた。両手に木の枝を持って身を隠し、首からデジカメを下げている、生徒会副会長の氷ひ室むろ江え利り子こだ。

「新あら木き陣……」

　江利子の眼鏡の下の怜れい悧りな目が、きらりと光る。

「どうごまかしているのかは知らないけれど、あなたが座堂シエラを寮の部屋に連れこんでいること、必ず裏を取ってやるわ。そうすれば会長も、あの小娘の正体に幻滅して、忘れてくださるはず。そして、ずっとお側そばにお仕えしているわたしの存在に気づいてくださるわ……うふふふふ……」

「姉さん。こんなところで、何してるの？　寮長に見つかったら怒られるよ」

　江利子の後ろで弟の啓けい太たが、怪け訝げんそうに声をかけていた。



　部屋に戻った陣は、自分の机の前に座る。

　夕ゆう也やは、夢遊病が心配だと言って、保健室へカウンセリングに行ってしまい、しばらく帰ってきそうにない。両親への電話は、あいかわらず不通だ。

　魔法のランプはあいかわらず、引き出しの中にしまわれていた。二度と呼びださない、とゆうべは思っていたが……アルフの話を思いだすと、アークダイモンに対抗するためには、少しでも早くシエラのランプの魔神レベルを上げておかないといけないのだ。

「あんなワガママなやつと顔を合わせるのは、気が進まないけど……仕方ないな」

　陣は胸ポケットから指ゆび環わを取りだして指にはめ、魔法のランプをこすった。

　とたんに、ボンッとメイド服のシエラが出てくる。なぜか、髪がグショグショに濡ぬれ、乾いたメイド服の上に水がポタポタとしたたっている。髪のあちこちに、シャンプーの泡がついている。シエラの眉まゆが、ピクピクしていた。陣は驚いて、窓の外に目をやる。

「雨か？」

「じゃなくてっ！　どういうタイミングで呼びだすのよっ、わたしは学校から帰ったらすぐにシャワーを浴びるのが日課なのよっ！」

　シエラは陣じんにかみついた。ということは、どうやらシエラはシャワーを浴びている真っ最中に、呼びだされてしまったらしい。長い髪はたっぷりと水分を吸っているので、せっかく乾いているメイド服もみるみる濡ぬれて、足もとに大きく水たまりができる。

「大変だ。床が腐る」

「ちょっと！　目の前で、もっと大変な事が起こってるのはスルーなわけっ？」

「呼びだせって言ったのはおまえですが何か？」

　さっそく陣は呼びだしたことを後悔し、ふーっと深いため息をつく。シエラはスカートのすそをつかんで、しぼりながらどなった。

「呼びだしていいときはわたしが電話をかけるから、そうしたら呼びだしなさい！」

「それ、結局どっちが呼びだしてることになるんだっ？」

「あなたには、誰だれがご主人様か、主従関係というものをじっくり教えなくちゃわからないようね」

「っていうか、俺おれがご主人様だっ！」

　陣は引っくりかえった声で叫さけんで、また隣の部屋から壁をドンドン叩たたかれる。

「新あら木き、一人で騒ぐ趣味があるなら外でやれ！」

「ほら。また、おまえのせいで怒られただろ」

　陣は、シエラをにらむ。シエラは、二段ベッドにかかっていたタオルケットで髪をふいていた。陣は低い声でつぶやく。

「金持ちは使わないだろうが、バスタオルじゃないんだけどな、それ」

「そんなことより、さっさと用事を言いつけなさいよ」

「『ご主人様、ご用は何でございましょうか』じゃねーのかよ！」

　相変わらず高飛車なシエラに、陣は頭痛を感じて額を押さえた。

「わかったよ、そんならおまえが濡らした床をふけよ。何となく本末転倒だけど」

「ありきたりね。このわたしにふさわしい、もう少し派手な仕事は無いの？」

「いいからやれ！」

　陣はイライラしてどなる。シエラは、ツンとそっぽを向きながら言った。

「わかったわ。やればいいんでしょ、やれば」

　と、シエラはさっきまで髪をふいていたタオルケットを取って、床をふき始める。

「タオルケットを雑ぞう巾きんにするな！」

　どなった瞬間、陣はハッとする。シエラは、床にはいつくばっている。メイド服はミニスカートで、後ろから太ももが見えてしまうのだが……いや、それだけではなく。そのもう少し上に、あるべきものが無いような気がする。陣は焦って、顔をそむけた。

（そ……そう言えば、シャワーを浴びてる最中に呼びだされたんだよな。ランプから出てくるときにメイド服に変わるとして……下着はどうなるんだ？）

　陣じんの全身から、どっと脂あぶら汗あせが噴きだした。指摘したい。指摘しなければ。でも指摘できない。できるわけがない。

「も、もういい、ふくな」

　陣は横を向いたまま、焦って言った。シエラは顔を上げ、きょとんとする。

「何よ。自分が床をふけって言ったんでしょ」

「もういいから、帰れ！」

「そうは行かないわよ。わたしだってランプの魔神レベルを……」

　シエラは立ちあがって陣にかみついてきた。陣は、ちょっとホッとする。

「……あ、そうだ。ふくのが嫌なら、もっといい方法があるわ。実は、メイド長のメアリーに掃除の極意を聞いてきたのよ」

「掃除の極意？」

　陣は驚いて、目を丸くした。そんな陣を見て、シエラは得意げにツンと鼻を高くする。ちょっとうれしそうだ。シエラはたしかに横暴だしワガママだが、負けん気が強いぶん、ランプの魔神としての仕事も意外にまじめにこなす……ということを、陣はあらためて痛感した。そういうところは、嫌でも認めざるを得なかった。

「ほら、そうと決まればそこどいて！　掃除のじゃまよ、丸めてゴミ箱に捨てるわよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　……これで、この憎まれ口さえなければ、とは思うのだが。陣じんはしぶしぶ、二段ベッドの上段にのぼる。シエラは、うずうずしたようすで言った。

「この魔法って、掃除の役に立つのよね。つまり、魔法を覚えれば覚えるほど、どんどんレベルが上がりやすくなるってことよ」

「掃除の役に？」

「パパに聞いたのよ。ラッムールって、アラビア語で『砂』の意味だって。どうして砂の呪じゆ文もんなのに、眠りの呪文なのかわからなかったんだけど……」

「ああ。砂男……サンドマンだからだろ」

「知ってたの？」

「夜になると、砂を目に入れて子供を眠らせに来る妖よう精せいだろ」

「でね。メアリーに聞くと、サンドマンはもともと、中世のヨーロッパにいた、磨き砂で床や食器を磨いてお金をもらう仕事の人だって。つまり、砂で床を磨くと、すっごくきれいになるっていうわけよ」

　ふと、陣は嫌な予感がした。それがなぜだか、気づいたときにはもう遅かった。

「おいちょっと、待て！」

「ラッムール！」

　シエラが片手に魔法書を持ち、元気いっぱい人差し指を高く上げて、呪文をとなえる。

　ザアッ、と激しい音を立てて砂すな嵐あらしが、部屋の中で荒れ狂った。軽いものは舞いあがり、カーテンはたちまち砂ボコリにまみれ、机は砂に埋もれ、顔にピシピシと当たる砂は散弾のように痛い。

「やめろっ、このバカ！」

「誰だれがバカよ！　このわたしが掃除してあげてるっていうのに、感謝のことばもないわけ？　非常識な庶民ね！」

「こんなの感謝できるか！　どっちが非常識だ！」

　絶ぜつ叫きようする陣の口の中にも砂が入ってきて、ジャリジャリになる。おかげで、声も出すことができない。

「砂が少し足りないわね。もっとラッムール！」

「もうやめろーっ！」

　陣は引きつった声で叫さけんだ。アークダイモンよりシエラのほうが、世界を滅ぼしかねない。あいかわらず隣の部屋からは、激しく壁を叩たたく音がする。

「おい、毎日毎日騒いでんじゃねー！」

　部屋はひざぐらいの高さまで、砂に埋まっている。シエラは、その中に一人たたずんでいた。陣は目をかばい、砂に咳せきこみながらどなった。

「座ざ堂どうっ、おい、やめろっ！」

「ぐう」

　たたずんでいるシエラの首が、かくんと傾く。よだれが、たらりと口から落ちる。彼女は立ったまま、気持ち良さそうに寝ていた。

「自分の魔法で寝るなっ！」

　シエラが寝てしまったので、魔法を止めるすべが無い。砂はどんどん積もっていく。世界が滅びるより先に、陣じんが殺されてしまいそうだ。

「もう帰れっ、二度と来るな！」

　ランプの魔神というか、まさにシエラは「魔神」ということばにぴったりだ……と、陣は痛感する。そして自分はその「魔神」に取りつかれてしまったのだ……と。

「誰だれか、こいつをどうにかしてくれえええ！」

　砂の中で陣は頭をかかえ、引きつった声で叫さけぶのだった。



《 完 》



    

  
    
      


　　あとがき



　新作、楽しんでいただけましたでしょうか。実は私は小学生のころ、生メイドさん経験があります（生？）。クラスにすんごいお金持ちのお嬢様＠ワガママがいて、誕生会に呼ばれたのですが、その家には何と三人もメイドさんがいたのでした。全員十八歳ぐらいのお姉さんで顔が可愛かわいくて白エプロンで、誕生会のごちそうはメイドさんの手作り。しかもコース料理みたいに一品ずつ作っては出してくるので、全部できたてでした。で、メイドさんがお料理を持ってきてもお嬢様は「ありがとう」とか言わないんですよね。目も合わせない。これがお嬢様と使用人の関係か～と、マンガみたいな世界でした。お母様が、お誕生会をメイドに任せてお出かけだった、というお約束どおりの行動だったのも高ポイント！　ところで、その料理の中に「ポタージュスープのかきたま汁風」という不思議なスープがありました。ポタージュの中に溶き卵を流しいれた料理で、なんか味のバランスが妙なんですが、「これがお金持ちの家の料理なのか！　きっとフランス料理か何かなんだ！」と感動して食べたのを覚えています。……けど、今にいたるまで「ポタージュかきたま」なる不思議料理に再会したことはありません。もしかして、あのメイドさんたち、実は料理がドヘタだったのかも……という疑問が、今ごろ胸にわいてきています（笑）。

　そんな私のご幼少のみぎりの、憧あこがれと誤解と妄想と純情（純情？）が、今回、作品として結実いたしました。で、まだメイド喫茶など無かったころ、私のドリイムを満たしてくれたスポットが「喫茶館・英えい國こく屋や」でした。大阪・神戸・京都・名古屋・東京にあるお店です。お屋敷とまでは行きませんが上品な内装で、ライオンと王冠と盾という貴族っぽいエンブレムもステキ。何より店員さんの、メイド風と修道女風の間をとったような制服が激しくプリティ！　黒い質素なワンピに、白い大きな襟えりつきです。髪はピシッ！　と黒いゴム（ここ重要！）で縛り、化粧は薄く、注文取りにきてもらうだけでドキドキです。で、ここは喫茶メインですが、隠れた名物がワッフルです。外はサクサク中はフワフワ、お店で焼き立てなのでお店でしか食べられません。あの可愛くて清せい楚そで上品なメイドさんが焼いてくれた手焼きワッフルをいただくと考えただけで、生まれてきて良かったママンありがとう、と思う瞬間。ここでポイントは、焼きたてがホットケーキではなく、ワッフルという、ちょっと日常生活でなじみのないオサレな名前のシロモノだというところです。ポタージュかきたまのときのように「これがメイドさんの味！　ご主人様テイスト！」と感動します。値段もそんなに高くないです。回し者じゃありませんが、ご主人様気分にひたりたいあなたはぜひ！　でも「お帰りなさいませご主人様」とは言ってくれません（笑）。

　なもり先生、ステキなイラストありがとうございました。シエラの髪がサラサラで可愛くて、メアリーにかわってお髪ぐしを梳といてさしあげたいです（笑）。

　　　二〇〇六年五月

　　　夏緑＠リッツカールトンホテルのメイドさんもポイント高し



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『風水学園』『風水少女』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読本『遺伝子・ＤＮＡのひみつ』（童心社）など、涙こらえて書いてます。メイドカフェも可愛くていいですが、高級フルコースを出すロッテンマイヤーさんカフェがあったらぜひ行きたい。テーブルマナーを逐一ぴしぱし叱られたいです。うっとり。



　イラスト

　なもり

　　富山県出身、名古屋在住。６月25日生まれ。

　　勢いだけで生きてる大学生。

　　漫画も描きます。

　　代表作『リセットな彼女』（ファミ通文庫）

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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